


１．大王松の下にて

２．ケニア山とライスロード

　植物園の講堂はがっしりと組まれた幅広い石段を上りつめた
ところに威風堂 と々木造りで建てられていました。その正門を
飾るにふさわしい大王松が植えられていました。当時、育てら
れた大樹の下で彼の望みは果てしなく続いていることでしょう。

　雄 し々いケニア山は山麓が長い山の東側はコメのとれる土地
柄で、日本の水田と全く同じく小川があり、トンボも飛び、米作
の風情がありました。ドイツ人の経営する精米所がありました。
私はこの精米所で米ぬかを買ってきました。米ぬかをフライパン
で炒って塩を混ぜ、ぬか床をつくり、野菜の浅漬けを作りました。
日本の協力隊の方々にもプレゼントしました。日本の味が喜ばれ
ました。雨季にはわらびも取れ、お茶も取れました。



３．キリマンジェロの夜明け

４．バオバブの木の下で

　山の頂上には夜明けの３０分程輝きますが、すぐ見えなくな
ります。標高は4000ｍ以上あるようです。色々な動物が集まっ
てくる水飲み場があります。小さな茂みもあります。

　バオバブの木は人命を守る木で、雨季にクリーム色の小さめ
の花をつけます。そして、実がなります。実は食用にもできま
す。乾季には葉を落として枯木立ちとなるカンバツの時には
樹皮に傷をつけ滴る樹液を飲んで飢えをしのきます。樹の周
りにはマニヤッタという牛糞で固めた家が２～３軒あります。
生活に欠かせない命を守る樹です。日本の昔の農家の敷地位の
広さに１本生えていて、それが見渡す限りの地平線までずっと
パオバブの木が生えている、広大な眺めです。



５．ナイロビのナイバシヤレイクサイドにて

６．赤いカンナの咲くキューナーイステート

　庵原ファミリーのランチタイム、楽しいひとときでした。花も
咲き、ハゲコウという鳥もみんな一緒になって楽しみました。

　白い雲が美しく、夕焼けもきれいで、夜の星も輝き、素敵な
家でよい暮らしでした。日本から持っていった（タキイ種苗の種）
でシャンバー（我が家に住み込んでいる庭師）に野菜を作って
もらって食べました。

作：庵原トシエ　Painted by IHARA Toshie
補筆：直原玉青   Guided by JIKIHARA Gyokusei
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はじめに  Introduction 

岡野 浩 (Okano Hiroshi) 

 

大阪市立大学・都市研究プラザ1が主導して2012年に設立した都市創造性学会（AUC）（設立総会：パリ

政治学院）の第2回大会(2013年5月31日および6月1日：ロンドン大学)において、UNESCO副事務局長補のフ

ランチェスコ・バンダリン氏(Francesco Bandarin)は、UNESCO創造都市ネットワークの７つのカテゴリー

である「文学」・「映画」・「音楽」・「工芸」・「デザイン」・「メディアアート」・「食」の分類について触れ、現

在見直しの議論を行っていることを紹介するとともに、先進国と開発途上国の都市間でさらなる交流が必要

であること、そして、「都市の創造性」と「世界遺産」との密接な関連性を獲得すべきことを強調された2。 

本書は、こうした文化政策の世界レベルにおける状況をベースとして、河内・交野に焦点を当て、「市民知」

による創造的な空間づくりの類型を示し、文化的な地域間の交流の在り様を示すことを意図している。 

とりわけ、大阪市立大学理学部（植物園）、香川大学、そしてジョモケニヤッタ農工大学に至る植物学者・

庵原遜教授の歩んだ道程を通して、自然と学問、そして行動の諸関係を明らかにし、自然と都市の創造性に

ついての一端を表出させることとしたい。都市における様々なアクター（行為する者
もの

・物
モノ

）のネットワーク

のあり方が、いかにして「市民知」を創造する「場」として重要な役割を果たすことに繋がるのか、また「市

民知」を生みだすメカニズムやそれを促進するための政策やサポートのあり方、（海外を含めた）他の地域と

の連携（ネットワーキング）の在り様、などについて考えたいのである。 

より具体的には、都市の創造性、とりわけ文化の創造性と持続性に関連するものとして個々人の「記憶」

を取り上げ、その記憶を呼び覚まさせるものとしてヒトが歩んできた、多様な「道」（海の道、川、街道、そ

して精神的「道」）を遡上にあげる。ヒトとモノ、コトとを結び付け、「記憶」を蓄積したり除去したり埋め

たりする「複合物」として（海の道、空の道とともに）「文化の道」として位置づけ、重要なアクターと捉え

たいのである。なお、ここでいう「市民知」とは「市民による実践知」として捉え、「市民が持っている実践・

理論の相互浸透から長い年月をかけて形成された知」と定義づけたい。 

都市や地域の創造性は、その都市に住んできたあるいは現在住んでいる人々だけで維持できないであろう。

都市を訪れ、関わり、当該都市のことを他の都市に伝えた人々などとともに、何にもまして自然の役割が重

要である。山と川、道の背後にある、見えない様々なアクター（ヒト・モノ・コト・道）の関係性・ネット

ワーキングを感じ取っていただければ幸いである。とりわけ本書では「メタセコイア」が重要なアクターで

あった。本レポートシリーズの作成の提案に賛同し、執筆いただいた方々にお礼を申し上げたい。とりわけ、

私が示した青写真を吟味していただき、執筆者との調整にご尽力いただいた、庵原トシエさんと南浦雅子さ

んには心から感謝を表したい。“大先輩である庵原遜先生から、ほんとうに多くのことを学ばせていただきま

した3。後輩達に先生の偉業を広く伝えて行く努力をしたいと思います。” 

                                                   
1 大阪市立大学・都市研究プラザは、2007 年から 2012 年にわたり、文部科学省から「都市問題」に関する G-COE(Global 
Center of Excellence)拠点に選定され、「大阪から２１世紀都市の再創造：文化創造と社会包摂」というテーマで研究を

行ってきた。筆者に与えられた役割としては次の三点であった。(1) 第４ユニット「国際プロモーション」（現在は「国

際社会デザイン」に改称）の責任者として、主に、国際ジャーナル『都市・文化・社会』（City, Culture and Society, CCS, 
オランダ Elsevier 社）を立ち上げることで１～３ユニット（都市・文化創造・社会包摂）の研究を国際的に認知される

ようにすること。(2) CCS を基礎とする国際ネットワーク学術組織「国際都市創造性学会」(Association for Urban 
Creativity, AUC)を設立し、運営すること。(3)G-COE 推進者として「都市戦略論」のグローバルな事例を研究し、その

成果を社会的に還元することである。 

2 都市創造性についてのバンダリン氏の見解は、氏と共同で編集した、国際ジャーナル City, Culture and Society の第 2
巻第 3 号（UNESCO特集号）の編集後記や、第 3 巻第 4 号からバンダリン氏と共同で立ち上げた Urban Creativity Forum
の巻頭言を参照されたい。バンダリン氏には 2014 年 8 月より CCS の編集長(Editor-in-chief)に就任予定である。 
3 庵原教授の貢献の高さは『未来・輝き：植物園創立 50 周年記念』(2004)における登場回数の多さからも明らかである。 
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第１章 
摂津農場の想い出 

Memory at Settsu Nojo 

 

庵原 遜 (Ihara Yuzuru) 

摂津農場創立 50 周年をお祝い申し上げます。昭和 3 年から昭和 53 年までの 50 年間といえば、誠に変

転の激しかった時代で、同じ時代を生きた私自身をよく生き延びてきたと思うほどで、今改めて維持・管

理に邁進された先生方や職員の方々のご苦労に、心からの敬意を表します。 

 私が摂津農場のお世話になったのは、第二次大戦後間もない昭和 23 年 9 月から昭和 25 年 3 月までの１

年間で、当時農場には福田主事を筆頭に、温室には瀬川弥太郎氏、果樹に宮崎文雄氏、水田に竹島溥二氏

がおられた。私は温室の係りであったが、その頃農場の助手で１年半もいたのは長いほうで、私の在任中

に果樹は林眞二氏から細井寅三氏に交代し、水田は植木邦和氏になっていた。 

 果樹部の前任者は、当時経営・栽培に令名の高かった益田忠雄氏で、蔬菜栽培にあまり経験のなかった

私は、不安な気持ちで赴任したのであるが、福田主事は暖かく迎えて指導してくれたし、  源さん（小

野源次郎氏）、寿太はん（川畑寿太郎氏）、村野君（村野康氏、当時研究生）という三羽烏がいて、栽培の

実地はすべてこの人達のいう通りにすれば間違いなくよく出来た。私は１年半の間に三羽烏から蔬菜栽培

の基本から、摂津農場独特の高 の立て方、20 ㍑以上もある肥桶２つに液肥（当時は主に人糞尿）を一ぱ

い容れて天秤棒で担ぎ、片手に肥柄杓を持って歩きながら施肥し、最後には担いだまま片足で肥桶の底を

揚げて液肥を柄杓に移してしまう方法まで、いろいろなことを教えて貰った。 

 私は摂津農場から大阪市大の植物園に移ったので、その後、本格的な蔬菜栽培の機会に恵まれなかった

が、植物園で草花、花木、鑑賞木などの育苗・育成にあまりまごつかなかったのは、この時いろいろ教え

てもらったお陰であると感謝している。 

 その頃、四～五歳のわんぱく盛りで竹とんぼやパチンコを飛ばして近所に迷惑をかけていた長男が、ア

メリカ、ニュー・イングランドのフィラデルフィア郊外に家を構えたので定年退官後しばらくは身を寄せ

たが、その時まず裏庭の芝生 40～50 坪程度開墾して、日本から持ち込んだいろいろな蔬菜を蒔いたのも、

摂津農場の経験から、アメリカ東部では 菜なら栽培できるという自信があったからである。残念ながら、

作柄は摂津農場時代の７分作程度にしかできなかったが、それでもテラスに宮重大長大根を干して日本か

ら送ってきた炒った米糠で沢庵漬を作ることができた。アメリカ東海岸で毎日コメの飯に自家製の沢庵を

添えて食べているのは自分たちだけであろうと密かにほくそ笑んでいた。 

 コメの飯といえば、そのころ農場ではおやつに白いコメの握り飯を出してくれた。松井さんというおば

さんが炊いて、清ちゃん・文ちゃんという女の子も握ってくれた。この握り飯の味は、食糧事情の悪かっ

た当時、まさに銀シャリという名の通りで、喉にしみ込むような美味しさで、まだその味が忘れられない。

その後、食糧事情が良くなるにつれて、配給されるコメの味は悪くなり、最近庶民の食べるコメの味は農

場の握り飯の味に比較することもできないような味になってしまったような気がする。ところが、アメリ

カで食ったコメの飯は農場の握り飯に匹敵するぐらい美味かった。カリフォルニア州、国府田農園栽培の

国宝 Rose という品種は、１袋２５ポンド入りが８ドルくらいで手に入って、日本式の米飯に炊くと実に

旨い。寿司米に使っても立派に通用する。アメリカのマーケットには、Porgies, Croakers, Whiting, 

Butterfish, Sea Trout など日本の鯛や比目魚に似た魚がたくさん出ていて、刺身にしても旨いが、この国
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宝Roseで握り寿司や押し寿司、ちらし寿司を作ると日本の一流の寿司屋にも劣らない旨い寿司ができる。

アメリカのコメの味の旨さと日本の流通米の味の悪さとを考えると、日本の農林政策は豊葦原瑞穂国の民

にコメの味の旨さを忘れさせ覚えさせないための政策をとっている気がする。 

 私が農場にいたころ、菜部が当面していた大きな問題の一つは、育苗のための栽培土を毎年どのように

して補給するかという問題であった。創設後、２０年余り経過して、連作の害と思われるものが出始めて

いたが、夏果菜育苗の培養土では問題が一層深刻で、経費も労力も十分でなかった当時かなりの量の無病

の培養土の確保にはさすがの三羽烏も頭を悩ましていたようである。私は問題を論議するだけで終わった

が、私の後任の狩野邦雄氏はこの問題と正面から取り組み村野君と共同で電熱線による培養土消毒を試し

たりしていたようである。彼は後に香川大学農学部に赴任したが、香川の花卉栽培、特にカーネーション

栽培に同じような問題が出ているのを見て、摂津農場で得た知見を基に蒸気による土壌消毒の具体的な方

法を開発して、彼専門の茎頂培養による無病苗の育成と組み合わせてカーネーションの栽培体系を確立し、

香川の花卉園芸に大きな足跡を残した。 

 私は彼が過労のため夭逝した後ごくしばらくの間香川大学農学部の彼の席を埋めるため、彼の功績をこ

の目で見ることができたが、全く不思議な運命のめぐり合わせのような気がする。 

 私がいた頃の農場で忘れられないものの一つに空襲というものがあった。戦後 34 年も経過しているの

で、ほんとうの空襲があるはずもないが、これは当時まだ旧制高校時代の茶目っ気の抜けきらない福田主

事が若さにまかせて陣頭に立ち、農場のパーティの後など二次会、三次会と飲み歩いて、夜半を過ぎてか

ら早く帰った教職員の寝込みを狙って訪問し、酒や茶を所望する風習があって、これを「空襲」と呼んで

いた。被害者の立場になるとまったく迷惑な話で、今の時代の人たちにはあまり通用しそうにないことで、

今なら早速吊るし上げの材料になることかもしれないが、当時は今ほど物事を深刻に考えなかったし、ま

た被害と同じ位かそれ以上に親しくなることができた。 
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第2 章 
ジョモケニヤッタ農工大学・業務報告 

The Operational Report on Jomo Meniyatta University of Agliculture and Engineering 

 

庵原 遜 (Ihara Yuzuru) 

 

ジョモケニヤッタ農工大学設立メンバーと 

 

１．はじめに 

私は任期も終わりに近い昭和 57 年 11 月 8 日、突然ケニア・ナイロビで発病（前立腺肥大によ

る急性閉尿）した。挿入に手術の必要があると診断され、治療のための帰国を許可されて、11 月

12 日現住所に近い大阪府枚方市星ヶ丘厚生年金病院に入院した。その後治療に専念したが、心不

全のため前立腺摘出手術は早急にはできないことが判明し、昭和 58 年 3 月 1 日付で早期帰国の

手続きを申請して許可され、現在自宅で療養中である。 

このナイロビでの発病から帰国、入院、療養に至る間いろいろな手続き、病院の輸送、入院、

公務および家財の整理、輸送などすべてのことについてナイロビのチームの方々、JICA 事務所、

大使館、JICA 本部の係りの方々の暖かい行き届いた配慮を受けた。全く感謝の言葉もない。改

めて厚く御礼を申し上げる。 

 

２．業務一般について 

本プロジェクトそれ自体はケニアの国情に合った立派な事業であると思うが、実際にその業務

に携わってみると、ケニア側の当事者と我々日本人スタッフとの間にどこか歯車の噛み合わない

ところがあるのを常に感じた。日常のことがらで我々の常識が必ずしも彼らの常識でないこと、

例えば時間や約束を守ること、勤勉で正直、誠実であることなどは我々が考えているほど美徳で

はないし、どんな場合にでも計画・準備などを重要視しないという点である。これは異なった国

民・民族の間では常にあることかもしれない。このような考え方の違いの根源は、かなり深く遠

いところにあるし、またそれを我々のものと同化する必要もないとは思うが、このような業務に
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携わる日本人はあらかじめこの考え方の違いを十分理解している必要があるのではないか。私は

初めてこの業務に従事したのであるが、いつもこの考え方の違いを不思議に思い、苛立たしさと

不安感を持つことが多かった。私の個人的な見解では、派遣前の研修の時、民族性の違いを多少

なりとも理解していたなら教育を通して彼らと接するのに有効であったと思う。 

 

３．シラバス・カリキュラムについて 

農学部園芸学科のものは、早川専門家を中心にして日本人スタッフがエジャートン大学のものに

日本的な考え方を加えて原案を作った。 

すなわち、 

① 第一学年では数学・化学・植物学などの基礎学科に重点を置いたこと。 

② 実際栽培のできる指導者の育成を目標として農場実習、特別演習において実験的実習

を重視したこと。 

第二年時になって、ケニア側はこの原案を少し修正して、法制化した。食品加工学科、

農業工学科についても概ね同じ手続きであった。 

 

私は初年度、農場実習、植物分類学および実験、植物生態学、植物生理学を、園芸学科、食品

加工学科の学生に講義し、第二年度は園芸学科の特別演習を担当して園芸植物の繁殖法、主とし

て挿し木、実生の基礎的技術を実験的に実習した。このような実習には、ミスト室は実に有効で

あった。ただ、挿し木床の地温が意外に低かったので、発根の速度は遅かった。電熱温床線の準

備をすべきであった。 

 

４．農場用地の利用について 

144ha の農場用地は年間降雨量 850ｍｍ程度のいわゆる半乾燥地に位置し、地味清薄で一般に

は農耕不適地とされているところである。したがってデモンストレーションファームとしての区

域は最小限度に止め、大部分は(1)樹木、および乾生植物植栽地、(2)半乾燥地農業試験地として利

用するのがよい。 

 

（１）樹木、および乾生植物の植栽 

このような半乾燥地の草原に育つ見込みのある樹木類や乾性植物（例えばアカシア類、ユーホ

ルビア、ベンケイソウ、アロエ、サボテンの仲間などを、国内に自生しているものや外国から導

入したものを蒐集、植栽する。これはサバンナの植生を人為的に樹林に改変しようとするひとつ

の試みであるとともにすべての植物は教育標本であり、学術的な研究材料である。たとえば、乾

性植物には普通の中生植物には見られない特異な生理・生態・形態的特性や特異な成分を持つも

のが多く、しかもその大部分はまだ十分に調査・研究がされていないので、植物学上興味ある研

究材料である。現在はケニアの植物に興味を持つひとはケニア人にも外国人にも少ないし、この

事業は利益をあげることとは縁の遠いしかも長期を要する事業であるから、その意義を理解して

も実行に移すことはかなり困難であろう。しかし、30 年から 5 年後ケニアが文明国になった場合、

必ず有意義なものになることは明らかで、その考え方だけでも理解してほしいものである。 

 

（２） 半乾燥地農業 
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半乾燥地での農業ではまず水を手に入れることを考える。しかし、十分な水を容易に手に入れ

ることが出来る場合はよいが、多くの場合、多額の費用を要するか、不可能である。したがって、

半乾燥地には、そこでの農業、工夫、考案することも大切である。半乾燥地のこの地方には、4

～５月の大雨期（300mm）と 11～12 月の小雨期（200mm）とがあって、年間 850mm 程度の

降雨がある。この二つの雨季の水を有効に農業に利用することは古い時代からそこに住む人たち

が苦労したところであるが、さらに現在の新しい知見と技術で改めて工夫してみる必要がある。

実際、栽培の立場からアプローチを試みるとすれば、次のようなことが考えられる。 

 

① 雨季および雨量の測定記録とその予知方法の発見 

雨季および雨量正確な測定値を長期にわたって積み重ねることの必要性はいうまでもない。ま

たその雨季の始まる時と終わる時をある程度予知することができれば、短い雨季を有効に作物栽

培に利用できる。日本と同じように、現地の古老は自然現象の中にその兆候を認めているようで

あるが、古老の示す兆候と気温、関係湿度、風向、風速などの変化との間に統計的な相関関係を

発見することは不可能であるまい。 

 

  ②作物の種類・品種・系統の選抜と育成 

古い時代からこのような半乾燥地で栽培された主な普通作物は、millet, sorghum, cowpea, 

maize, wheat を中心とする。これらはいずれも要水量（穀物 1g）を生産するのに必要な蒸散量）

の少ないほど、すなわち、少量の水で生育できる種であるが。同じ種のなかに品種・系統によっ

てさらに要水量の少ないものが発見されている。また、生育日数（発芽から収穫までの日数）の

短い作物は、短い雨季の地方でも有利に栽培できるが、同じ種類のなかにさらにより短い系統が

ある。たとえば cowpea には生育日数が普通のものより 21 日も短い系統があるし、発芽から開花

まで十分な水があれば、その後乾燥しても収量にほとんど影響しないというものもある。また、

Sorghum の深根性の系統は地表下 3m に地下水があれば無灌水でも毎日灌水したものと同じ収

量が得られるという。 

 このような乾燥に強い作物を蒐集して、比較栽培してそれぞれの特性を明らかにしていくとと

もに、さらにより有利な系統を選抜育成していく。 

 

③ 土壌の保水力の改善 

 整地法、栽培技術の工夫によって、土の保水力を強力にできることは古くから行われてきた。

すなわち、等高線整地、平畦、低畦、土中への有機物の添加、 mulching、緑肥作物の栽培、休

閑期の設定、防風林、庇陰樹などを地形、土質、作物、労力などを考慮して最も有利な組み合わ

せを開発する。 
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ジョモケニヤッタの学生とともに 

 

 途中病に倒れたために、中途半端な仕事しかできなかった感じが残るが、１年７ヶ月のナイロ

ビでの生活は自分自身には十分楽しい充実したものであった。この場を与えてくださった JICA

に心から御礼を申し上げる。 
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第３章 
庵原遜の想い出 

Memory on Ihara Yuzuru 

 

庵原トシエ (Ihara Toshie) 

いまから６０年ほど前、大阪市立大学理学部から京都大学農学部の部長・並河先生に依頼があり、恩師

並河先生が「庵原ならやるだろう」とその気力・体力・知力・フロンティア精神（西部劇が好きでしたの

で）をかわれて昭和 25 年 5 月、私たち家族は私市の地にやってきました。 

その当時は原生林の山々その中に、滿蒙開拓の日輪兵舎が建てられ、訓練道場の名残があり、狐や狸の

住む原野でした。ここに植物園を創設するにあたり、主人は来る日も来る日も泥にまみれて従業員の方々

とスコップと鍬で山を切り拓き、水路を作り、木々を植えるところから造りました。いつも手拭いを腰に

長靴ばきの姿を見て、まだ幼い長男が真似ていました。原生林の中のこの土地特有のものであるハナキサ

サゲや楠を残して、北は礼文島から南は屋久島まで旅をして、種や苗木を集め、それらを植樹しました。

百年経てばと意気込んでいました。 

 

交野の官舎にて 

 

滿蒙開拓団道場住居 
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 台風が来れば植物園に走り、火事となれば駆けつけて可愛がって育てました。木々は応えて成長しまし

た。その苦労は傍で見ていても涙ぐましいものばかり。盲腸炎から腹膜炎をを起こしたり、腰が痛くなっ

て立てなくなったり、ハチに刺されたりしながら、若い青春の血をこの植物園建設に注ぎました。やっと

形をなすのに 20 有余年かかりました。 

 

 

私市植物園での送別会 

 

私市植物園の現業スタッフ達と野球チームを結成するなどして結束を強めた 

急遽郷里の香川大学の花卉
か き

園芸教室に教授として赴くことになりまして、当初からの地代問題の解決せ

ぬまま立ち去らなければならないのに無念を抱いていました。この間にも樹々は樹齢を重ね立派になりま

した。その姿を見て満足して喜んでいました。平成 19 年 5 月、93 歳にてこの世を去りました。その後、

世の中は経済危機となり、この植物園の運命も危ぶまれることになりましたが、緑を守ることは地球を守

ることになり、民族を守り、そこに住む命を守ることですので、なんとかしてと神に祈るばかりでござい

ます。私市植物園ファンクラブの方々が子供たちにまるごと植物園を残そうとご努力くださって有難うご

ざいます。 
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第４章 

ケニアでの日々 

Days with Ihara Yuzuru in Kenya 

 

庵原トシエ (Ihara Toshie) 

 昭和 56 年 3 月 29 日、国際協力事業団（JICA）から派遣されてケニアのジョモケニヤッタ農工大学創

設プロジェクトに参加するため、成田空港から出発しました。33 時間の道程で、コロンボを経由し、夜に

セーシュル島に到着し、一泊してからナイロビに着きました。4 月 1 日から、ナイロビでの生活が始まり

ました。初めはヘロンコートに泊まり、5 月 10 日にウィストランドのキューナーインステートの丘に建つ、

すばらしい一戸建ての家での生活が始まりました。頂けるお金を現地に還元するようにという JICA のご

指示で、4 人のサーバントを雇いました。ハウスボーイのヒラムと運転手のジョロゲはキクユ族出身で、

シャンバー（庭仕事）のステファンはビクトリア湖畔で生まれ、門番（アスカリ）のサイモンはマサイ族

（サンブール）でした。 

皆少しずつ英語で話すようになりました。サラリーは働きによって違いますので、日本式に袋に入れ、

名前を書いて一人一人丁寧に渡しました。相手もサンキューと笑いました。お金が欲しいといいますので、

日を決め追加に働いてもらってオーバータイム料を差し上げました。みんな裸足で雨が降っても傘もささ

ないので、車に乗せて町へ行きサイズの合ったものを、靴、靴下、傘もネームを入れてプレゼントしたと

ころ、喜びました。腕時計もあげました。みんな若く、目の綺麗な青年でした。とてもよく働いてくれま

した。時間をよく守ること。清潔であること。ダンボールを使ってシャワーの場を作り、石鹸で体をよく

洗ってもらいました。ハウスボーイにはうどんの作り方と汁を、わらびのあく抜き（ケニア山の東側の湿

ったところに出る）魚のフライなどを教えました。大根を作り、モビールのように干して沢庵を漬け、日

本のスタッフに分けました。大豆を炊いて納豆も作りました。日本らしくなりました。美しい雲を眺め、

若い人々と付き合って、別れたくない気持ちで一杯でした。人生に神から贈られた最高のものでした。 

5 月 20 日、主人と私の両名に招待状がきました。この日のために用意した服装で、ジョロゲとサイモン

とともに参列しました。ケニアらしいしきたりで行われました。お勤めを果たすことができました。ジョ

モ大統領、日本の杉山大使が出席されました。主人は自分の専門のもので、ケニアの土壌に合った作物の

実験講義を学生に致しました。感謝状をいただきました。研究員はウィル（男）とグレース（女）でした。 
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ケニアの方々と楽しいとき 

 

 

ケニア高等教育省からの感謝状 
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第5 章 

父と植物園、百年の夢 

My father and Botanic Garden: 100 Year Dream 
 

庵原 悟 (Ihara Satoru) 

１．土方の親方 

「ワレのは土方ヤ！」私の番になったので起立して身についてきた河内弁で答えました。交野小学校の

二年生のホームルームでした。級友の父はみんな農家か会社員ばかりでした。私の父だけが土方でした。

本当かなと思った先生が後日、母に尋ねたようです。夕食を済ませた時、母は真剣でした。私の父は土方

ではないと言います。学者だそうです。それも恩賜の銀時計を貰うことになった立派な学者だそうです。

戦争で銀がなくなってしまったので時計の代わりにお金を貰ったそうです。それを聴いていた父が笑って

言いました。「俺は土方だよ。道をつけて池を掘って木を植えて水を運んで、へとへとだ」。私は安心しま

した。母は不服そうでした。父は横になって鼾をかいて眠ってしまいました。 

 

「土方の親方」 

父は毎朝、汗拭きの手拭を腰にぶら下げて植物園へ行きました。私も毎朝、手拭を腰にぶら下げて学校

へ行きました。学校が済むとランドセルを家に放り投げて植物園へ遊びに行きました。植物園内には大阪

市興亜拓殖訓練道場の日輪兵舎が残っていました。丸い家でした。そこに住む２才年上の友達と一緒に山

を探検したり木に登ったりカブトムシやクワガタムシ、エビガニや鮒を捕まえたり果樹の実を試食したり

栗を拾ったり父の土方現場を見物したり‥、することが沢山ありました。夕方、遊び疲れて腹ペコになっ

て父と一緒に帰って来ました。親子で手拭を腰にぶら下げて‥。 

友達の丸い家には南北に入り口がありました。真ん中に太い柱があり広くて丸い土間が二つの入り口を

繋いでいました。土間側の丸い内壁と丸い外壁の間が部屋でした。東側と西側に一部屋ずつありました。

東側の部屋を半分に仕切って南の入り口に近い方に私の遊び友達と両親の山上さん家族が住んでいました。

内壁の東西二箇所に梯子がありドーナッツ状の屋根裏部屋に土間から登れるようになっていました。丸い

家は二つありました。三つだったかも知れません。山上さんだけが丸い家に住んでいました。 
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ウイキペディアで日輪兵舎を調べてみました。1931 年の満州事変から太平洋戦争で日本軍が日本海及び

黄海の制空権・制海権を失うまでの期間に、政府は各地で移民団を結成して農業研修と軍事訓練を与え、

武装移民団として満州や蒙古に送り出しました。1941 年に太平洋戦争が始まり成人男子は戦争に行ったの

で、成人男子の代わりに 15 才から 18 才ほどの少年を移民として送り出すことになりました。そして日本

各地に訓練道場と日輪兵舎が建てられました。大阪市興亜拓殖訓練道場は 1941 年に設立されました。丸

い家には満州や蒙古に送り出される少年が何十人も一緒に起居していたのです。 

約 30 万人の満州開拓移民はソ連の参戦でほとんどが国境地帯に取り残され日本に帰国できたのは約 11

万人でした。丸い家に起居した少年の多くは帰ってこなかったのです。 

日本は 1945 年 8 月 14 日にポツダム宣言を受諾、9 月 2 日に降伏文書に調印して無条件降伏しました。

その直後に大阪市興亜拓殖訓練道場は大阪市立農事練習所となりますが、その活動記録は見つかりません。

興亜拓殖訓練道場で働いていた人達の大阪市の職員としての地位を維持する為に名前だけ変えたものと思

われます。 

私の父方の祖母と叔母は父が三才の時に病死しました。祖父は職業軍人でした。退役後、香川県丹生村

の村長をしていました。教育家の祖父は、二人の伯父と三人の伯母を士官学校と女高師に学ばせましたが

軍人になりたくない父を勘当してしまいました。17 才になったばかりでした。父は授業料免除で生活費を

支給してくれる台中師範に入学し翌年卒業して台湾の南端、恒春の小学校の先生になりました。お金を少

し貯めてから退職して次は東京農業専門学校に入学、卒業後、新潟の高校教員養成所で教え再度貯金した

後、京都帝国大学の農学部に入学しました。遠回りをしたので大学を卒業した時、父は３２才でした。自

力で大学を立派に卒業したと知った祖父が苦労させてしまって申し訳なかったと謝ったそうです。戦争に

行った伯父は帰って来ませんでした。 

父は並河功教授のもとで蔬菜園芸を学び卒業後、助手になって高槻にある京都大学農学部附属農場で暫

く働きました。食糧難の終戦直後だったので心強いことでした。1950 年に大阪市立農事練習所が大阪市立

大学に移管され植物園が創設されることになり父は大阪市立大学の講師になって私市へ移ってきました。

人選を依頼された並河先生の推薦でした。果樹や蔬菜育てへの父の情熱と土方根性が買われたのでしょう。

メタセコイアを化石に発見し命名した三木茂教授が園長、サボテンが専門の玉利幸次郎さんが次長、父が

土方の親方になりました。 

植物園を創設することになって、まず最初に創設資金をどのように使うかを決めなくてはなりませんで

した。父は敷地を買い上げてしまうべきだと主張しました。玉利さんは温室を建てないと植物園にならな

いと頑張りました。創設に何が必要かを決めてから創設資金の額を決めるべきなのに最初から額が決まっ

ていました。敷地の買い上げと温室の建設のどちらか一方になら十分な額でしたが両方には不十分な額で

した。間に挟まった三木先生は酷な二者択一を迫られました。でも容易な選択でした。三木先生から見て

玉利さんは一才年上ですし父は 13 才年下ですから年齢的には玉利さんに重みがありますし、温室がなけ

れば玉利さんにはすることがありません。よって敷地は借地のままで温室を建てることになりました。 

三木先生は学級肌の先生でした。玉利さんは温室にこもってサボテンに専心されました。父は幸運でし

た。植物園創設の機会は滅多にありません。滅多に無い大仕事を実質的には父が一手に引き受けることに

なりました。 

父は頻繁に京都大学の農学部を訪れていました。恩師の並河先生、花卉が専門の塚本洋太郎教授、果樹

の小林章教授と会合して、何を成し遂げたかを報告し次の作業の具体案を相談していました。この三教授

の植物園創設への貢献は大きいです。塚本先生は父の二才年上で小林先生は四才年上でした。この二人の

先生は度々植物園を訪れていました。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/1931%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E5%B9%B3%E6%B4%8B%E6%88%A6%E4%BA%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%BB%84%E6%B5%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%B6%E7%A9%BA%E6%A8%A9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BB%8D%E4%BA%8B
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26 ヘクタールの植物園には尾根が四つと谷が三つあります。楽しい地形です。日輪兵舎は一番東側の一

ノ谷にありました。この谷の入り口に大きくて立派な屋敷がありました。そこに玉利さんの家族が住んで

いました。その近くに独身寮が一棟ありました。一ノ谷をどんどん登って行くと植物園の境界近くで谷が

二股になり新しい尾根が始まります。丸い家に住む友達と二人で植物園の境界を越えてこの尾根をどんど

ん登って行きました。ある夏の日の探検です。かなり急峻で登るにつれて尾根が痩せてきて歩き難くなり

ます。登りつめて少し下って又何度か少しずつ登ったり下ったりして星田の妙見山に着きました。寺があ

りました。尾根と尾根の繋がりが複雑で少し間違うと迷います。帰りが大変でした。迷ってしまって行っ

たり来たりしました。腹ペコで喉が渇いて脚が草臥れて、もう駄目かと思いましたが植物園の西側の妙見

坂の方に何とか出て来られました。人の住まない寂しいところでした。どっぷり暮れて暗くなっていたの

でとても心細いでした。妙見坂を植物園の境界に沿ってどんどん降りて行くと天の川の橋があり、その橋

を渡るとすぐに植物園の官舎がありました。丸い家の友達は天の川の橋を渡る前に別れて、天の川と平行

に植物園を横切って一ノ谷の丸い家に帰って行きました。 

ある日突然、大きな音のする進駐軍のジープが走ってきました。友達と一緒に追いかけました。追いつ

けませんでしたが黒い排気の煙を見ることが出来ました。二人で停まって息を切らせながら「大きい音だ

なあ、いい臭いだなあ、すごいなあ！」と言いました。“いい”臭いはすぐに消えてしまいました。私市は、

自動車も滅多に来ない辺鄙なところでした。店もなく学校も病院もなく必要なものがあれば京阪電車で枚

方まで出なくてはなりませんでした。自然は豊かでしたが、とても不便なところでした。隣接の森地区を

含めても 100 軒足らずの小さな村でした。立派な門構えの屋敷があちこちに在りました。小さな村なのに

天田神社、境内摂社の川東神社、若宮神社、松宝寺、西念寺、獅子窟寺、実相院、大師堂など神社とお寺

が沢山あります。こじんまりした家も幾つか在りましたが、官舎のような家は他にありませんでした。 

官舎は天の川の運んだ砂で出来た幅の広い帯状の丘の上に四棟ありました。鏡面対称の官舎が二軒、壁

を共有し一棟に二家族住めるようになっていました。六畳が二室、四畳半が一室でした。東南の角の官舎

に私の家族は入りました。角だったのと河岸丘の東斜面の部分も庭の一部だったので一番庭の広い官舎で

した。 

庭の斜面の真ん中に大きな柿の木がありました。てっぺんが風で折れたのでしょう、三本の枝が競って

上向きに伸びていました。枝を一本抱くようにして座るとやや窮屈でしたが心地よく座れました。いい景

色でした。東には眼下に水田、その向こうに、磐船街道沿いの私市の村落、そして京阪交野線、天田神社

の鳥居、獅子窟寺と交野の山並が見えました。そして南には植物園が見えました。柿の木の上で夕日を見

ながら眠ってしまったことがあります。夜８時頃、おなかが空いて眼が覚めました。降りて来たら、どこ

に行ってしまったんだろうと心配していた父母が大変喜びました。 

私の家族が引っ越してきた時、東南の角の官舎だけが空いていました。他の官舎に住む家族は昔からそ

こに住んでいたようでした。みんな興亜拓殖訓練道場の人だったのだと私は思います。山上さんの家族は

私の家族が住めるように東南の角の官舎から丸い家に引っ越して行ってくれたのだと思います。大阪市の

中なら配置転換も出来たのでしょうが私市は大阪市から遠過ぎて大阪市立大学の附属にするほかには名案

がなかったのだと思います。三木先生は既に大阪市立大学の教授でしたから、失業対策を兼ねた植物園の

創設に大阪市は父だけを新しく雇ったのだと思います。黒い煙のジープは日輪兵舎を見分けに来たのかも

知れません。 

京都大学での会合で勧められたのでしょう。私市に引っ越して来た年に、父はインドネシア、フィリピ

ン、台湾、香港へ出張して、植物園や公園を見て歩きました。修学院離宮や桂離宮へも行きました、植物

園の構成の可能性を探っていたのだと思います。そして大学の植物園はどうあるべきかを考えていたので

しょう。修学院離宮の借景を愛でていました。後年、私も修学院離宮を見学してみて父はきっと上離宮の



20 
 

隣雲亭から浴龍池越しに見た遠くの山の景色が気に入ったのだと思いました。 

父は興亜拓殖訓練道場から（農事練習所経由で）受け継いだ牛や豚や鶏等の家畜の堆肥を苗床に使い、

営林署の許可を貰って国有林で採集してきた実生の幼木を苗床で育て、数人の現業員の若い人達と一緒に

道をつけ池を掘り木を植えて水を遣っていました。天秤棒で水桶を運びました。毎年、何千本もの木を植

えました。全て手作業でした。父の土方仕事は 10 年以上続きました。毎日へとへとになって帰ってきて

夕食を食べ終えると直ちに食卓の傍で横になって鼾をかいて眠ってしまいました。 

苗木待ちで使っていない苗床で父は西瓜、砂糖苺、白菜、キャベツ、大根、さつま芋、ブロッコリー、

子持甘藍、アスパラガス等、色んな種類の野菜を大量に育てました。立派に育った野菜を次々に収穫して

いました。興亜拓殖訓練道場から受け継いだ柿や桃や葡萄などの果樹も剪定して肥料を施してたわわに実

らせていました。果物は午後の土方仕事の休息時に食べました。温室の人も家畜の世話をする人も花畑の

人も、そして丸い家に住む友達と私も一緒になって食べました。野菜と余った果物は家族に配分しました。

父は餅つきパーティをしたり野球のチームを作ったり卓球のトーナメントを始めたりしました。大家族の

ようでした。 

父と若い人二人が大台ケ原の大杉谷へ植物採集に行った時には台風が来て大雨が降り予定日になっても

帰って来ませんでした。植物園に残った人達が心配して捜索願いを出しましたが行方が判りません。数日

後に営林署から無事だと知らせてきました。みんなで大喜びしました。 

父は口癖のように「１００年すれば、いい植物園になるぞ！」と言っていました。自分に言い聞かせて

いるようでした。父と一緒に働く人のほとんどが朗らかに、そして精一杯働いているように見えましたか

ら、１００年先の同じ夢が浸透していたのかも知れません。１００年先を思いたくない人もいたようでし

た。丸い家から元気良く出て行ったまま帰ってこなかった少年たちを想っていたのかも知れません。その

人たちは興亜拓殖訓練道場の要人だったのかも知れません。 

父は野菜の苗を私市の農家にも配って、その育て方を教えていました。稲と麦だけでなく野菜も育てる

農家が少しずつ増えました。暫くして農協と一緒になって白菜の品評会をしました。父の出品した白菜は

一番大きくて美味しそうでしたが入選しませんでした。農家の人の作った小さくて美味しそうな白菜が賞

を取りました。お化け白菜は売りにくいとのことでした。賞が取れなくても父は満足そうでした。 

同じ頃、私市の苺狩りと芋掘りが始まりました。京阪電車が大々的に宣伝してくれたお蔭で苺狩りと芋

掘りは盛況で私市の農家が順調に豊かになりました。植物園内の山地の部分は入り合い山ですし、農地は

多数の農家が少しずつ所有していました。父は地主さん達との関係を良くしておきたかったのだと思いま

す。 

小学校一年生のクリスマスに父が金槌と釘抜きを買ってくれました。その金槌であちこちに釘を打ち込

みました。釘がなくなると打ち込んだ釘を釘抜きで引き抜いて又打ち込みました。縁側なぞ大変歩きにく

くなりました。時々父が私の金槌と釘抜きを借りて使いました。家には私の金槌と釘抜しかありませんで

した。二年生のクリスマスにはシャベルを買ってくれました。大人用の立派なシャベルでした。そのシャ

ベルで庭に大きな穴を掘りました。這い上がれなくなるほどに深く掘ってシャベルを梯子にして出てきま

した。そしてバケツに入れた砂を縄で引き上げました。穴の上に木の枝を被せて天井付の部屋にしました。

その上に筵を敷けば真っ暗な牢獄です。筵の上に砂をうっすら被せて落ち葉を散りばめれば落とし穴‥。

家の周りに沢山落とし穴を作りました。時々父が私のシャベルを借りて使いました。家には私のシャベル

しかありませんでした。 

四年生の時にはハンダゴテを買ってくれました。そして壊れた古いラジオを二台貰ってきてくれました。

大阪市立大学で物理を教えていた篠崎先生が私の家に来て半田付けの仕方と古いラジオの分解の仕方を教

えてくれました。回路図の見方も習いました。篠崎先生に選んで貰ったテスターも買ってくれました。篠
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崎先生が又来てテスターの使い方とオームの法則を教えてくれました。最初にインターホンを作りました。

古い部品ですから壊れているかも知れません。テスターで壊れていないことを確認してから回路に組み込

みます。電源部を最初に組み立て、その動作を確認してから、パワー増幅部を組み立て、その動作を確認

‥、秩序正しく組み立てないと成功しません。出来上がって動作しないと、どの部品が壊れているのか、

何処で繋ぎ間違いをしたのか、さっぱり判らなくなります。分解と組み立てを何度か繰り返して最後に成

功した時の喜びは格別でした。成功したら分解して次の作品に挑みました。ハンダゴテとテスターは私だ

けが使いました。父は借りに来ませんでした。家には私のハンダゴテとテスターしかありませんでしたが

‥。この頃から私は腰に手拭をぶら下げなくなりました。 

私の従兄の大塚文三が京都に住んでいました。京都大学の数学科のクラスメートと結婚してどちらも京

都大学で数学を教えていました。よく遊びに行きましたし二人もよく私市へ来ました。家族旅行も一緒に

しました。毎夏、小豆島の旅館に数泊して海水浴をしました。色んなパズルを解かせてくれましたし、整

数の逆数の特徴や円周率の近似分数も教えてくれました。数が好きになりました。 

父は、植物よりも、もっと勝負の早い分野が気の短い私には適していると思ったのでしょう。篠崎先生

と大塚文三の助けを借りて私が他の分野を垣間見ることができるよう図ったのです。 

植物園の講堂の東側に生えていた松の木に登って木のてっぺんの巣から烏の子をさらってきました。最

初に登った時には未だ卵でした。いい景色でした。遠く天王山、山崎方面の山並から、私部や私市の村落、

京阪交野線、天田神社の鳥居や、獅子窟寺と交野の山並が見えました。何度も登っていい景色を楽しみま

した。そして少し大きくなったのを確かめてから二匹さらってきました。餌をやって暫く育てました。 

枚方に住んでいた親戚の小川房人と同居していることにして父は私を枚方の中学に越境入学させました。

小川房人も京都大学農学部を卒業して大阪市立大学で自然林の研究をしていました。人手によらず自然に

成立した林を自然林と言います。小川房人の処へ時々遊びに行きました。山登りの話や調査旅行の話をし

てくれました。私も何時か遠くへ旅行してみたいと思うようになりました。 

二ノ谷の中ほどは広くなっていました。そこを平らにして野球場を造りました。手押しのトロッコとレ

ールを借りてきて山側を削って低いところを埋め立てました。シャベルで土を抛りこんでトロッコを満杯

にしてから低いところまでころがして目的地点に着くとトロッコを転覆させて積み荷の土を降ろしていま

した。父は野球場が半分ほど平らになった頃に腰が痛くなり動けなくなりました。トロッコを転覆させる

時に力を入れ過ぎたようです。暫く家で静養しなくてはなりませんでした。父が静養している間にも野球

場造りは続きました。強くて長い丸太を梃子にしてトロッコを転覆させるように工夫したそうです。動け

るようになった時には野球場がほぼ出来上がっていたので父は甚く感謝していました。 

野球場が出来上がって練習が始まりました。ユニフォーム無しの野球部でした。みんな作業靴のままで

したし腰から手拭をぶら下げていました。そして日曜日に時々大学職員の野球チームと試合をしていまし

た。ユニフォームを着た手拭無しの恰好の良いチームでした。両チームの家族が応援しました。父はピッ

チャーで四番打者でした。篠崎先生が相手チームの世話役で一塁手でした。父のチームは相手チームのカ

ーブボールが打てなくて負けてばかりでしたが、それでも楽しそうでした。いつも果物と野菜をお土産に

勝者は大阪市内へ帰って行きました。 

一番西の尾根の先の最後の盛り上がりを桜山と呼びます。その近くの山桜が皮剥ぎ泥棒の被害に遭いま

した。こけし人形の材料にでもするのでしょう、太い幹の皮をぐるりと剥いで盗んで行きます。裸になっ

た山桜は枯れてしまいます。村の駐在所と相談しましたが策がありません。そこで暫く主力は三ノ谷で働

いて一人だけ桜山の西側でひっそりと草抜きをすることにしました。斥候です。二日後に斥候が自転車で

三ノ谷へ走ってきました。みんな斥候の自転車の後に付いて桜山に向かって走りました。妙見坂の方に逃

げると思ったのでしょう。父は手ごろの長い棒を手に握って尾根に走って登りました。尾根から鳥瞰する



22 
 

つもりだったのです。みんなが走って来るのに気付いた皮剥ぎ泥棒は妙見坂の方へは逃げないで尾根に駆

け登って来ました。そして父の前に飛び出しました。山鎌を振り上げる皮剥ぎ泥棒と眼に構える父が見え

たそうです。剣道四段の父は素早く攻撃しました。皮剥ぎ泥棒の胴を突きました。胴を突かれた皮剥ぎ泥

棒は尾根の西側、みんなの見上げている側に転がり落ちました。父は反動で尾根の東に落ちました。皮剥

ぎ泥棒は急いで起き上がって脱兎のごとく尾根を駆け登って消えてしまいました。泥棒さんは山で迷って

なかなか出て来られなかったと思います。それ以後、皮剥ぎ泥棒は来なくなりました。山鎌で首をちょん

切られなくて良かったです。 

二ノ谷と三ノ谷の間の尾根の先端部には興亜拓殖訓練道場から受け継いだ講堂と事務所がありました。

尾根を少し削って造った高台にありました。高台の下に広い道が付いていました。講堂の前には広い石段

があり事務所の前にも木組みの土階段があって広い道に降りられるようになっていました。この広い道を

少し北西に下ると三ノ谷、南東に行くと二ノ谷でした。この道の北東側には尾根の続きの小山が残ってい

て雑木がうっそうと生えていました。松の木も多数ありました。トロッコで山は運べないと判ったのでし

ょう。父は大学の事務局に行って助けを求めました。事務長さんが同情してブルドーザーを雇ってくれま

した。ブルドーザーの勝負は早かったです。二週間ほどで高台下に大きな広場が出来上がり二段目の高台

になりました。そして上段の高台からの展望が開けました。遠く天王山、山崎方面の山並から、私部や私

市の村落、京阪交野線に加えて、それまで見えなかった天田神社の鳥居や獅子窟寺と交野の山並が見える

ようになりました。私が烏の巣から見た景色です。そして、これが父の求めていた借景だと思います。 

今は講堂も事務所も日輪兵舎も玉利さんの屋敷も独身寮も無くなり、すっきりしています。野球場にも

木が植わりました。家畜も居なくなりましたし野菜畑や果樹園もいつの間にか無くなりました。 

私が中学を終える頃、父は天田神社の南隣に 300 坪ほどの土地を買って家を建てて引っ越しました。宅

地ブームは未だ始まっていませんでした。周りに家がなく獅子窟寺の山すその斜面で見晴らしの良いとこ

ろでした。庭から植物園が遠望できましたし、それまで住んでいた官舎の向こうに大阪城と大阪湾が幽か

に見えました。庭には色んな野菜と果樹を植えました。胡瓜、茄子、南瓜、大根、牛蒡などみんなよく育

ちました。アーティチョークもよく育ちアザミのような花を咲かせました。大きい花でした。どこを食べ

るのだろうと言っている内に、もうお終いのような気配がしてきたので父があわてて調べてみると蕾を食

べるのだと判りました。もうお終いでした。オクラやセロリ、フェネル、うど等、枚方の八百屋には出回

っていない野菜も育てて美味しく食べました。 

平種無し柿や、栗、桃、梅、杏子、キウィ、花梨、山椒、柚子、蜜柑、枇杷なども植えました。みんな

良く育ちました。杏子にも花が咲き実が成りました。酸っぱい実だったので収穫しないでいると地面に落

ちている杏子が欲しいと言う人がいました。どうぞと言うと腐っていない実を数個選んで拾って行きまし

た。たいそう嬉しそうだったので一つ拾って洗って食べてみると、とても美味しいでした。それからは杏

子の木の下に網を張って、その上に落ちた実を収穫するようにしました。メタセコイアも数本植えました。 

すぐに宅地ブームが始まりました。そして土地の値段がどんどん上がり植物園の借地料も上がりました。

どんどん家が建ちました。今は私市駅の山側にも天田神社の近くにも妙見坂の周りにも京阪交野線や国鉄

片町線（今の JR学園都市線）の沿線にも家がひしめき合うように建っています。 

私は大阪城の前にある大手前高校に越境入学しました。その年の暮れ頃に父は大学の事務局へ行き次年

度の為の予算交渉をしました。交渉中に新入の事務員が借地料が大変なので植物園なんか無くした方が良

いと言ったそうです。その人は予算がふくまらないように交渉の先手を打っただけなのかも知れません。

でも父は怒鳴ったそうです。「植物園を作ってくれと頼むから、俺は死に物狂いで木を植えてきたんだぞ！

植物園を無くすんなら、俺の青春 10年分返してくれ！」新入の事務員だけでなく事務室にいた全ての人が、

おどおどしたことでしょう。私は怒鳴られたことがあるのでよく判ります。事務長の人が飛び出してきて
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父を自分の部屋に連れて行き平謝りに謝ったそうです。家に帰って来てからも怒っていました。そして「あ

の時、温室なんか後にして土地を買っておけば良かったのに‥。」と悔やんでいました。今でも父の悲痛な

叫びが聞こえてくるような気がします。 

まだ１００年経ちませんが木が大きくなって良くなってきました。特にメタセコイアとヌマスギの木立

はすばらしいです。カーブした坂道を登ってゆくと右側にメタセコイアの木立が、そして左側にヌマスギ

の木立があります。芽吹きや紅葉の頃はとびきり美しいです。登り詰めると左に野球場だった二ノ谷の広

場、右前方に広い石段があります。石段の上の高台に着いて振り返るとメタセコイアとヌマスギの木立の

全姿を愛でる事ができます。借景も楽しめます。これが私市植物園の目玉だと思います。初代園長の三木

先生はヌマスギに似て非なる植物遺体を発見してメタセコイアと命名しました。この目玉は三木先生の業

績を称えています。大学の植物園の目玉としては最高だと思います。 

案の定、私は電気屋になりました。京都大学の電気工学科に入学して学部と修士を終え博士課程を６ヶ

月で休学してハーバード大学に遊学しました。応用数学で学位を取りました。２８才でした。私が遠回り

しなかったことを父は嬉しく思っていたようです。GE（ジェネラル・エレクトリック）に入社して電力機

器の開発研究や電力系統の動乱の研究をするようになりました。植物よりも、もっと勝負の早い分野です。 

 

２．緑枝接ぎ 

父の土方仕事は私が大学に入学した頃に終わりました。そして塚本先生の指導の下で父はツバキやカエ

デの緑枝接ぎの研究を始めました。接ぎ木では穂木と台木の形成層を密着させて癒合させ台木から穂木へ

樹液が流れるようにします。樹皮と木質部の境目にある組織が形成層で樹木の生長を司ります。穂木の増

殖や雑種の育成が接ぎ木の目的です。ツバキやカエデは接ぎ木が難しいですが新梢を穂木とする緑枝接ぎ

だと上手くゆきます。父はヨウ素のアイソトープの使い方を篠崎先生に教わって緑枝接ぎの台木から穂木

への樹液の流れをトレースしていました。台木の生育が旺盛だと樹液が豊富に流れ出ようとします。台木

の方に葉が多いと樹液は穂木へ行かないで葉の方へ行ってしまいますから台木の葉を減した方が上手くゆ

きます。穂木の芽がしっかりしていると穂木は樹液をより強く吸い上げます。形成層を密着させるために

は、よく切れるナイフを使わなくてはなりませんし切り口を乾燥させてはなりません。台木も新梢にして

太さをほぼ同じにすれば密着させるのが楽になりますし乾燥も防ぎ易くなります。 

私が修士課程を修了した年に父は農学博士になりました。５５才でした。その一年後に助教授になり、

その三年後に私市植物園を去って香川大学農学部の教授になりました。生まれ故郷で教えることになり嬉

しそうでした。その一年後に小川房人が植物園の園長になりました。 

私はハーバード大学で応用数学を学びました。一年目は言葉が判らず大変でした。日本人に会わないで

英語だけの生活をして英語に馴染もうとしました。良い成績を取らないと追い出されるかと思い必死に勉

強しました。でも又とない機会なので、山登り、スキー、魚釣り、水泳、遠出のドライブ等、誘われれば

何でも喜んで経験しました。講義は聴くだけが精一杯でノートが取れません。でもクラスメートがノート

を貸して呉れました。受講生数人の小さなクラスの講義ばかりでした。全ての受講生のノートを基に自分

のノートを作りました。そして宿題問題を解いて、そのコピーをノート借用のお礼としました。学期が終

わった時、私のノートが良く書けていることに気付いた教授がコピーして次年度の講義に使ってくれまし

た。その教授の期末試験は問題ただ一つの試験でした。取っ付き方が判りません。30分ほどしたら教授が

部屋を出て行ってしまいました。試験監督がいないのをこれ幸いとばかりにみんなでひっそり討論しまし

た。それぞれが他人のアイディアを真似てみましたが駄目でした。試験時間の終わる頃に戻って来た教授

は、みんな揃って駄目なことを知って、翌朝、試験の続きをすると決めました。翌朝、教授も交えて解こ

うとしましたが駄目でした。みんなヘトヘトになりましたが駄目でした。「残念。又来年！」と教授は言い
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ました。 

二年目は様子が判って楽になりました。日本人の友達も出来ましたし大学の奨学金も貰えることになり

ました。テニスコートで片山利弘先生に会いました。テニスの後、テニス仲間一同先生の家で夕食をご馳

走になりました。片山先生も私市に住んだことがあると判り驚きました。話が弾みました。旧磐船街道と

星田街道の交差点の角にある大きな屋敷の離れに戦争中疎開されていたそうです。植物園の官舎のすぐ傍

です。疎開した頃、高校生だったので高校中退です。それでもハーバード大学の教授になられました。凄

いです。日本を飛び出して実力で勝負されました。日本流に歯を食い縛って学び続けた父とは対照的です。

テニスコートでは廣中平祐先生にも会いました。代数幾何学を専門とされ特異点の解消の研究でフィール

ズ賞を受賞された先生です。ボストン交響楽団でバイオリンを弾く水野郁子さんとも友達になりました。 

父が香川大学に移って高松に仮住まいするようになった年に私は理学博士になりました。京都大学から

大学に戻りたければ助手にして下さり京都大学の学位を取れば助教授にして下さるとの知らせが届きまし

た。次の段階に入りたいのに、もう一度、博士課程をやり直さなくてはなりません。少しがっかりしまし

た。 

GE が雇用インタビューをボストンのシェラトンホテルでしました。私も応募して面接に行きました。

面接室に入って直ぐに車を自分で修理するかと尋ねられました。爪の間の油に気付いたそうです。前日ポ

ンコツ車のスターターを自分で取り替えた時に付いた油です。念入りに洗ったのですが少し残っていまし

た。お陰で車の修理の話ばかりして面接は終わってしまいました。私が何を学んだかは尋ねてくれません

でした。残念でした。でも驚いたことに翌朝早々に電話で採用を知らせてくれました。文書でも通知して

くれるとのことでした。油の汚れが気に入ったそうです。面接の前日に車がこわれて幸運でした。 

 

３．見物旅行 

私はフィラデルフィアの郊外に住むようになりました。そして結婚しました。父と母が結婚式に来てく

れました。式の後、父と母はワシントン DC にある国立樹木園を訪れました。ユニオン・ステーションか

ら数キロのところにあります。車で 10分ほどの所です。電車やバスでも行けます。園長さんに会って、国

立樹木園の創設目的や機能の説明を聴きました。国立樹木園は農務省農業研究サービス局の研究・教育施

設として１９２７年に創設されました。園内には農業研究に役立つ本や学術雑誌類を集めた図書館もあり

ます。敷地は１８０ヘクタールと広く全長 15キロの舗装された遊歩道があります。職員数、ボランティア

の総数、創設費用、年間予算、収集樹木数、全てが大規模です。父は驚いていました。 

翌年、父はヨーロッパに旅行してオランダや、西ドイツ、スイス、フランス、イギリスを訪問し、植物

園や公園や宮殿の庭を見物しました。キューガーデンがとても良かったようです。後日、私も行きました。

何度も行きました。キューガーデンはロンドンの町の南西 16キロに位置する王立植物園です。テニスのウ

ィンブルドンやヒースロー空港に近いです。キューガーデンの歴史は 1759 年に始まります。古いです。イ

ギリス植民地の各王立植物園との情報交換、有用植物の品種改良、各品種の大量生産地の選択とその移植

を指揮した権威ある植物園です。ロンドン地下鉄ディストリクト線のサウス・ケンジントン駅からだと２

０分で乗り換えなしでキューガーデンズ駅に着きます。駅から歩いて５分でヴィクトリア門に着きます。

蛇行するテムズ川に三方を囲まれた敷地は 120ヘクタールと広いです。立派な温室が在りますし、いろん

な種類の大きな木が伸び伸びと育っています。林冠の中空に足場が作ってありました。地上１８メートル

の手摺り付き遊歩道です。烏の巣からの景色が楽しめます。 

パリ植物園はセーヌ川の南岸にあります。ルーヴル美術館園からノートルダム大聖堂に向けて引いた直

線の延長線上にあります。北岸にあるルーヴル美術館園とパリ植物園の中点あたりが中州にあるノートル

ダム大聖堂です。パリ植物園内の建物の豪華さや幾何学的対称美と円と直線の構成が醸し出す趣はヴェル
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サイユ宮殿やロンドンのハンプトン・コート、ウィーンのシェーンブルン宮殿の庭の趣に似ています。日

本古来の美とは異なります。敷地面積は 24ヘクタール弱で私市植物園とほぼ同じです。父は異なる美を楽

しんだようです。 

私の働いている部門と日本のメーカーが技術提携をすることになり、その交渉の通訳になりました。材

料や製造過程など私の知らない分野の用語が判らなくて、しどろもどろの通訳でしたが、社内の何処で何

がなされているかが良く判って私にとっては、とてもありがたい勉強になりました。ほぼ一週間の交渉が

終わって最後の晩餐になりました。ロブスター・ディナーです。ビールを飲みながら好物のロブスターを

前にして通訳は一時停止してロブスターに専心しました。コネチカット州のフェアフィールドにある GE

本社からやって来た部門担当の副社長が最後の晩餐のホストでした。私にとって副社長は雲上の人です。

その副社長がジョークを言い始めました。途切れ無しのスピーチなので私は割り込めませんでしたし落ち

は聞き損ないました。GE 側はゲラゲラと笑いました。そして、みんなが私の通訳を待っています。絶体

絶命です。しかたがないので、「笑って下さい」と頼みました。日本の方々、私の窮地を理解して下さった

のでしょう。「アハッハ」と大声で笑って下さいました。窮地脱出と思いきや、雲上の人が、どうしてそん

なに短く翻訳できるのかと質問、こわごわ、ありのままを知らせたら、みんな揃ってもう一度大笑いしま

した。 

その後２ヶ月ほどして雲上の人の秘書から電話がありました。フェアフィールドに会いに来いとのこと

でした。指定の日に会いに行きました。本社ビルは新しくて立派な建物でした。地下に車庫があり車庫か

らの巾の広い回廊の壁に絵が幾つか掛かっていました。４階にガラス張りの食堂があり外周りがジョギン

グコースになっていました。最上階の広間の真ん中あたりに雲上の人の秘書の机がぽつりとありました。

社長室や副社長室のドアは全てこの広間に向かって開いていました。雲上の人達はみんな下界に降りて働

いているようでした。主の居ない部屋ばかりでした。少し早めに着いたので秘書と無駄話をしていました

が、ついでに空の社長室の椅子に座って良いか訪ねてみました。秘書は笑って許可してくれました。大き

な机に大きな椅子です。よじ登って座ると足が床に着きません。社長になるには脚が長くなくてはなりま

せん。窓が大きく、いい景色でした。森の向こうに湖が見えて、その向こうに又森が見えました。社長の

椅子から降りてくると秘書がその椅子が私のものになる日を待ってるよと言ってくれました。優しくてい

い人だなと思いました。エレベーターのドアが開いて雲上の人が広間に現れました。その人の部屋に行っ

て話を聴きました。日本に合弁会社を作るそうです。私を訓練してその会社に送り込んでくれるとのこと

でした。日本に行きたいかどうかを２日後に電話して知らせてくれとのことでした。 

言われた通り２日後に日本の友達に裏切り者と思われたくないので行きたくないと電話しました。そし

て私を候補に選んでくれたことを感謝しました。納得して貰えました。知らせが来たのでしょう、上役と

上役の上役とその上役が私が蒸発しないと知って喜んでくれました。アメリカでは権力と金と何とかが大

変重要です。私には他にも重要な事があるのに３人の上役は驚いていたようです。 

私はフィラデルフィア空港の近くにあった電力試験所で働いていました。そこには 10万アンペアまでの

大電流を数秒間出力することの出来る発電機と 300万ボルトまでの高電圧を瞬間的に出力することの出来

る装置がありました。二つの装置を使って開発中の電力機器に衝撃を与え破壊するのが私の仕事でした。

設計強度を越さない衝撃でも与え方を工夫すれば電力機器を壊すことが出来ます。そして改良すべきとこ

ろが見つかります。壊せ無い場合には必死になって衝撃の与え方を工夫します。設計者と私の知恵比べで

す。 

父は６５才になって香川大学を定年退職しました。６年間教えたことになります。その春、私の息子が

生まれたので父と母は私の所に来ました。そして一年間ほど一緒に暮らしました。フィラデルフィア郊外

のウォーリングフォードに買った赤レンガ造りの二階建ての家に住んでいました。来てすぐ庭に野菜畑を
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作ってくれました。トマトや胡瓜や茄子を沢山収穫しました。美味しいでした。タイラー樹木園が近くに

あったので孫を乳母車に乗せて散策していました。週末には、お弁当持参でロングウッド・ガーデンに行

きました。家の西方 30キロ、車で 30分ほどのところでした。遠出してボストンにあるアーノルド樹木園

にも行きました。 

タイラー樹木園は 1681 年から 1944年までの 260 年間以上ぺインター家の農場でした。1825 年からペイ

ンター家の二人の兄弟が組織的な植樹を始めました。一千種以上の木や潅木を植えて農場の中に樹木園を

造りました。ペインター家の末裔のタイラー夫人が先立った夫の追悼記念に土地全てを非営利団体のタイ

ラー樹木園にするよう遺言しました。園内にはレバノン杉の大木や、銀杏、サトウカエデ、アカカエデ、

ホワイトオーク、アメリカハナノキ等の大木があります。針葉樹園もあります。父は立派なユリノキの林

や樫の木の林に感心していました。クラブアップル、マグノリア、ツツジ、石楠花、アザレア、ライラッ

クなどの花木も多数植わっています。そして 180 ヘクタールの未耕作地があって、その中に全長 32キロの

散歩道があります。父は広さを羨ましく思っていました。俺なら‥と夢想していたかも知れません。 

ロングウッド・ガーデンは元はパース家の農場でした。1798 年に双子の兄弟が木を植えてパース・パー

クを造り始めました。公開しました。1850 年には立派な樹木園になっていましたが、1906 年に木を切っ

て材木にして売ることになりました。それを知ったピエール・Ｓ・デュポン氏が農場すべてをパース家か

ら買い取り私邸としました。樹木園を存続させ、噴水や花壇、巨大な温室、巨大なパイプ・オルガンを追

加しました。温室でもパイプ・オルガンの演奏が聴けるようにしました。そして週に何日か公開しました。

遺言でロングウッド基金を設立してロングウッド・ガーデンがいつまでも存続し、管理、改良、毎日の公

開ができるようにしました。敷地は 420 ヘクタール、温室は 2 ヘクタール近くあります。豪華で広大で手

入れの行き届いたガーデンです。父は一個人の富の力に驚いていました。 

アーノルド樹木園はハーバード大学に附属しています。オレンジ線のダウンタウン・クロッシング駅か

らだと乗り換えなしでフォレストヒルズ駅まで 15 分です。町に直結しています。ハーバード大学はベン

ジャミン・バッセイ氏が 1842 年に寄付した土地と基金にジェイムス・アーノルド氏が 1872 年に寄付した

土地と基金を加えて、敷地面積 114 ヘクタールのアーノルド樹木園を創設しました。ハーバード大学は

1882 年に敷地をボストン市に寄付しました。そして 1000 年の借地契約を結び、ハーバード大学は自由に

敷地を樹木園として使い、ボストン市は水道サービスや警備等の公園業務を担当し、散策路で樹木園をボ

ストン・コモンやその他の公園と繋ぎ出来上がった数珠繋ぎの公園群をエメラルド・ネックレースと呼ぶ

ことにしました。1903 年にはホレシ・ハネウエル氏の寄付金でハネウエル館を建てました。館内にビジタ

ー・センターがあります。約 10 億円の年間維持費は大学の管理運営する寄付基金によって賄われていま

す。基金を投資して得られた利益で年間維持費を払います。利益の方が大きくて残るので、基金は毎年増

加しています。北米と東アジアの樹木が数多く育っています。樹木の進化と生態の研究を目的とした樹木

園です。近年は分子レベルでの樹木の進化と生態の研究が進められています。父は大学の植物園はどうあ

るべきかを再考していました。 

翌春、私はニューヨーク州北部のスケネクタディに転勤しました。ニューヨーク州の州都、オールバニ

ーの北西約 30 キロにある古い町です。スケネクタディの北東 15 キロほどにあるサラトガ郡バーント・ヒ

ルズ村に家を買って引っ越しました。父と母も一緒に引っ越しました。屋敷の西隣はジェンキンス公園で

す。50 軒ほどの造成地の北側には 60 ヘクタールほどの林檎畑があります。早速、父は庭に広い菜園を造

って、トマト、胡瓜、茄子、牛蒡、大根、蕪、春菊、南瓜、セロリなどを植えてくれました。暫くして北

隣の林檎畑に林檎の花が咲きました。私市植物園の敷地の２倍以上の畑に広々と美しく咲きました。 

近くにサラトガ古戦場があります。約 1400 ヘクタールの国立歴史公園になっています。入り口付近の

ブナの林が見事です。公園西端の小高い丘の上のビジター・センターから古戦場を一望することが出来ま
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す。広い草原があり、ところどころに林があります。公園の東にはハドソン川が北から南へ緩やかに流れ、

その向こうに、なだらかな丘が連なっています。とても平和で美しく人の心をひくところです。１７７７

年の秋に、ここでアメリカ大陸軍がイギリス軍と戦闘し勝利を収めイギリス軍を降伏させました。独立戦

争が始まって最初の勝利でした。それまで様子を見ていたフランスが勝利を知ってアメリカ側に付いて参

戦し続いてスペインやオランダもアメリカ側に付きました。その後の歴史を決めた勝利でした。 

 

サラトガ古戦場１ 

 

サラトガ古戦場２ 

 

サラトガ古戦場３ 

 

サラトガ古戦場４ 

近くにアディロンダック公園もあります。1892 年に設立された州立公園です。アディロンダック公園内

には山や川、湖、森があります。熊や鹿、ムース等自然の動物が沢山生息しています。南北 200 キロを長

径とする楕円形をしています。公園内の公道の全長は１万キロを越します。広さは約 240 万ヘクタールで

すが、その 60％は私有地なので自然保護と地域開発をいかにバランスさせるかが絶えず討論されています。

州法で地域開発を禁止しているだけで借地料は払っていません。地域開発を禁止しているので土地の値段

はとてつもなく安いです。自然保護を望む有志が募金を集め機会ある毎に私有地を買い上げて州に寄付し

ています。2008 年に買い上げた 5900 ヘクタールの土地は１ヘクタール当たり約 30 万円でした。 

1900 年には約 50 万ヘクタールしかなかった公有地が 2000 年には約 100 万ヘクタールに増えていまし

た。同じ 100 年間に公園内の住人の数は 10 万人から 13 万人に増えていましたが多数あった鉄の鉱山や製

紙工場は無くなっていましたし、92 あった製材所も 40 に減っていました。 

私市植物園の土地も毎年少しずつ買い上げて寄付して公有地にすれば 100年後には借地料で苦しまなく

ても良くなると思います。その為には入園者の数を増やし有志と寄贈者の数を増やさねばなりません。 

アディロンダック公園内のレーク・プラシッドで 1932 年と 1980 年に冬のオリンピック大会が開かれま

した。大滑降には州の経営するホワイト・フェイス・スキー場を使いました。公園の中で最も落差のある

スキー場です。その南約 100 キロのところにも州の経営するゴア・マウンテン・スキー場があります。公
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園内で、落差二番目のスキー場です。公園内で落差が三番目のスキー場はゴア・マウンテン・スキー場の

少し南にあります。同志が集まって造ったヒッコリー･ヒル・スキー場です。隣のバーモント州のスキー場

から古くて要らなくなったリフトを廃棄物として買ってきて設置し、軍艦用ディーゼル発電機の出戻りを

GE から屑鉄として買ってきてリフトのモーターに接続しました。後年、私はヒッコリー･ヒル・スキー場

の取締役になりました。取締役は交代でスキー場を運転します。リフトが故障すれば直ちに修理しますし

シーズン前にはスキー･スロープを整備します。無給です。同志はエンジニアーや弁護士、税理士、学校の

先生、大工や、車の修理工など仕事のある人達だったので週末と祭日だけスキー場を開きました。朗らか

で積極的な人達と知り合えて良かったです。アメリカ社会を色んな角度から垣間見ることが出来ました。

ヒッコリー･ヒル・スキー場ではスキー・パトロールを育成しました。遠くからも訓練生が来ました。私と

息子も訓練を受けてスキー・パトロールになりました。息子と娘はスキー・インストラクターにもなりま

した。 

公園内の鶴山(Crane Mountain)は孤立していて眺めの良い岩山です。秋には白樺やキハダカンバ、ブ

ナ、メープルが紅葉します。林の中を 20 分程歩いて、急な岩場をもう 30 分ほど歩けば池があります。イ

ワナが釣れます。岩山によじ登って釣りをしたい人は少ない様です。良く釣れます。初夏に行くと采振り

木、テンナンショウ、メイフラワー、野生蘭のピンク・レーディズ・スリッパーズが咲いています。 

 

鶴山１ 

 

鶴山２ 

 

鶴山３ 

 

鶴山４ 

秋になって父と母は私市へ帰って行きました。土地を土産に持って帰れるといいのになあ‥と父はしみ

じみと言いました。 

 

４．ジョモケニヤッタ農工大学 

父と母は帰国して私市に一年半程住んだのちナイロビに移り、国際協力事業団のプロジェクトに参加し
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ました。翌年、私市に住む妹家族と私の家族を招いてくれました。ナイロビは赤道直下で日差しは強いで

すが標高約 1800 メートルの高地にあるので涼しくて快適です。父と母はナイロビ西部のウエストランド

の丘の上に屋敷を借りて住んでいました。崖のそばの見晴らしのよいところでした。 

運転手のジョロゲさんに加えて夜に門番をしてくれる人、洗濯や部屋の掃除や料理の手伝いをしてくれ

る人、庭仕事をしてくれる人、計四人のお手伝いさんがいました。母はご機嫌でした。ジョロゲさんの運

転する車に乗って買い物に行けばジョロゲさんが何でも運んでくれますし家事を助けてくれる人もいます。 

父は庭に広い野菜畑を造って色んな野菜を育てていました。四人のお手伝いさんにも野菜の作り方を教

えようとしていました。でも大変だったようです。ジョロゲさんはキクユ族でマサイ族の門番の人と一緒

には土を触りたくないと言います。月に一度、四人を座敷に招いてご馳走したそうです。いつも三人のお

手伝いさんが門番の人だけを締め出そうとします。強く命令しなくてはならなかったようです。 

父は創設中のジョモケニヤッタ農工大学に野菜畑を造り教員候補の人達に園芸学だけでなく蔬菜の栽培

技術も教えていました。 

借りたサファリの車をジョロゲさんに運転してもらって観光旅行に出かけました。ナイロビから北東に

少し走ると広い草原に、ぽつりぽつりとみごとなアカシアの木が生えていました。てっぺんが平らになっ

ていてテーブルのようでした。暫く走ってから北西に向きを変え又暫く走ってエリザベス女王も泊まった

という木の上に建てたホテルに着きました。ベッドのスイッチを入れておくと夜に耳元のブザーが鳴り起

こしてくれます。照明で明るくしてある水飲み場に来た動物を見下ろします。縞模様が美しく角がひん曲

がったボンゴや尻尾を垂直に立てて走り回る猪を見ました。 

ホテルに着いた時、門番が運転手は入ってはならないと言いました。それでは困ると思い交渉しようと

するとジョロゲさんはそれでいいのだと言います。スワヒリ語で門番と笑顔で話をしたのち、駐車場の傍

の小屋に行きました。他の運転手と一緒に雑魚寝をしたそうです。ホテルからケニア山が雄々しく見えま

した。 

翌日、又暫く北西に走ってニャフルルの町に着き近くの滝を見ました。そこで向きを南西に変えて又暫

く走りました。丘を上り詰めるとピンク色のナクル湖が見えました。近づくとピンク色が飛び立ちました。

フラミンゴの大群でした。その数に驚きました。翌日、南東に走ってナイバシャのホテルで昼食、そのま

まナイロビに帰ってきました。 

ナイロビで二泊してから又出発、ナイロビの西 200 キロほどに位置するマサイ・マラを目指しました。

直線ルートはなく北上したり南下して道草をしながら 300 キロほど走りました。途中、初めてバオバブの

木を見ました。面白い姿の木です。何本も見ました。マサイの人が長い棒をもって牛と一緒に歩いていま

した。腰の前と後ろに赤いカーテンをひらひらとぶら下げて歩いていました。バオバブの木の近くに牛糞

壁の家がありました。 

石ころを敷き詰めたマサイ・マラの草原が見えました。坂を下って近づくと石ころが走り出しました。

ヌーとシマウマの大群でした。又もや、その数に驚きました。テーブル・アカシアの傍にキリンの家族が

いました。じっと見つめる目がとてもきれいでした。どてんとした姿のキリマンジャロ山が遠くに見えま

した。子と孫が大喜びするのを見て父は満足げでした。 
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ケニア 1 

 

ケニア２ 

 

ケニア３ 

 

バオバブの木 

ケニア滞在 22 ヶ月目に父は病気になり、急遽、枚方の病院に輸送されました。直ちに手術して順調に

回復しました。ケニアの仕事を完了できなくて残念がっていました。父は 71 才になろうとしていました。

後ほど家財道具がナイロビから私市に届きました。電気釜の中には炊いたご飯がそのまま入っていました。

乾いていました。暫くしてケニアの文部省から国際協力事業団の理事長に宛てた感謝状が届きました。蔬

菜の栽培技術の伝授と父の情熱を感謝していました。 

父は恩師の並河先生に勧められて私市植物園の創設に青春を注ぎ込みました。土方の親方になって「１

００年すれば、いい植物園になるぞ！」と自分に言い聞かせながら全力投球しました。でも父は野菜と果

樹の栽培が何よりも好きだったのだと私は思います。その方が植物園の創設よりもずっと勝負が早かった

のです。父も気短だったのです。 

 

５．アメリカ西部 

私はよく旅行するようになりました。アメリカ各地、カナダ、メキシコ、南アメリカ、アジア、ヨーロ

ッパ、あちこち出張しました。私の会社は出張先での休暇や家族同伴の出張を奨励しました。機会ある毎

に植物園や庭や公園を見物しました。 

アメリカ西部は広くて自然が強いです。強い自然を見ると植物園はなんだろうと思います。 

サンフランシスの北約 300 キロにあるレッドウッド公園は樹齢 500 年から 2000 年のレッドウッドの林

を保護しています。面積４万６千ヘクタールの公園内には 110 メートルを越す木も多数あります。サンフ

ランシスの北約 20 キロにある 224 ヘクタールのミュアー・ウッズ国定公園にも樹齢 500 年から 800 年の

レッドウッドの林があります。公園内で最も高い木の高さは 80 メートルほどです。見上げると自分が如

何にちっぽけで弱々しいかがよく判ります。 
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サンフランシスの南東約400キロにあるセコイア国立公園は約１６万ヘクタールの公園で園内にはジャ

イアント・セコイアの巨木の森があります。標高 4421 メートルのホイットニー山があり園内の標高差は

約 4000 メートルあります。州道 198 号線が公園を南から弓なり状に北上して、北側に隣接しているキン

グズ・キャニオン国立公園に入って州道 180 号線に繋がっています。他に舗装道路はありませんがハイキ

ング道が沢山あります。州道 198 号線で南の入り口から入って約 30 キロのところにシャーマン将軍の木

があります。地球上で体積が最大の巨木です。樹高は 84 メートルで推定樹齢は 2300 年から 2700 年まで

とされています。国立公園局はセコイア国立公園と約 19 万ヘクタールのキングズ・キャニオン国立公園

を一括してセコイア・キングズ・キャニオン国立公園として管理しています。その北にはシエラ国有林、

シエラ国有林の北には巨大な岩壁のあるヨセミテ国立公園があります。シエラ・ネバダ山脈のほとんどが

国立公園か国有林になっています。 

オリンピック国立公園はワシントン州のオリンピック半島にある３７万ヘクタールの公園です。国道

101 号線が公園の外を巡っています。幾つも入り口がありますが公園内には一つの入口と別の入口を繋ぐ

道路はありません。入った入り口からしか出られません。シアトルからだと車ならベインブリッジ島への

フェリーを使って２時間半ほどでポート・エンジェルスに着きます。ハリケーン･リッジ・ロードの入り口

から入れます。公園内には温帯雨林と氷河に覆われたオリンピック山脈があり標高 2428 メートルのオリ

ンポス山が聳えています。ハリケーン・リッジのビジター･センターからの展望は雄大でとても美しいです。

温帯雨林にはダグラス・ファーの巨木の林がありました。高さが 90 メートルを越す木もあります。アメ

リカ・ツガやモミの巨木もあります。 

送電線は長くなると安定な運転が難しくなります。直列コンデンサーは送電線を電気的に短くして送電

の安定度を確保する装置です。GE は新しいタイプの直列コンデンサーを開発して世界各地の長距離送電

線に設置しました。ワシントン州のワラワラ市の近くにも直列コンデンサーを納入し、私はその装置の実

証試験の為に二週間ほどワラワラ市に出張しました。海から 500 キロほど離れています。実証試験半ばの

週末にはオレゴン州のポートランドへ寿司を食べに行きました。国道１２号線で荒野を暫く西に走ってコ

ロンビア川に突き当たり、広くなったり狭くなったりする川に沿って太平洋に向かって走りました。丸い

農地が次から次に現れました。長い灌水パイプが給水端を中心として回るので円形の農地ができます。水

の届くところは青々として、届かぬところは荒野です。 

全長 2000 キロのコロンビア川はカナディアン・ロッキーとコロンビア山脈の間のロッキー盆地から流

れ出します。氷河の作った長くて幅の広い盆地です。標高 820 メートルのコロンビア湖と周辺の湿地帯が

源です。ロッキーに大雑把に平行して蛇行しながら広くなったり狭くなって南下します。広くなったとこ

ろは氷河の削った深くて細長い湖です。周辺には川の蛇行の残した湖が広範囲に散在しています。カナダ

から国境を越してアメリカへ南下した川は東から流れてくるスポケーン川と合流した後、西に向きを変え

暫く流れてから大きな弧を描いて徐々に南に向きを変えワラワラ市の近くまで南下してきて又西に向きを

変えます。そしてワシントン州とオレゴン州の州境を西へ西へと流れてカスケード山脈を突き破り太平洋

に流れ込みます。川が突き破って出来たコロンビア峡谷は広くて美しく見応えがあります。カスケード山

脈の吹き抜けになっていて強い風がいつも吹きます。 

スポケーン川、スネイク川、ヤキマ川など大きな川だけでも 60 以上の川が流れ込むコロンビア川の水

域 67 万平方キロは日本の総面積 38 万平方キロの倍近くあります。流域が広く流量が大きく落差があるの

で、グランドクーリー・ダム、チーフジョセフ・ダム、マクネリー・ダム、ジョンデイ・ダム、ダレス・

ダム、ボンネビル・ダム等、治水、灌漑、発電の為に多くのダムがあります。約 25GW の水力電源があり

ます。原子力約２５基分の電源です。1400 キロ南のロサンゼルスへ、かなりの電力を送電しています。こ

の長距離送電に携る送電線はパシフィック・インタータイと呼ばれ、ロサンゼルスの命綱となっています。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9B%E3%82%A4%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%8B%E3%83%BC%E5%B1%B1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B8%A9%E5%B8%AF%E9%9B%A8%E6%9E%97
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%83%E3%82%AF%E5%B1%B1%E8%84%88
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コロンビア峡谷の中程で左折して州道 35 号線を南下してフッド山を巻くようにして登り、フッド国有

林内にあるティンバーライン・ロッジに寄りました。1937 年頃にニューディール政策の一環として、地元

の人達が近辺の木を切り倒し製材して作った山小屋です。国定歴史建造物になっています。傍にはスキー

場があります。山小屋から見る樹海は広大です。ダグラス・ファーの樹海です。どこまでも続きます。 

来た道をコロンビア峡谷まで戻り、峡谷に沿って走って、ポートランドに着きました。ホテルに一泊し

て翌日は州間高速５号線でワシントン州を暫く北上した後、州道 504 号線を東に走ってセイント・ヘレン

ズ山へ行きました。1980 年の噴火でセイント・ヘレンズ山から北に 10 キロほどは跡形もなく吹き飛ばさ

れ、次の 10 キロほどの木々は横なぐりの爆風になぎ倒されました。その遠方では山火事、総破壊面積は

約 300 平方キロでした。なぎ倒された大木の行列は見て恐ろしいです。みんな同じ向きに倒れています。

大木地獄です。 

私市植物園の借地料を憂いました。100 年すれば良くなる植物園の敷地が借地です。他国の人が知れば

日本がとても不思議な国に見えるだろうと思いました。そして、フランスとの首脳会談の際にド・ゴール

大統領が池田 勇人首相を「トランジスタラジオのセールスマン」と揶揄したことを思い出しました。池田

首相は日本で初めて女性を大臣に起用し、所得倍増政策や貿易自由化や開放経済体制を推し進め、日本を

経済大国に導きました。新聞記事で揶揄を知った時は、なんて無礼なんだろう、カタツムリを食べ過ぎた

のかしらと思ったものですが、大木地獄で思いが変わりました。ド・ゴール大統領は日本人気質に何かが

欠けていることを鋭く見抜いていたのだと思うようになりました。先を読まず、世界の大勢も気にせず、

将来の平和の為に俺も今何かしなくてはならないとも思わず、日本の経済成長だけを求めているように見

えたのかも知れません。自分は冷戦が熱戦にならぬよう第３勢力を築こうとしているのに‥とド・ゴール

大統領は思ったのかも知れません。先見の明と大勢の把握と積極性が足りないと見えたのかも知れません。 

セイント・ヘレンズ山から、州間高速５号線に戻り又暫く北上した後、国道１２号線を東に走ってヤキ

マ・バレーに着きました。ヤキマ・バレーはカスケード山脈の雨陰にあり亜乾燥気候なので果樹の栽培が

盛んです。広大な林檎畑が続きました。アメリカの林檎の総生産量の約３分の２がワシントン州で収穫さ

れます。生産量２位はニューヨーク州ですが、アメリカ総生産量の 10％に及びません。 

ヤキマ・バレーから、国道 12 号線を東南東に 2 時間程走ってワラワラに戻りました。全行程は 1300 キ

ロほどになりました。広くて強い自然を見て植物園は都市に所属するものだと思いました。 

 

６．電力系統業 

パシフィック・インタータイにも幾つか直列コンデンサーを納入しました。短絡試験をすることになり

ました。直列コンデンサーが電気的に送電線を短くしているので短絡電流が増えています。増えた短絡電

流が流れても直列コンデンサーが壊れないことを実証するための短絡試験です。日本では決して出来ない

試験です。まかり間違えばロスアンゼルスの命綱が切れます。日本で命綱の切れる話をすれば縁起でもな

いと叱られます。深夜ロサンゼルスが眠っている頃に５０万ボルトの送電線を意図的に短絡しました。全

ての機器が正常に動作してロサンゼルスは無事でしたし増えた短絡電流が流れても直列コンデンサーが壊

れないことを実証することが出来ました。 

ノースダコタ州の州都のビスマーク市には５万人ほどの人が住んでいます。ビスマーク市に電力を供給

している変電所で負荷の動揺を調べる為の短絡試験をしました。市や町は電力系統の負荷です。系統負荷

と言います。発電所から送られてきた電力は系統負荷によって消費されます。発電所の特性はよく判って

いますが系統負荷の特性は未だよく判っていません。多数の人が多種多様の電気器具を入れたり切ったり

しますので系統負荷の大きさと特性は刻々変わります。送電線に短絡を起こして素早くその短絡を取り除

けば変電所の電圧がほんの暫くほぼゼロになり、系統負荷がこの電圧変動に反応して動揺します。系統負
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荷の動揺を記録してその特性を理解すれば、系統崩壊の為の条件が判り系統崩壊を未然に防ぐことができ

ます。大変重要な試験ですが日本では決してさせて貰えない試験です。 

第１回目の試験で短絡を素早く取り除くはずの装置が正しく動作しなくて試験が本当の短絡事故になっ

てしまいました。バックアップの保護装置が幾つもの送電線を切り離して短絡を取り除きました。変電所

の電圧ゼロの時間が想定以上に長くなりビスマーク市の系統負荷は大きく反応しました。前代未聞の素晴

らしい記録が取れたので私は大変嬉しいでした。しかし送電線を余計に切り離したお陰で周囲３００キロ

が停電し近くの大きな火力発電所が緊急停止してしまいました。時刻を変えて短絡試験を全部で１０回す

る予定でしたが１回だけでお終いになりました。私は秘かに退散しました。 

日本では直流モーターから交流モーターに移行した当初に山陽新幹線の架線電圧が不安定になりました。

解決法を見つけ新しい装置を開発しましたが採用して貰えず残念でした。フランス国鉄が運行する高速鉄

道の TGV でも同じ問題が起こりました。フランスでは新しい装置を採用して貰えました。日本の為にし

た研究が無駄にならず幸運でした。 

徳島に大きな発電所を建設して紀伊水道の海底を和歌山へ向けて直流送電することになりました。委託

研究で貢献できて良かったです。振動が起こり直流送電が不安定になることを発見し、その解決策を見つ

け必要な装置を設計しました。そして日本のメーカーがその装置を制作して納入しました。 

送電線に流れる電力を電力潮流と言います。２点間に送電線のルートが２つあると一つのルートに電力

潮流が偏ってしまうことがあります。あまり偏ると電力潮流の乗らないルートの設備投資が充分に回収出

来なくなりますので、電力潮流を制御して、どちらのルートにも必要なだけ流せるようにしなくてはなり

ません。電力潮流を制御する既存の装置は信頼性を欠きますし維持が大変です。日本の委託研究で電力潮

流を制御する為の回転型変圧器を開発しました。数式モデルを使った種々の計算で電力潮流の制御機能を

確認しましたしスケール・モデルも作りましたが論文を幾つも発表しただけで採用にはなりませんでした。

今尚、電力潮流は偏ったままです。日本気質なのかも知れません。新しいことは他人がするのを待ちます。

大事件になるまで待ちます。その後、私の会社は回転型変圧器を製品化して売り出しました。どんどん売

れて、あちこちに設置しています。日本からの見学者も増えているので、もう暫くすれば日本にも納入で

きるでしょう。 

アメリカ東海岸で進行中だった電力自由化の実状調査をして日本での電力自由化の妥当性を検討しまし

た。丁度その頃、日本ではアメリカに倣い発電部門と送電部門を分離して発電部門に市場競争を導入する

かどうかの議論が始まっていました。ハーバード大学のケネディ・スクール・オブ・ガバメントとマサチ

ューセッツ工科大学のスローン経営学部とコーネル大学の研究者も動員しました。まず、既に何度も改定

されていた発電市場の規約を要約しました。改定された箇所が書き換えてあれば読みよいのですが、改定

部を項として付け足して当項と前項に矛盾があれば当項を優先するとなっています。読みづらいです。

6000 ページ程の規約を 100 ページに要約、それを２ページに再度要約しました。これがあって日本での

議論が進みました。 

次に、時間毎の電力価格と各発電機の出力量のデータを解析しました。膨大な量のデータでした。電力

市場に参入している各発電会社の戦略がよく判りました。夏、冷房負荷が増えた日には効率が悪くて運転

経費の高い小型発電機も起動しなくてはなりませんから市場の電力価格が急騰して上限価格になってしま

います。通常価格の 20 倍ほどです。通常価格の 20％が利益だとすると利益は通常時の 100 倍程になりま

す。上限価格で３日間運転できれば、ほぼ１年分の利益が得られる事になります。電力価格が上限に張り

付いている時に何台も持っている大型発電機の１台を停めている発電会社がありました。この発電機が動

いていれば電力市場価格が通常価格だったことは確かです。市場競争は利が倫理を駆逐するかも知れませ

ん。世の為、人の為を重んじる日本気質には適しません。 
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続いて、発電所のディベロッパ－を数社インタビューしました。ディベロッパ－は投資家のお金を集め、

発電所を建設、運転し、その利益を投資家と山分けします。ディベロッパ－には全体が見えていないこと

が判りました。これは当然ですが重大です。電力会社が地域を自然独占していれば、その地域が必要とす

る発電容量を予測し電設備への投資を計画できますが、ディベロッパ－は電力市場価格に反応するだけで

す。計画機能は失われてしまいます。日本では発電計画機能をどこかに残した方が良いと思います。 

最後に経済モデルを作って将来の発電容量の動向を予測しました。長期予測モデルに依りますと発電容

量が繰り返して大幅に余ったり足りなくなったりします。上手に波乗り出来る会社は利益を上げ、そうで

ない会社は沈み、経済活動は活発に見えても地域全体の無駄が増えます。和を貴しとする日本では競争よ

りも公開の談合の方が良策です。アメリカの電力自由化に倣わないで日本は独自の電力再編成を考えるべ

きだと結論しました。電力自由化の名のもとに広域電力の再規制も一案かと思います。 

ニュー・イングランド地域からの大型ガス・タ－ビン発電機の注文が倍増していました。事業部から本

当に必要なのかどうかを尋ねて来ました。必要ではないと答えたので工場の拡張はしないで下請けに出し

契約書にキャンセル料を明記しました。３年間注文が高止まりした後、怒涛のごとくキャンセルの波が打

ち寄せて来ました。日本の為にした研究ですが私の会社も恩恵に浴しました。 

多くの分野の専門家が共同しないと解けない問題が増えています。電力系統問題も一人の専門家では解

けません。特に将来を決める問題は電力機器や各機器の制御、保護の専門家、電力系統運用の専門家、物

理、化学、地質、気象、法律、政策等の専門家が協力しないと解けません。環境問題や都市計画問題と同

じです。 

私は６０才で GE をリタイアしました。カリブ海のドミニカ国で農業をしようかと思いました。ドミニ

カは自然豊かで、川の水も海の水も人も清らかです。多種多様の植物が自生しており、「カリブ海の植物園」

と呼ばれています。火山性の島の北部には標高 1447 メートルのディアブロティン山、南部には世界遺産

に登録されている標高 1342 メートルのトワ・ピトン山があります。バナナが主産業です。貧しい国です。

ハイチと国境を接するドミニカ共和国とは別の国です。首都のロゾーの港にはクルーズ船が時々着岸しま

す。ロゾーの近くに住む友達を訪れ、その友達の農園に接して１ヘクタールほどのグレープフルーツ畑を

買いました。山の斜面にあり海が見えます。グレープフルーツの木の下で日本野菜を育てて見ようと思い

ました。父の真似です。上手く育てられれば島の人にも教えてクルーズ船に売れば‥と夢想しました。 

 

７．東京 

翌春から東京工業大学の教授にして貰って単身赴任しました。年間通算６ヶ月以上アメリカを離れると

永住権がなくなります。アメリカ企業の為に離れるのは良いのですが日本の国立大学の為だと駄目です。

アメリカの市民権を取ってアメリカ人として東京へ行きました。日本の戸籍が無くなってしまって根無し

草になり、やや複雑な気持ちになりました。 

南北線の白金台駅のすぐ傍にある８畳が１室、６畳が２室、１６畳ほどの板の間のある官舎に住むよう

になりました。私市の官舎よりずっと広く、とても便利なところでした。アメリカ人教授として赴任した

ので広い官舎に入れました。 

すぐ近くのスーパーにはご馳走が並んでいました。買ってきて鋏で切り開けばすぐに食べられます。果

物も美味しいでした。ただし値段が高いでした。林檎が１個 600 円、完熟マンゴーは１個 3000 円でした。

バーント・ヒルズの林檎は 30 個ほど入った袋が 1000 円ほどです。美味しいです。重くて運べないほどの

袋です。ドミニカのもぎたての完熟マンゴーは 10 個 100 円で１個おまけをくれます。 

一年目は講義の準備をするだけでよく、２年目からは大学院生に週に一回 90 分ずつ、前期と後期各 13

回、英語で私の好きなトピックスの授業をすればよいとのことでした。電力系統の動乱と崩壊の話を英語
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ですることにしました。どんな事故が起こったかを説明して、「君ならどうする」の形の討論に持ち込みた

いと思いました。インターネットを使えば何でも判るようになりましたから色んな事を学んで覚える必要

はなくなりました。必要になった時にインターネットで調べれば良いのです。私の授業では質疑応答を通

じて問題を定義する練習をして貰おうと思いました。沢山の論文を書いたのでトピックは幾つもあります

し論文の発表に使ったスライドは USB メモリーに入っているので質疑応答が行き詰まった時にはスライ

ドを使って少し前進させてから質疑応答に戻れば良いと思いました。問題が定義できれば、もう解けたよ

うなものです。インターネットが助けてくれます。実際の問題を定義する楽しさを味わって貰いたいと思

いました。 

植物の分野でも同じだと思います。授業では植物園に植わっている植物を見たり比べたり触ったりして、

もっと知りたくなるようにさえすれば、あとはインターネットが知識を伝授してくれます。もうそう云う

時代ですから私市植物園は大変貴重な存在になっていると思います。 

東京大学の友達から優秀な助手さんを一人、譲り受けました。タイからの人です。色んな事を良く知っ

ていました。５月の連休に、どこかに行こうと思い宿を予約しようとしましたが一人旅ではどこも泊めて

くれません。際になって助手さんにも言わずにバーント・ヒルズの家に帰ってしまいました。そして鶴山

に登りサラトガ古戦場を散策し大いに満足して東京に戻って来ましたが、事前通知なしで外国に行ったの

で私は前科者になっていました。アメリカでの学会のついでに帰宅するのも駄目だそうです。 

ヨーロッパ大手のエネルギー会社からお呼びが掛かりました。六本木ヒルズのオフィスで話を聴きまし

た。教授の給料の約 10 倍の年俸で私を顧問にして日本で発電事業を始めたいとのことでした。GE の年金

に加えて教授の給料を貰い、それに顧問の年俸を上積み、夢の様な話です。でも断りました。裏切り者に

はなりたくありません。そして生まれ故郷を特別に思うこの気持ちは何処から来るのだろうと自問しまし

た。鮭は生まれた川に戻って産卵します。2000 キロのコロンビア川はダムが沢山あって上り難いです。そ

れでも鮭は上ります。アラスカの川には熊が待っています。それでも鮭は上ります。生まれた処の水の匂

いが刻印されているのでしょう。生まれ故郷を思うのは鮭と同じ本能かも知れません。あるいは根無し草

になっても日本気質が残っている為かも知れません。それよりも、もっと個人的なものかも知れません。

私の場合は父への想いかも知れません。手ぬぐいを腰からぶら下げて歩いていた頃に刻印されたのかも知

れません。 

大学から多額の研究費が配分されました。でも兵隊さんがいないので使えません。助手さんに頼んで使

って貰いました。海外の学会に出席して知見を広めていました。良いことです。東京大学でしていた研究

を続けられるように助手さんが好きな時に好きなだけ東京大学に行けるよう取り計らいました。そして、

私は脇役で助手さんが主体の研究もスタートさせました。年度末が近づいた頃に他所で余った研究費が配

分されました。多額でした。年度内に使ってしまわないと来年度の予算が減るそうです。助手さんに頼み

ました。助手さんは前もって準備していた買い物表と学会参加の見積表を見て素早く使い道を決めてくれ

ました。毎年、使い切れない研究費の配分があるのでしょう。私市植物園のブルドーザー代も事務長さん

がこのようなお金で支払って下さったのだと思いました。 

中学生の頃からずっと親しかった永劫の友達と度々会って談笑したり高校時代の仲間と馬鹿話も出来る

ようになりました。京都大学の同窓会にも出席できました。そして運動不足にならぬよう朝早く散歩しま

した。白金台から皇居まで歩いたり明治神宮外苑、大岡山の大学や品川埠頭へとせっせと歩きました。夜

明け寸前に出発すると、とても静かで心地よく歩けました。週末には電車で奥多摩へ行ったり、バスで富

士の裾野や富士見の山へ行きました。札幌、小樽、京都、奈良、私市に度々行きましたし大雪山、岩木山、

鳥海山、大山、霧島山、高千穂峰、開聞岳にも行きました。神代植物公園と新宿御苑によく行きました。 

約４９ヘクタールの東京都立の神代植物公園にも立派なメタセコイアの木立とヌマスギの木立がありま
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す。梅や桜の名所ですし、大きなバラ園や、つつじ園、芝生広場や温室があります。行きやすく都民の憩

いの場になっています。広い芝生公園で楽しそうに遊ぶ親子を見ていると穏やかな気持ちになります。 

約５８ヘクタールの新宿御苑は環境省管轄の公園です。「玉藻池」の周りを回遊する日本庭園と、広い芝

生と大きな木のあるイギリス庭園と、プラタナス並木が目玉です。広い芝生が憩いの場になっています。 

私市植物園にも広い芝生が欲しいです。野球場だった二ノ谷の広場の木の下を芝生にすれば恰好の憩い

の場になると思います。 

一年経って電力系統の動乱と崩壊の講義を始めました。20 人程の大学院生が来てくれました。電力系統

はタービン発電機と送配電設備と系統負荷からなります。まずタービン発電機の話をしました。タービン

は流体の運動エネルギーを回転運動のエネルギーに変換します。原子力発電所や火力発電所には蒸気ター

ビンがありますし、水力発電所や揚水発電所には水車があります。風力発電には風車を使います。水車や

風車もタービンです。回転運動のエネルギーを電気エネルギーに変換するのが発電機です。 

昔、大きな発電所のタービン発電機の軸が折れて回転部分が飛び出してきました。飛び出した回転部分

は床を転がり、高温高圧の蒸気が吹き出し、人が死にました。前代未聞の大事故でした。事故の原因が判

らずとても困りました。「君ならどうする」に持ち込む前に蒸気タービンが何者かを理解して貰わなくては

なりません。２度目の講義の始めにクイズを出してタービンとは何かを書いて貰いました。正解者はたっ

たの３人でした。黒板に正解を書いて、それを読み上げて、そして３度目の講義の始めに同じクイズを出

しますと知らせました。駄目でした。正解者の数は増えませんでした。英語では通じないのです。どうし

たものかと迷いましたが、ゆっくり話して、同じ話を違った言い方で繰り返して、前進することにしまし

た。そして、質疑応答に漕ぎ着けました。質問者は２人でした。良い質問をしてくれました。壊れたター

ビンの隣に据え付けた同じ設計のタービン発電機は問題なく運転していることや、同じ設計のタービン発

電機が 200 機程、世界各地で問題なく運転していること等を説明して、事故の原因は判らないと思って貰

えました。「判らない。どうしよう！」が問題の定義です。やっと「君ならどうする」にたどり着きました。

この質問への正解は聞けば成程と思う解ですがなかなか出てこない解かも知れません。正解者なしでした。

「判るようにしよう」が正解です。 

壊れたタービン発電機を修復して復帰させ、運転状態や軸の歪を測定・記録する装置を追加設置しまし

た。運転再開後ほんの暫くして、それも大事故の一周忌頃に同じタービン発電機の回転部分が飛び出して

来ました。今回は予期していたので死者も怪我人も出ませんでした。軸の歪の記録から事故の原因が直ち

に判りました。他社の納入した直列コンデンサーが原因でした。送電線の電気的な長さが短くなり過ぎて

潮流が脈動するようになり、その送電線に繋がっていた発電機の出力が脈動したと判りました。発電機の

出力の脈動は電気的な振動です。この電気的な振動とタービン発電機の軸捻れの機械的な固有振動が共鳴

してしまい軸が捻切れてしまったのです。タービン発電機が一機だけ最小出力で繋がっている時にだけ共

鳴することや、送電線の電気的な長さが少し違えば共鳴しないことも判りました。そして、共鳴する可能

性のあるタービン発電機を事前に見つけ出す為の解析方法や共鳴状態を検出して危険信号を発信する装置

も開発しました。 

講義毎に宿題問題を出しました。どの学生さんも答えを提出してくれました。時々共通の間違いが見つ

かったので学生さん達が協力していることが判り嬉しく思いました。 

前期の講義が終わりに近づいた頃に、学生さんが二人自殺したいと言っていると助手さんが警告してく

れました。ショックでした。ご両親に申し訳が立たなくなります。精神科医に相談すれば相談がトリガー

になるかも知れません。静かに様子を見ることにしました。学ぶ楽しみを教えたいのに死にたい学生を作

ってしまったのですから教師失格です。言葉の壁を恨めしく思いました。 

英語の判る電気工学の学生を養成したければ留学を奨励するのが近道だと思います。冬にオーストラリ
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アのサマースクールを聴講させれば良いと思います。地理的に近いですし犯罪率が低く安心です。それに

車の運転が日本と同じ左側通行ですから戸惑わなくて済みます。 

宿題と質疑応答の貢献度で決めた成績を最後の講義で発表しました。良い点数で合格していることが判

り、みんなほっとしたようでした。そして、後期の講義は難しくなるので落第点も出しますよと警告しま

した。後期は英語の判る３人だけにしたかったのです。英語の判らない学生さんにとっては何も得ること

のない講義だったのに脱落者が一人も出ませんでした。みんな最後まで付き合ってくれました。その忍耐

力に頭が下がりましたし、大変に気の毒でした。学科主任の先生には２年目の終了を待って辞任すること

を伝えました。 

後期の講義には最優秀の学生さんだけが来てくれました。脅し過ぎました。あとの二人は尻込みしてし

まいました。助手さんも加えて３人で討論しました。「君ならどうする」が上手くゆきました。プロポーザ

ルや論文の書き方、論文の読み方や、読む論文の選び方も教えました。雑談もしました。 

頭の中に知識が詰まっていると新しいアイディアは出てきません。頭の中に詰まっている知識を意識的

に捨てなくてはなりません。これは廣中平祐先生の言葉です。日本では大学入試の為に詰め込んだ知識を

大学で充分捨てていますから丁度良いのかも知れません。最初っからつめ込まない方がもっと良いかも知

れません。 

成果の出やすい研究、運が良ければ特大の成果が得られそうな研究、時間の掛かる研究、そうでない研

究等、幾つかの研究を並行させるのが良策です。成果が出にくく時間の掛る研究だけだと苦しくなります。

博士課程では普通一本釣りの研究をしますので苦しくなり易いです。機会のある毎に討論すると文殊の知

恵が出てきて研究がはかどります。電力系統問題を研究するのには大学よりも電力系統を実際に運転して

いる電力会社や機器を開発・制作している重電メーカーに居た方が有利なことや、どこに優秀な研究者が

集まっているかなどを話しました。その後、最優秀学生は電力会社の研究所に移りましたし、助手さんは

重電メーカーの研究所に移りました。 

日本の大学はハーバード大学や GE に比べると大変居心地の良い所だと思います。教官にとっても、事

務員にとっても、学生にとってもそうだと思います。詰め込み勉強なしで入学できるようにしたくても、

知識は必要になった時にインターネットに頼れば良いと言っても、大幅な改革は容易ではないと思います。

みんなが改革が必要だと思わねば改革なぞ出来ません。居心地が良過ぎて、そうは思えないでしょう。将

来の為に俺は今何かしなくてはならないと思うよりは周りの人達と同調することが大切です。大事件が起

これば皆で励まし合って切り抜ければ良いのです。これが和の精神だと思います。貴い精神だと思います。

この精神があるからこそ利が倫理を駆逐しないのだと思います。組織の大幅な改革よりも緩やかな改善や

増設や新設が日本気質に合致していると思います。 

私は２年目の花見を済ませて東京を去りバーント・ヒルズに戻りました。一ヶ月ほどして父が他界しま

した。別れを惜しむために２年間も東京に住まわせて貰ったような結果になりました。有難かったです。 

 

８．ジェンキンズ公園 

私の屋敷の西側にはジェンキンスさんの農場がありました。遺言で村に寄付してくれたので、２２ヘク

タールほどの農地が公園になりました。公園の運営審議会は公園区内の約 600 軒を代表して公園の運営方

針を決めて村に伝え、村が運営します。村の人口は約９千人、村の人だけでなく隣村の人まで使う公園を

たった 600 軒の公園区だけから徴収した公園税で運営しています。やや不思議です。年間予算は 180 万円

程と少ないです。公園には少年野球振興会が寄付金を集めて造った野球場が３つあります。公園の大部分

が未開発のままです。 

東京から戻って来た年にジェンキンス公園の運営審議会の会長席が空いたので、会長に朗らかで魅力的
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な女性を立てて、私は黒幕の副会長になりました。そして自分たちで直接運営することにしました。まず

遊歩道を造りました。30 人程のボランティアを募って何台ものチェーン鋸を使い全長ほぼ 2 キロの遊歩道

を切り開きました。そして歩き易くするために石粉を敷くことにしました。約 20 キロ離れた砕石会社が 2

万トン程溜まっている石粉を全部寄付してくれると言います。村の道路課に頼んでダンプ・トラックで 100

トン程運んで貰って、農家から借りたフロントローダー付のトラクターで敷き詰めました。石粉が無くな

ると又 100 トン運んで貰いました。無私の夢を描けば助けてくれる人が現れます。嬉しいことです。 

 
遊歩道１ 

 
遊歩道２ 

公園の私の屋敷に接するあたりはストローブマツの林です。列をなして生えているので植林したもので

す。間引きをしなかったので細長く育ち、何本もの木が風で折れて傾き蔦が巻き付いて、とても見苦しい

林になっていました。傾いた木と蔦を取り除き少し間引いて風通しをよくして勿忘草の種を蒔きました。

毎年水色の花が一面に咲き池のように見えます。庭の延長になりました。借庭です。 

幼児の為の遊園地を作りました。組み立て式の遊園地セットを買って来て 20 人程のボランティアに組

み立てて貰い、村の道路課が運んでくれた砂を農家から借りたフロントローダー付のトラクターで下に敷

きました。バスケットボールのコートも一面造りました。コートの周りに私の設計した柵を巡らせてボー

ルが飛び出さないようにしました。必要な材料は近所の材木店に頼んで寄付して貰いました。ボーイスカ

ウトがペンキを塗って呉れました。ベンチや自転車立ても作りました。 

 

 
勿忘草 

 
遊園地１ 
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遊園地２ 

 
遊園地３ 

私の家のある造成地に住む人達は車の走る表通りを使って公園に行きます。私の屋敷と隣の屋敷の境界

に沿って歩けば公園にぶつかるのですが、其の先が泥濘んで歩けません。裏からでも行けるように泥濘を

突っ切って遊歩道に連絡する小径を作ることにしました。連絡小径が雨水の流れを堰き止めないように橋

を架けねばなりません。手摺付きの橋を自分で設計して、材料を近くの材木店に無心し、私の家の車庫で

４つ制作、数人の隣人の助けを借りて泥濘みに運びました。そして石粉を運んで連絡小径を完成しました。

近所の子供達が歩いて公園に遊びに行けるようになり車の送り迎えが不要になりました。庭仕事をしてい

ると連絡小径を通る子供達がありがとうと言ってくれます。子供達の友達になりました。 

植樹会を催しました。大々的に宣伝してボランティアを求めました。ガールスカウト、ボーイスカウト、

ロータリークラブ、村議会、家族連れ等、参加者多数の大パーティになりました。花壇も作りましたし手

分けして 200 本程の木も植えました。苗木屋さんが色んな木を寄付して呉れました。公園内の樫や樅やメ

ープルの実生も苗木にしました。小さな木は、穴掘り機付トラクターで穴を掘って腐葉土で苗木の根を締

めて植えて水タンク付きの四輪バギーで水やりをしました。大きな木は植木屋さんが植樹機で植えてくれ

ました。植樹機は初めて見ました。大きな丸いシャベルを地面に差し込んで、五右衛門風呂の釜ほどの土

を持って行きます。五右衛門風呂の釜がぴったり入る穴が残ります。暫くすると五右衛門風呂の釜に土の

付いた木を入れて運んできて穴にぴったり据え付けます。腐葉土を被せて水をたっぷりやってお終いです。

向こうへ行って大きな木を引き抜く時には五右衛門風呂の釜が２つ必要になるのではないかと思います。

１つ目の釜には土が入っていますし２つ目の釜で木を引き抜くまでは穴がありません。二重釜構造なのか

も知れません。次の機会に植樹機を尾行して確認したいです。支出ゼロのとても楽しい植樹会でした。半

日仕事でした。 

道を造り、木を植えて、父の喜びをほんの少し味わいました。労せずして味わったので、味わいの深さ

は父の味わった深さの千分の一にも及びません。ボランティアになると朗らかで前向きで心にゆとりのあ

る人に会えてとても楽しいです。道を造り木を植えると結果がすぐ目に見えますし１００年先を夢見るこ

とも出来ます。ジェンキンス公園は瞬くうちに公園らしくなり利用する人が急増しました。そしてボラン

ティアによる公園の運営も軌道に載りました。私は後任を見つけて引退し次の段階に入りました。そして

よく外出するようになりました。 
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連絡小径 

 
植樹１ 

 
植樹２ 

 
植樹３ 

 
植樹４ 

 
植樹５ 

 
植樹６ 

 
植樹７ 
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９．インターネットの世代 

私の息子はハーバード大学でロボットを勉強した後、投資銀行家になってワールドトレードセンターで

働いていました。テロ攻撃の一年程前にロンドンのカナリー・ワーフにあるオフィスに転勤していて難を

逃れました。テムズ川を潜るグリニッジ・フット・トンネルの北の入り口の近くにマンションを買って住

んでいました。何度もロンドンに行き長期滞在しました。ハイドパークやキューガーデンやハンプトン・

コートによく行きました。 

グリニッジ・フット・トンネルを出て直にグリニッジ公園があります。総面積７４ヘクタールの王立公

園で、公園内にはグリニッジ天文台、海事博物館、栗の老樹の並木やテニスコートがあります。天文台の

丘からの眺めはなかなかいいです。栗の老樹も太くてひん曲がっていてなかなかいいです。週末には公園

で息子とテニスをしました。 

しばらくして息子は結婚して投資銀行をリタイアしロンドンのマンションを貸家にしてオーストラリア

に移住、メルボルンに住むようになりました。新妻はメルボルンの王立小児病院の救急医です。息子は主

夫になって家事と育児を担当、趣味に電子装置を作るようになりました。Pianomaestro(ピアノの名人)と

名付けた電子装置を作りました。パソコンに繋いでピアノの鍵盤の上に載せて、ピアノの練習を助ける装

置です。名前はインターネットで募集して、Pianomaestro を採用、商標はカナダの人のデサインを採用、

ウェブサイトのデザインはインドの人に任せました。部品をメキシコと中国で生産、中国で組み立てて、

ニューヨークで品質管理と梱包、バングラディッシュで受注、そしてニュージャージーから発送、インタ

ーネットを使った人任せの多国籍内職を始めました。アメリカ、ヨーロッパ、ロシア等色んな国で売って

います。自分は次々と新しいアイディアを試しています。インターネットの時代です。好きなことを好き

な所で好きな時に好きなだけできる時代です。 

娘はブラウン大学で応用数学を学んだ後、電力と天然ガス関連のコンサル会社に就職して暫くボストン

の郊外で働いていましたが、結婚してメイン州のポートランドに引越しました。会社がポートランドの新

居を高速のインターネットで繋いでくれたので家で好きな時に好きなだけ働けるようになりました。家事

と育児の合間に働いています。家事と育児だけでは物足りないそうです。 

娘の夫はボストンの会社でアブラムシのロボットを開発していました。映像と音声を送り返してくる

CIA 用のアブラムシです。結婚してポートランドに引っ越し高校でプロジェクト基盤の STEM コースを

教えています。STEM は Science(科学)、Technology(技術)、Engineering(工学)、and Mathematics(数学)

の略です。生徒に風洞、風力発電用の風車等のテーマを幾つか与えます。生徒はインターネットでテーマ

を調べて、自分の好きなテーマと友達を選んでチームを作ります。そしてチーム毎にプロポーザルを書き

ます。必要な部品をインターネットで見付けて値段を調べ必要経費を見積もります。部品の納期を調べ工

程を定めスケジュールを決めます。先生は方向を示すだけで知識の伝授はしません。生徒はプロジェクト

に必要な知識を全てインターネットを使って学びます。部品を注文して物を作って最終報告書を書き口頭

報告をします。実際と同じです。生徒は目を輝かせて頑張ります。遅れが出ると週末にも働きます。他の

科目にも熱が入ります。高校生が一緒になって、その気になれば、驚くようなことを成し遂げます。メイ

ン州で一番強力な風洞が出来上がり高校で風洞実験が出来るようになりました。テレビのニュースになり

ました。可変翼の風車ができて賞を貰いました。卒業生が三人集まって会社を作り新しいデザインの無人

潜水艇を作って売りだしています。大学に行かなくても良いそうです。 

メルボルンに住む息子がメイン州のサウスポートランドの海辺にマンションを買ってくれました。ポー

トランドに住む娘が選ぶのを助けてくれました。バーント・ヒルズとサウスポートランドを行ったり来た

りするようになりました。片道約 500 キロ、4 時間半程の行程です。海岸に沿って 2 キロ程の散歩道があ
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り、バッグライト公園から歩くと、マンション、マリナー、州立短期大学のサウスメイン・コミュニティ・

カレッジを通過して、ウイラード・ビーチに到達します。バッグライト公園からポートランドのスカイラ

インと港が見渡せます。夏にはクルーズ船が寄港、メイン州の名物のロブスターが一度に数千匹消費され

ます。週に三隻来ることもあります。時々公園に人が集まって凧揚げをしています。大学の敷地内の小高

い丘の上に砲台跡があり、そこからカスコ湾に浮かぶ島や行き交う船を眺望することが出来ます。ショア

ウエイ樹木園もあります。塩生植物やヨーロッパハイマツが植わっています。美しいところです。マンシ

ョンにはテレビ、新聞、電話はなく、インターネットの接続だけです。 

 
バッグライト公園 

 
塩生植物園 

 
砲台跡１ 

 
砲台跡２ 

 

１０．オーストラリアの植物園 

毎年、メルボルンに一ヶ月間程滞在するようになりました。メルボルンはヴィクトリア州にあります。

オーストラリアは 1901 年にイギリスから実質上独立したので「王立」は「昔、王立だった」か「イギリ

ス王室に敬意を払う」ことを示します。 

ヴィクトリア州政府機関のヴィクトリア王立植物園運営局はメルボルン王立植物園、クランボルン王立

植物園、ヴィクトリア植物標本館とオーストラリア都市環境研究センターを運営します。2011 年度の運営

費は約 20 億円、総収入は約 22.5 億円、約 2.5 億円の黒字でした。総収入の内、約 14 億円は州政府の出

資、事業収入は約６億円、その他の収入が約 2.5 億円でした。約 200 人がスタッフとして働きます。 

1853 年に創設されたヴィクトリア植物標本館はメルボルン王立植物園内にあり、約 120 万点の標本を

蔵しています。植物の多様性や分類、進化、分子レベルでの植物系統分類、植物地理、植物保護や園芸等

の研究をします。ヴィクトリア州政府が携わる植物に関連した研究の重要な拠点でもあります。 

1998 年に設立されたオーストラリア都市環境研究センターはメルボルン州立大学内にあり、オーストラ

http://ja.wikipedia.org/wiki/1901%E5%B9%B4
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リアの都市とその郊外の生態を理解し、環境を保護し、多様性を維持する為の研究、教育、政策答申と顧

問活動をします。メルボルン州立大学の植物学部とメルボルン王立植物園及びクランボルン王立植物園と

一体となって活動します。学部生や大学院生の教育だけでなく地域社会の教育にも携わります。 

2001 年にデーム・エリザベス・マードック女史によって設立されたヴィクトリア王立植物園基金は遺贈

や寄付を集めて基金とし、基金を投資して得られた利益を王立植物園の運営資金にして王立植物園の将来

の経済的安定性を確保しようとする非営利組織です。 

1846 年に創設されたメルボルン王立植物園はヤラ川の南岸にあります。メルボルンの繁華街から歩いて

行けます。セイント・キルダ通りを南に歩いてヤラ川の橋を渡りアレキサンドラ公園に入り、クイーン・

ヴィクトリア公園とキングズ・ドメインをセイント・キルダ通りとほぼ平行に横切るバードウッド通りを

南に歩けばメルボルン王立植物園のビジター・センターに着きます。橋から１キロ程です。セイント・キ

ルダ通りを走るバスや市電でも行けます。 

38 ヘクタールの敷地には芝生の広場が幾つもあり大きな木が枝を好きなだけ横に伸ばしています。ベン

チに座って読書する人、芝生に寝そべる人、駆けまわる子供達、談笑する若者達、市民の生活の場になっ

ています。自生種、外来種の植物が 24 のグループにまとめられて植わっています。立派な木を眺めなが

ら、そして小鳥の面白い鳴き声を聞きながら、見晴らしの良い、池の傍のカフェテリアで食事、心地よく

便利です。竿で池の底を突いて進む平底小舟に乗っての案内や、月夜の案内、星見の案内、土星見の案内

など子どもや家族を対象とした案内もありますし、子供達が遊びながら学ぶ仕組の教育プログラムが幾つ

も用意してあります。園内９箇所で結婚式が開けるようになっています。パビリオンやテントが使えます。

市民の求める種々のサービスを営利事業として提供しています。 

メルボルン王立植物園後援会はボランティアと寄付を集め植物園の為のプロジェクトを企画し成就しま

すし、それ以外にも色んな催し物を通じて募金活動をする組織が幾つかあります。 

ヴィクトリア王立植物園運営局は数々の組織を縦に横に繋いで運営していますし、メルボルン王立植物

園も種々の援助グループを動員して市民の望みを適えています。過去の積み上げを大切にしながら、社会

の変化に対応しつつ、１００年先を見ています。多数が力を合わせて世の為、人の為に働く仕組みです。 

 
メルボルン王立植物園１ 

 
メルボルン王立植物園２ 

 

シドニーはメルボルンの北東約 900 キロ、M31 号線を車で走れば７時間程の所にあります。途中、緩や

かな丘また丘が延々と続きます。火事で燃えてしまったのでしょう、大きな木のある林はありません。春

に走ると広大な菜の花畑が次々と現れます。 

首都キャンベラからシドニーは約 300 キロです。シドニーとメルボルンを直線で結ぶとその線上に首都

キャンベラはあります。でも、シドニーとメルボルンを結ぶ鉄道は首都キャンベラを通りません。首都キ

ャンベラに行くにはヤス・ジャンクション駅で降りてバスに乗り換えて 70 キロ程南に走らなくてはなり
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ません。この駅は畑の真ん中にあり眺めはとてものどかですが何もなくて寂しいです。鉄道が近くを通過

してしまう首都は珍しいです。 

キャンベラにあるオーストラリア国立植物園は 1949 年に創設が始まり、1970 年に公開されました。ブ

ラック・マウンテンの山腹にあります。敷地面積は約 90 ヘクタールで、その内の 40 ヘクタールの土地に

オーストラリア自生の植物が集められています。残りの 50 ヘクタールの開発は予算待ちです。ブラック・

マウンテン・ドライヴを植物園から３キロ程登った所にブラック・マウンテン・タワーがあります。タワ

ーから南と東に、円、六角形、三角形を基調とする計画都市のキャンベラが展望できます。自然の植生が

ふんだんに残してあり緑豊かで町全体が公園のように見えます。バーリー・グリフィン人造湖と国会議事

堂、オーストラリア国立図書館、オーストラリア国立大学、国立美術館、国立博物館、国立図書館等が見

えます。北隣はキャンベラ自然公園です。 

ニューサウスウェールズ州の州都シドニーは深く入り組んだポート・ジャクソン湾の南岸に位置する人

口約 400 万人のオーストラリア最大の都市です。湾に突き出た岬ベネロング・ポイントの先端部にオペラ

ハウスがあり、その少し西側をアーチ状のハーバーブリッジが湾を横断しています。ベネロング・ポイン

トとその東隣の岬ミシズ・マックワリー・ポイントの間の小さな湾ファーム・コーブを取り囲むようにし

てシドニー王立植物園があります。ミシズ・マックワリー・ポイントの東はウラマル－湾（Woolloomooloo 

Bay）です。1816 年に開設されたシドニー王立植物園の 30 ヘクタールの敷地の南側にはドメイン公園の

芝生の広場があります。ミシズ・マックワリー・ポイントの先端部もドメインの芝生の広場です。この二

つの芝生の広場を繋ぐようにしてウラマル－湾岸沿いにドメインの芝生の帯があります。植物園の西側に

もドメインの芝生の帯があります。ドメインには芝生の広場だけでなく並木道や駐車場もあり、車や観光

バスの走れる舗装道路も通っています。ドメインの敷地は 34 ヘクタールです。州政府の一組織である植

物園トラストがシドニー王立植物園とドメインを一括して運営しています。植物園トラストはシドニー王

立植物園とドメインに加えて、マウント・トマー植物園とマウント・アナン植物園も運営しています。ド

メインに隣接して州知事の公邸や州議会、州立図書館、シドニー病院、ニューサウスウェールズ美術館な

どがあります。ハイドパークとセイント・メアリー聖堂が南接しています。オペラハウスからハイドパー

クの南端までが約 2.5 キロ、この 2 点を繋ぐ線の東側が公園・公館地域で、西側に高層オフィスビル街や

飲食店街、チャイナタウン、商店街などがあります。全てが一体となって上手く融合しています。見事な

構成です。 

色んな人が色んなことを思って色んなものを少しずつ付け加えていって町は大きくなります。付け加え

る高層ビルの一つ一つは美しくても町が見窄らしくなることもありますし、傾く建物もあるでしょうし、

スラムも現れるかも知れません。地域を再開発しようとすると絶対反対の人も出てきます。真っ直ぐに付

けたい道も曲がってしまいますし、鉄道が傍を通過してしまう首都もあります。どうしてシドニーの町は

上手く出来ているのでしょう。深い入江が多くあり、岬毎の土地利用が有利だったのかも知れません。当

初から良いマスタープランがあったのかも知れません。社会の一体感が強かったのかも知れません。 

週末にシドニー王立植物園に行きました。モースヘッド噴水のゲートから入園、大きな木が伸び伸びと

枝を張っています。木の下のベンチに座って読みものをしている人がいますし、木々の向こうにハーバー

ブリッジが見え隠れします。ハーバーブリッジを追うと手摺の付いた遊歩道に入り、植物園が段になって

いることに気付きます。手摺越しに下段を鳥瞰、芝生の広場に大きな樹冠が幾つも見えます。きわだって

大きな丸い樹冠が見えます。其の向こうには海が見えます。手摺の付いた遊歩道が尽きて、芝生のなだら

かな斜面を降りて行くと、樹の下のベンチで小学生の女の子がフルートの練習をしているのをお母さんが

見守っていました。きわだって大きな丸い樹冠の木は樹齢１００年のモートン・ベイ・イチジクの巨木で

した。ガジュマルに似た木です。 

http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%9B%BD%E4%BC%9A%E8%AD%B0%E4%BA%8B%E5%A0%82_%28%E3%82%AD%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%99%E3%83%A9%29&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%9B%BD%E4%BC%9A%E8%AD%B0%E4%BA%8B%E5%A0%82_%28%E3%82%AD%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%99%E3%83%A9%29&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%AA%E3%82%A2%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E5%9B%B3%E6%9B%B8%E9%A4%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%AA%E3%82%A2%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E5%A4%A7%E5%AD%A6
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オペラハウスは観光客で賑わっていましたが東側は無人でした。ファーム・コーブの海辺の遊歩道を戻

り巨木を楽しみながらミシズ・マックワリー・ポイントを目指しました。モートン・ベイ・イチジクの木

が何本もありました。色んな太さの木だったので機会ある毎に植えたのだと思われます。１００年経てば

立派になるぞと思いつつ植えたのに違いありません。ガジュマルも大きく育っていました。岬の先端部は

賑わっていました。観光バスが着いて、ハーバーブリッジとオペラハウスを背景に、みんな並んで記念写

真を撮りバスに戻ると次のバスが着きました。次々とバスが着きました。同じ写真屋さんが次々と記念写

真を撮っていました。 

二つの岬の先端部は観光客で賑わっていますがシドニー王立植物園は静かです。ジョガーは海辺の遊歩

道を走ります。それぞれに楽しめるようになっています。上手な構成です。 

二度めはハイドパークのモートン・ベイ・イチジクの素晴らしい並木道を南端からドメインに向かって

歩きました。セイント・メアリー聖堂の中を縦断してドメインに入りニューサウスウェールズ美術館を目

指しました。ここにもモートン・ベイ・イチジクの並木がありました。美術館の前を通って植物園の南東

の角のウラマル－・ゲートから入りました。 

オペラハウスの東、直線距離で約 5 キロ、車で湾に沿って走れば約 11 キロのところにあるニールソン・

シドニー湾国立公園からもハーバーブリッジとオペラハウスが美しく見えます。この公園にもモートン・

ベイ・イチジクの立派な並木があります。シドニーの郊外にあるセンテニアル州立公園にも大きな木が沢

山育っています。１００年先を夢見る人が多くの地にいたものと思われます。 

 

１１．私市植物園に思うこと 

私市植物園の敷地の大部分は今も借地です。これほど立派な植物園で借地しているのは他には見当たり

ません。将来の経済的安定性を確保する為には大阪市民や交野市民やその他多数の人の評価を良くしてお

くのが大切だと思います。その為には市民に憩いの場を提供すると共に植物園に適した研究で成果をあげ

なくてはなりません。 

寄付基金が有り余るほどあって将来の経済的安定性が確保できているアーノルド樹木園ですらボストン

市と協力して公園業務をしています。私市植物園も公園業務に励んで多くの人に憩いの場を提供するのが

良いと思います。その為には、まず多くの人が来園し易いようにしなくてはなりません。京阪の私市駅か

ら植物園の正門に至る道は狭くて歩道がなくてお粗末です。交野市にお願いして自動車に轢かれそうにな

らなくても植物園に入れるように改良して貰うのが良いと思います。 

京阪電車に頼んで交野線を延長し、磐船街道 168 号線と天の川を越したところに私市植物園駅を作って

貰うのも一案かと思います。植物園と交野市立いわふね自然の森スポーツ・文化センターの中間点あたり

が良いと思います。玉利さんの屋敷跡あたりに東門を作れば植物園に入り易くなります。駅の上にガラス

張りの食堂を作って、メタセコイアやヌマスギの木立を借景にすれば、沢山の人がそこで食べるようにな

るでしょう。 

大阪市営地下鉄の長堀鶴見緑地線は門真南駅まで来ています。これを植物園の北端まで延長して貰うの

も一案だと思います。もうそのように計画されているかも知れませんが、念の為に大阪市立大学が大阪市

交通局にお願いすると良いと思います。有志一同も大阪市や交野市に働き掛けると大阪市交通局もやり易

くなると思います。昔あった裏門の位置に北門を作るのが良いと思います。 

メルボルン王立植物園のように種々の組織を縦横に繋いで公園機能を強化するのが良いと思います。入

園料の徴収や、園内の清掃や警備、その他の公園業務は大阪市のゆとりとみどり振興局と交野市の環境部

にお願いするのが妥当だと思います。大学の得意とする分野ではありません。交野市内の公園になるわけ

ですから交野市の協力は必須です。交野市立いわふね自然の森スポーツ・文化センターと合同して利用者

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E9%98%AA%E5%B8%82%E5%96%B6%E5%9C%B0%E4%B8%8B%E9%89%84
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%80%E7%9C%9F%E5%8D%97%E9%A7%85
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の便宜を図るのも良いと思います。大阪市立長居植物園や大阪市立自然史博物館と密接な協力体制を築け

ば教育及び研究機能を強化出来ると思います。 

DNA シーケンシングの技術はどんどん良くなり、安く早く DNA シーケンスが得られるようになりまし

た。この DNA シーケンスを使って遺伝や進化や分類等の見直しが盛んになされています。そして種々の

成果が上がっています。色んな分野の多くの研究者が協力して、国際協力もして、研究は進んでいます。

植物の種類は多大なので且つ DNA シーケンスの解読には努力と経験が必要なので DNA シーケンスを用

いた研究は広がり、そして長期間続くでしょう。このような研究は私市植物園に適していると思います。

アーノルド樹木園やメルボルンのヴィクトリア王立植物園運営局やシドニーの植物園トラスト等と連携し

てこのような研究をすると良いと思います。協力すればお互いに得るところが大きく、無駄が減るでしょ

う。 

接ぎ木では、まず台木と穂木の削傷面に形成されたカルスが癒合します。そして台木は根からの養水分

を穂木に送り、穂木は光合成で生成された炭水化物を台木に送り、穂木と台木は共生します。削傷面に形

成されたカルスには穂木と台木の DNA が混ざっているに違いありませんからカルスの分子レベルでの構

造を調べれば接ぎ木雑種の発生条件の手掛かりが見つかるかも知れません。カルスの萌芽に与える影響の

調査も手掛かりになるかも知れません。台木の一番上の芽に穂木にある幾つかの芽の内の一番下の芽を接

ぐようにすれば芽と芽の間にカルスが出来て DNA の干渉が起こるかも知れません。接ぎ木では穂木の芽

を大切にして台木の芽は取り除きますが、接ぎ木雑種は台木の芽の方に発生し易いのかも知れません。台

木の根から穂木の芽に行く養水分には台木の味があまり付いていませんが、穂木の芽で光合成された炭水

化物の樹液には穂木の味が強く付いていると思います。台木の芽を残してその DNA を調べるのが良いと

思います。穂木と台木が同じ種の接ぎ木より、両者の種が異なる方が両者の DNA 間の距離が大きく DNA

の干渉が理解し易いかも知れません。 

DNA 間の距離の定義は数多くあります。進化や分類を研究する為に定義された距離が接ぎ木雑種の研

究にも使えるかどうかは疑問です。専用の定義が必要なのかも知れません。 

穂木と台木が異なる属の場合には接ぎ木は成功しないと考えられています。何故成功しないかをDNA

の違いで説明出来るかも知れません。DNA の違った部分を取り除けば接ぎ木に成功するかも知れません。 

たとえそれが電気屋の的外れの夢であっても、夢見ることは楽しいことです。的を射た無私の夢を描く

ことが実りある共同研究の第一歩だと思います。 

私市植物園も都市とその郊外の生態を理解し、環境を保護し、多様性を維持する為の研究、教育、政策

答申と顧問活動を大掛かりにするのが良いと思います。世界の食料問題も解いて欲しいです。そして学部

生や大学院生の教育だけでなく地域社会の教育にも携わるのが良いと思います。その為には植物園の近辺

に大学や研究施設や高校を誘致するのが良いと思います。色んな分野の専門家との共同研究がしやすくな

ります。キューガーデンやアーノルド樹木園やメルボルン王立植物園の分室を作って貰うのも一案かと思

います。インターネット付の宿舎とオフィスを提供すれば喜んで来てくれる若手の研究者がいると思いま

す。高校生や大学生にその人達の研究を手伝わせれば英語に堪能な専門家も育つでしょう。そして、ロン

ドンやボストンやメルボルンに私市植物園の分室を作らせて貰うと良いと思います。１００人程の研究者

が一団となって共同研究をすれば素晴らしい結果が出ると思います。私市植物園は其のような研究に適し

ていると思います。 
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第６章 

青春から私市植物園創設までの道程 

Pathway to the time Founding Kisaichi Botanical Garden 

 

南浦雅子 (Minamiura Masako) 

 

 

研究室での庵原遜 

 

父（庵原遜）は香川県東香川市小砂に７人兄弟の６番目で生まれた。祖父は軍人で（主計中尉－経理）

で文武両道の精神で育てられた。祖父は日清戦争に出征し凍った鴨緑江を歩いて渡ったそうである。祖父

の出里は庄屋で村中のサトウキビを集めて、牛に石臼を引かせて汁を搾り、大きな釜に入れ、一晩中煮詰

めて三盆白を作っていた。父もサトウキビをしがみながら火の番をしたそうだ。祖母は東香川市三本松の

勝覚寺の出身である。中学時代は毎朝剣道の練習に励んでいたそうだ。水泳も得意で馬篠の浜で沖の小島

を往復していたそうだ。 

中学を卒業して自主自立の道を目指して、台湾の師範学校に入学した。当時の台湾には、まだ山岳民族

間の抗争があって、友人とともにツル植物で作られた吊り橋を渡り、戦いの後を見に行ったそうだ。また、

校庭に植えられたライチの熟した実を食べて叱られたり、やんちゃな青春を謳歌したそうだ。 

師範学校を卒業して、台湾でも僻地の台南の小学校の教諭となる。ボーイスカウトの指導員にもなって

生徒たちを山歩きや海水浴に連れていったそうだ。その時の海水浴場がガランピ岬燈台のある浜辺で、そ

の燈台の風景画（友人作）」が我が家に飾ってある。 

その風景画は、私市植物園の正門より研究棟に続くシュロの並んだ広いなだらかな坂道の光景を彷彿と

させる。また、台湾の山岳地帯で木の切り出しにトロッコが使われていたそうで、父も友人たちと乗った

そうだ。 

創設初期の頃、正門前の天の川に橋を掛ける現場や、一の谷の池を掘る現場で土砂を運び出すためにト

ロッコが設置されていた。台湾での経験が生かされていたようだ。 

そして２３歳のとき、カレンダーの富士山の写真を見て「こんな僻地にいてはいけない」と気持ちを新

たにして、東京農業教育専門学校（現筑波大学）に入学した。この学校では相撲部に入り、友人たちから

「大飯食らい」というニックネームで呼ばれていた。卒業後、新潟県立女子青年学校の教諭となる。主に

農業指導をしたそうだ。雪の深い地域なのでスキーを始めたそうだ。直滑降が得意だったようだ。この地

で家庭を持った。 
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母の祖父は漢学者で、書道家であった。庄屋でもあったので、信濃川流域のツツガムシの撲滅に尽力し

た。祖父の武石貞松は堀口大学の父九万一と親交が深く、長岡市長呂の若宮神社に二人の銅像がある。 

 

 

図 6-1 長岡市長呂の地図 

 

母の父は北海道大学農学部の一期生でクラーク博士の Boys Be Ambitious! の訓示を受けて、その事を

語っては涙ぐんでいたそうだ。そんな影響を受けてさらなる学問の道を目指した。京都大学農学部に入学

した。長男を膝にあやしながら試験勉強したそうだ。並川功先生（蔬菜園芸）の門下生となった。 

最初の授業は各自の机の上にその当時では珍しいトマトが置いてあって、トマトを食べたら帰ってもよ

いという授業であったそうだ。京大農学部の先生方が父家族の暮らしを心配して下さり、家庭教師の口を

紹介してくださった。 

卒業後、京大付属農場（高槻市）で蔬菜園芸・果樹園芸・農産物加工の実地研修の指導員として勤務し

ていた。その官舎で長女（私）が生まれた。私が一歳の時に、大阪市立大学理学部から父の恩師である並

川功農学部長のところに滿蒙開拓団道場を植物園にする依頼があり、「体力・気力・技術力ともに優れてお

り、原野を切り拓くことができるのは庵原君しかいない」という先生のお墨付きをいただいて家族４人で

私市に赴任した。 

わたしはその時から６０数年私市に住み続け、植物園と里山を眺めてきた。当時、私市は、宮崎駿アニ

メの「トトロ」の舞台のような寒村であった。猪・狸・兎・リスが棲息し、青空には鳶がクルリと輪をか

いていた。里山では松茸も沢山取れていた。京阪交野線は単線で板張り箱状の電車が一両走っていた。JR

線（国鉄）では貨物用の汽車が白い煙を吐いて走っていた。 

父は手甲、脚絆、地下足袋の労働用の身支度で「俺が陣頭指揮を執らねば誰もついて来てくれない」と

言って、毎日植物園に出かけた。スコップ・ツルハシを使って、すべて手作業で進められた。道を付け、

池を掘り、正門前の天の川に橋が掛けられた。木組みの橋で、土を盛って踏み固められていた。大雨が降

ると穴が開いて川面が覗いて見えた。すぐに補修工事が行われた。土を運び出すのにトロッコが付設され

ていた。子供たちは珍しくて、作業を見ながら遊んだ。 

 

 



49 
 

 

図 6-2 滿蒙開拓団道場住居 

 

当時、植物園従業員用の官舎が天の川護岸に二軒長屋が四棟あり、私たち家族も住んでいた。夕方ドロ

ンコになって帰ってくる父の衣服を、水道がなかったので母は毎日天の川で洗濯した。父が一番風呂を楽

しみにしていたので、母は官舎の共同井戸から手押しポンプで水を汲み、バケツに何杯も木桶の五右衛門

風呂に運びいれて、薪で雨の日も風の日も湯を沸かした。靴が高価だったので、下駄をはいて作業をして

いた。母は強かった。毎朝夜明けと共にかまどでご飯を炊き弁当を作った。父は毎朝清潔な衣服を着て、

手弁当を持って元気よく出かけた。 

 

 

図 6-3 開拓団道場の平面図 

 

開拓団道場から引き継いだ家畜も飼われていた。現在の桜山に豚小屋とサイロがあった。その裾の物置

（現在も同じ位置にある）の一角に堆肥が積まれていた。現在の展示室の東向かいに長い農具小屋兼作業

場があり、その一角に黒牛が飼われていた。広い土地、若い現業員、家畜の堆肥もあったので、父は大学

で学んできた蔬菜園芸・果樹園芸の技術を生かして大規模に野菜・果実を栽培した。現業員の人達の健康

な食生活のために、各家庭に季節の野菜・果実がたくさん配給された。現業員の人達のおやつにも供され

た。私たちも山盛りのぶどうを食べ、廊下にはスイカがゴロゴロしていた。冬にはどの家庭も大きな樽に

白菜・大根の漬物を半年分くらい漬けていた。 

現場の仕事はすべて手作業であったので、現業員の人達の健康と和（チームワーク）が大切であった。

講堂の南横に広いグラウンドが整備されており、日曜日には草野球大会が行なわれた。講堂内には卓球台
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がセットされていた。子供たちも自由に遊ぶことができた。正月前になると餅つきをする各家庭を現業員

の人達がチームになって手伝いに回ってくれた。踊るように餅をつく愉快な若者もいて、活気に満ちてい

た。 

当時の日本は、電機産業や自動車産業が活発化する時代で、「地球に緑を」と叫ぶ人は少なかった。その

ため、植物園創設の予算は少なかったようだ。父は予算の少ない中でのやりくりの工事を進めていった。

用水路に使われたＵ字溝や橋などのコンクリート材などいろいろな資材は大阪市の払い下げのものを利用

した。今も当時のままの姿である。三の谷の道路脇の用水路に掛けられた小さな橋は一つ一つ形が違って

いる。自然の地形を生かしながら屋根あり谷ありの起伏の多い植物園が作られていった。 

造園を進めていく上で取り組んだことは「借景」である。「講堂のある高台から眺めた東前方の私市の里

山の光景が素晴らしい」と父は言っていた。その当時、修学院離宮や桂離宮の借景の庭園の見学に行って

いた。造園を始めて数年後、次に種苗の収集に取りかかった。山登りの好きだった父はキャラバンシュー

ズを履いて、リュックサックを背負い、水筒に飯盒を持って、日本の全国、北は礼文島から南は屋久島ま

で行脚して、その土地ならではの植物の種・苗を収集した。地元の営林署の許可を得たり、学校の先生方

や知人友人の協力を得て、日本全国の種苗が収集された。数年にわたり何度も出かけていった。その種苗

は苗床で育てられた。少し大きく育つとその樹にふさわしい地形の場所に植えられていった。どんな小さ

な樹にもラベルが付けられていた。ラベルには樹木名と科目名とが記されていた。入園料をとって開園し

てから大勢の人達が見学に訪れた。観光バスも来ていた。老若男女そして子供達も大きな声で木の名前を

読み上げながら散策していた。長い年月の間にラベルが多数紛失してしまったようだ。現園長の飯野盛利

先生が木の名前を特定するのに苦労されている。父は私市植物園に日本列島の樹林を再現したと誇らしく

語っていた。 

植物園創設の仕事を進める上で、いろんな場面でたくさんの方々のご協力とご助言をいただいたようだ

が4、特に京都大学農学部の先生方のところへ足繁く通っていた。いろんな材料・ノートなどを大切そうに

一番上等の風呂敷に包み、その日は緊張した面持ちで「行ってくる」といって元気よく出かけていった。 

父は東京農業教育専門学校に入学して東京に住むようになってから、よく映画を見に行っていたそうで

ある。特に西部劇が大好きで、ジョンウェイン、スティーブ・マックウィーンのファンであった。そして

西部開拓史のフロンティア精神に心惹かれたようである。植物園の創設、そしてまた晩年に JICA からの依

頼があってケニア・ナイロビのジョモケニヤッタ農工大学創設の仕事にも携わった。父の目指すフロンテ

ィア精神が創設の仕事への情熱と信念になったのだろう。 

 

テレビ出演の一齣 

                                                   
4 蔬菜園芸の並川功先生、果樹園芸の小林章先生、花卉園芸の塚本洋太郎先生などが挙げられる。 
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香川大学農学部花卉園芸教室教授の職を定年退官してから四年後、またもや挑戦の機会が訪れた。父は

フロンティア精神を発揮して快諾した。「キリンを見てこよう」と母に言った。ジョモケニヤッタ農工大学

創設の仕事に心あらたにして旅立った。工学部のリーダーが川口龍夫氏で、農学部のリーダーが庵原遜で

あった。この二人が年長者で若い人たちの相談役であり、取り持ち役であり、チームワークを円滑にする

役であった。自宅に若い人達をよく招いて、母が得意の腕をふるってご馳走し、和合の場を作って父をサ

ポートした。話し合いの場を作ってもらった父は、若い人達とよく真の海外協力とはどうあるべきかを語

り合った。物やお金を供与することではない、現地の人達が自分の力で生きてゆけるよう指導することで

ある。自分達で生産し将来にわたって生活が出来るようにする、ケニア・ナイロビの地に野菜や穀物を作

れるようにすることである。先ずは土壌改良から始めよう。このような目標を持って、着々と現地の学生

達とも協力しながら創設の準備が進められた。 

開校式の日には父も母も正装で出かけた。母はアフリカの空のように青い絹の着物に金糸銀糸で織られ

た西陣織の帯を締めていた。母の周りを沢山のケニアの人達が取り囲んで褒めてくれたそうだ。口々に帯

を Big Ribbonと言ったそうだ。 

開校式の日の午後、自宅でもガーデンパーティを開いてサーバントの人達を招き、フライドチキンを山

盛りご馳走したそうだ。彼らは拍手喝采で祝ってくれたそうだ。 

母はアフリカの乾いた空気、抜けるような青い空、飛ぶ白い雲、降り注ぐような星空、そしてナイロビ

の町を出ると、直ぐにサバンナが広がり（ナイロビ国立公園）、シマウマが群れをなしていたり、キリンの

親子がノソリノソリと茂みの中を歩いていたりする。そんな人と野生動物が共存している世界が素晴らし

いと心酔していたようで、帰りたくないと言った。母は来るときには「マニヤッタ（牛糞で固めた家）は

ゴメンダ」といって父を困らせていたのだが、しかしナイロビの住居は元の外交官の家だったので、母は

困らなかった。 

JICA から現地の人を雇用するようにと要請があった。日本からの支援金が現地の人まで届くようにと

いう配慮であった。父もサーバント（ドライバー・ハウスボーイ・アスカリ・シャンバー）に四人の若者

（男性）を雇い入れた。彼らは生活や旅先での安全面や防犯のことなどアドバイスをしてくれたそうだ。

買い物や食品のこと、虫や草に至るまで気をつけてくれたようだ。そのお陰で父も母も風土病にもかから

ず、一切の災難にも被害にもあわなかった。 

父が老齢のため。体調を崩して急遽帰国することになったが、その当日、彼らはガレージに集まってし

ょんぼりして涙ぐんでいたそうだ。別れを惜しんで見送ってくれた。 

父母はバオバブの巨樹がサバンナの地平線の彼方まで林立している広大な大地を見たり、ケニアの若者

たちの澄んだ瞳や純真な心に触れて、サン・テグウジュペリの星の王子様になったような心地で暮らして

いたのだろうと思う。後日、ケニアの自然は素晴らしかった、ケニアの人達と仲良く交流して、大変貴重

で有意義な日々を過ごしたと語っている。 

帰国後、体調が回復した父は、京都大学農学部の塚本洋太郎先生のご指示を受けて、茶花事典を執筆し

た。イギリスのキューガーデンの植物図鑑を翻訳・執筆した。タキイ種苗が刊行している園芸の雑誌に投

稿した。人生の最後まで植物学の道を邁進した。 

植物園における２２年間の在任中の前半は、過酷な肉体労働に耐え、後半はいろいろな実験を重ねて、

京都大学農学部から博士号（椿の接木）をいただいたのはまずなによりも健康であったからであろう。 

母は新潟県立女子青年学校において家政科を習得し、その手腕で栄養バランスの良い食事、そして清潔

で健康な生活を営んできた。 
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夫唱夫随の精神でいずれの任地にも同行して、父の心と体を守った。まさに内助の功であった。９３歳

まで自宅の庭を散策し、果樹の手入れをしていた。最後の夕飯まで母の手料理を食べ、明け方、母の胸に

抱かれて亡くなった。主治医の鶴保先生が大往生であったと言って下さった。 

葬儀は自宅で営んだが、植物園を退いてから長い年月が過ぎていたにもかかわらず、植物園関係者の方々

が遠路からも大勢参列して下さり、母をはじめ家族一同が感動しました。 

私市の原野から植物園創設に至るまでには、たくさんの男たちの汗と涙と勇気、辛抱、活力、人生を楽

しむ心があって、一弾となって出来上がったものであると深く感じ入りました。そして、父が創設の当初

に小さな苗木を植えながら「この木が育って大きな樹木になって立派な植物園になるまでには５０年、１

００年かかるんだよ」と言っておりました。大きな樹木、深い森そこに生息する鳥や昆虫、バクテリア、

生あるものすべての営みが観察できる緑の楽園である植物園が政治や経済の都合のために失われてしまわ

ないように、父の心とともに家族一同が祈ります。  
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第７章 

交野の自然を次の世代に 

Nature in Katano for the Next Generation  

 

辻 眞市 (Tsuji Shinichi) 

 

私市の植物園には、昭和60年ごろ長男が３歳ぐらいのとき、よく遊びに連れて行ったことを思い出しま

す。橋を渡って中に入ると、たしか広い芝生のところでシートを広げて家族でお弁当を食べるのが楽しみ

でした。 

私は自然の豊かな交野が大好きです。水がきれいで、空気もよく、士が肥えており米や野菜を作ってい

ますが、とても新鮮でおいしい米や野菜が取れます。長男１０才、次男７才ともにやんちゃな男の子で、

さかな釣り、昆虫採集が大好きな小学生でした。 

夏休み、天の川に水遊びに連れて行くと川に飛び込み魚を手づかみしたり、網ですくったりして元気い

っぱい遊んだ後、夜になると私市山手に行き、持ってきた懐中電灯を夜空に向かって振り回しているとカ

ブトムシが多い日には６，７匹も取れたことがありました。こんな調子だから家の中はカブトムシの強烈

な匂いと、次男が取ってくるトノサマガエルが水槽にすし詰め状態で、ゲロゲロとうるさいやら臭いやら

で、子供たちにとっては騒がしいけれども楽しい夏休みを過ごしていました。夏休みの終わりのころ、山

に遊びに行ったときの事「この大きな木はなんの木？」「おとうさんこの花めつちやきれいな花やな」と

本当に無邪気に話しをしてきます。きれいなものをきれいと素直に感じられたあの頃、本当に心温まる良

き時代であったと思っております。 

現在はどうでしょう。子供たちは学校が終われば遊びにいくのではなく塾が待っています。川に遊びに

行っても昔のように手づかみや網で取れる魚はいなくなりました。 

また、大量生産、大量消費で使い捨てになり物を大事にしない時代がきました｡山や川でポイ捨てのゴミ

があふれ､そのゴミを拾う人も少なくなりました。環境問題、これは人類共通の問題であり、あまりにも大

きすぎて、どこから始めたら良いか迷ってしまいます。 

私は目の前の身近な問題を家族と一緒に取り組もうと考えています。たとえば買った物を大事に使う、

ポイ捨てはしない、山や川、公園や道路でゴミを拾う、自然の中で遊び、自然と触れ合う等々、悪い環境

を良くするにはどうすればよいかを考えて行くことが重要です。 

また、私たちが日々使っている資源やエネルギーを抑え、樹木は二酸化炭素を吸収して酸素を作り出し

ています。地域の樹木を大切に守り育てていくことは地球温暖化に役立つことです。子供たちにそれを伝

えていき、交野の自然を守っていくことを継続することがわれわれの役目だと思っています。 
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第8 章 
庵原遜先生 in 香川大学 

Professor Ihara Yuzuru in Kagawa University 

 

五井正憲 (Goi Masanori) 

 

香川大学最終講義 

 

昭和47年5月、香川大学農学部は花卉園芸学講座の狩野邦雄教授を失った。当時、狩野先生は､ラン生産

の道を開く研究で学界の脚光を浴び、大学期待の星であったが、47歳で急逝されたのである。不幸にも、

当時の花卉園芸学講座には若年の助手しかおらず講座存続が危ぶまれた。この危機を乗り越えるため緊急

の教授探しが始まり、それに応じられたのが庵原遜先生であった。 

その頃、庵原先生は、交野市私市に居を構え、大阪市立大学理学部附属植物園建設の大黒柱として著名

であった。しかも、すでに還暦に近かった。どう見ても香川の片田舎まで出かける必要は何一つなかった。

後年その間の事情をぶしつけに伺った私に、先生は、「香川は私の出身地だから、故郷の大学で働いてみ

たい気持はあった。しかし、それよりも狩野さんが苦労して育ててきた講座の危機を見過ごせなかったか

らなあ」としみじみ話された。苦学力行、晩学であった先生の、ずっと年下の「大学」の先輩によせられ

た深い思いのこもる言葉であった。 

昭和48年1月、先生は長年勤めた大阪市立大学を辞し、香川大学農学部園芸学科花卉園芸学教授に就任。

定年までの約4年間、多忙な教授生活を送られることになる。 

香川時代の先生を語るには事欠かない。その中のいくつかを綴ってみたい。 

 

1．日常の姿勢 

先生の着任当時、学内には大学紛争の火が残っていて、教員と学生の間にトラブルが多かった｡先生は､

教員の代表の一人として血気の若手教員を率い、時には深夜にわたって、学生たちが納得するまで真正面

から対応された。至誠一貫あるいは誠心誠意、先生のこうした姿勢は一貫しており、おのずと教員にも学

生にも素直に受け入れられた。 

 

2．教育者の姿 

昭和40年代後半は香川大学農学部が急速に発展した時代で､教授が責任を負う教育の範囲もひろがって

いた。花卉園芸学講座教授の担当授業は、専門以外の植物学分野、農学一般、など数科目に及んでいた。

先生の専門は、園芸学的には挿し木や接ぎ木に関する繁殖学であるが、当然長く研鎖を積まれた植物分類
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学、生態学、分類学の造詣のほうが深かった。理学部植物園を離れてすぐ未経験の大きな責務を負った先

生は、朝から夕方まで膨大な資料と格闘しながら、講義ノートを作り説明資料を準備された。その頃は、

俗に謂う「黄色いノート」で毎年同じ内容の講義を繰り返す教授もあったが、青年教師のような先 

生の真蟄な姿は、それがそのまま「教育」であった。 

講座の責任者としても、先生には何の衒いもなかった。研究室には、学部学生、大学院生、研究生など、

常時 10名以上の若者がたむろしていた。先生は、「指導はするが命令や指示はしない」姿勢で学生達に接

し、春風飴蕩、大声を出されることは終になかった。また、日々の学生指導は若い教員に任せきりで、そ

れがとりもなおさず若い教員の教育と考えておられたようであった。 

３．研究者の姿 

先に挙げたように、先生は実験室にこもるタイプの研究者ではなかった。あくまで、実用、フィールド

ワークに重点を置く研究者であった。香川へ来られてからは研究どころではない日々であったが、それで

も、「モチノキ類の繁殖法の解明」はじめ花木類の繁殖に関する問題を卒業論文や修士論文のテーマとし

て与え、その進展を楽しみにされた。その研究成果を発表するわれわれの学会参加には必ず付き添い、み

んなの発表を確認することにも努められた。時間があるときには、県内外の貴重な古木・銘木を克明に調

査して歩かれ、それをまとめた退官講義で、先生は、現在に残る古木・銘木の価値とそれらが置かれてい

る環境の危うさを説かれ、われわれに足元の植物文化の再認識を促がされた。 

また先生は、よく山歩きに出かけられた。そんな折にも、阿讃山地の植物をよく観察しておられ、折に

触れてわれわれを啓蒙された。 

 

４． 運動家 

青年時代､剣道の猛者であった先生は､還暦を過ぎても溌刺としておられた。学生が出場する学内のスポ

ーツ大会、岡山大学との研究室交流会などでは、卓球、バレーボール、ソフトボールに率先出場し、想像

をこえた動きで喝采を浴びられたものである。 

2年目以降は、夏休みや夕方の空き時間に学生達を体育館に連れ出し、2時間近くも卓球に興じられた。

まさに驚異的な体力の持ち主であった。 

 

５．仕事をはなれた日常 

香川での生活は、高松市内の公務員住宅における奥様との静かな日々であった。夫唱婦随のお二人は、

休日になると弁当持参で出かけ、先生の故郷を訪ねたり、花や景色を見てまわり、ときには山野のワラピ

やタケノコ採りを楽しまれた。 

 

６． おわりに 

庵原遜先生は、教育者、研究者としての確固たる信念と矜持を持ち、誠意と並はずれた体力とを武器に、

常に正道を歩いた人であった。 
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第9 章 
植物と共に歩んだ祖父の一生 

The Whole Life of my Grandfather with Plants 

 

藤本葉子 (Fujimoto Yoko) 

 

私は、木の多い庭で育ちました。メタセコイアの木が立ち並び、その下には、八朔の木、サザンカの垣

根､春には梅が咲き、秋には、柿や栗の取れる庭です。祖父がこの家を建てたときから、少しずつ多種多様

な木を植えて、作った庭です。 

そう、祖父は、植物園を作る仕事をしていたのです。大阪市立大学埋学部附属植物園です。創園当時か

ら、北は礼文島から、南は屋久島まで、種や木の苗を求めて駆け巡り、日本全国の木の生態を、一カ所に

集約したような、学術的な、植物園を目指し、日々尽力していたと、母に聞ました。なので、そのとき集

めたものを、庭にも整然と植えてあるので、さながら、ミニ植物園です。 

私市植物園には、私も幼稚園や小学校の頃に、遠足でよく行きました。友逮とも、何回も遊びに行きま

した。大きい広場があったり、谷があったり、山を登ったり、起伏があるなかに、色々な木が立ち並び、

高台に出ると、交野の山並みが見えるところがあり、とても気持ちいいのです。 

まず園に入ると、広々とした空間が広がり、ヤシなどが植られているのが見えます。並木のある坂道を

上がると、楠の大木のある広場に出ます。メタセコイアやヌマスギの林を抜けると、多種多様な木が植え

てあるので、ぐるっと一周回ってくると、異国に行った気分になります。散策するにもよいし、色々な木々

を観て回るにもとてもよい植物園なので､ずっと残して欲しいと思います。 

祖父の植物園の建設当時から、借地の問題が解決せずにいたので、非常に心残りであったとは思います

が、その後番川大学の農学部に教授として呼ばれ、四国に渡りました。祖父のふるさとです。私はそのこ

ろ１歳で、母のお腹には弟がいて、早産しそうだったので、100日程の間、高松の祖父、祖母に預かっても

らうことになりました。もちろん、記憶にはありませんが、讃岐うどんを食べさせてもらったり、祖母が

絵の教室に行っている間、幼稚園で遊ぱせでもらったりしたそうです。 

そのころ、祖母の話では、香川大学の人に頂いたベランダに置いてあった、盆栽のきれいな花の咲く、

藤の木を私が何回も引っこ抜くので、枯らしてしまったそうです。おじいちゃん、ごめんなさい！ 

63歳で教授を退官した後、私市に戻りました。庭には、樹木の他に、祖父はたくさんの種類の野菜を植

えていました。夏にはキュウリやトマト、冬には、その当時でも珍しいブロッコリー、カリフラワー、芽

キャベツ等々。その頃まだスーパー等では見かけない野菜だったので、友人の家に持って行くと「珍しい」

と喜ばれました。 

祖父は京都大学農学部で培った蔬菜園芸の技術があったので、試験的に植えているものもあったと思い

ます。夏は大変でした｡私の苦手な野菜が、祖父の技術によゥて、それはそれはよく実り、オクラやミニト

マト等、じゃんじゃんなります。でも、いい野菜を食べ続けて美味しさも分かるようになり、嫌いなもの

も克服し、今の今まで、大病することなく、ほとんど風邪もひかず大変健康なので、結婚した主人にも、

「あんたの一族は健康やなあ」と喜ばれています。 

土作りから始めて作った野菜は、収穫の時にとてもいいにおいがします｡子供の頃に、一年中祖父の野菜
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作りが見られたのは、とても幸運だったと思います。  

その後、祖父は、国際協力事業団のケニアのジョモケニヤッタ農工大学の創設のため、アフリカに渡り

ました。祖父は、そこから英語を勉強し直し、準備していたのを覚えています。６５歳を過ぎていたんで

すよ。誰かのために何かやってやるという情熱は、年を経た今、敬服するばかりです。 

最初、その話があった時に、祖母は大反対で、絶対行きたくないといっていたのを、私の母が、「おじ

いちゃんの農業の技量と情熱が発揮できる最後のチャンス」と説得し、揃ってアフリカに行くことになり

ました．当時は未開の国に行くのは勇気がいったでしょう。なにせ、今から３０年以上前の話で、インタ

ーネットもなく、ケニアがどのような国かも調べられず分からないのです。牛糞を盛り上げて、乾かして

作った家もあるらしく、どのような暮らしになるか、不安だったでしょうね。でも、周りには各国の大使

がたくさん住んでいる地域に、立派な広い家にサーバントを４人も雇って、祖母は、アフリカを祖父以上

に満喫して帰ってきました。祖母は、アフリカの絵もたくさん描いて帰ってきました。 

私が小学２年生の夏休みに、祖父が家族みんなをケニアのナイロビに招待してくれて、２週間ほど滞在

しました。私も、アフリカとはどんなところなのか・・・キリマンジャロという高い山に、サバンナが広

がっていて、ライオンやキリンがたくさんいるイメージしか湧きませんでした。 

アフリカには、香港－タイ・バンコク－インド・旧ポンペイ（現・ムンバイ）と乗り継ぎ、ナイロビに

入りました。２４時間かかりました。遠かったです。飛行機から見えた、赤土の大地が印象的でした｡飛行

機を降りて､祖父の家までの間､ナイロビの都市を抜けて車で移動したのですが、30年前には既に高層ビル

の立ち並ぶ都市でした。私市なんかより、ずっと都会です。びっくりしました。アスファルトの整備され

た道路を移動中、「ここには、ライオンや、キリンは出てこないのか」と聞きましたが、愚問でした。都

会に動物が出てくるわけがありません。滞在中、マサイ・マラ国立保護区やアンポセリ国立公園に行きま

した。ここに、行く前に想像していた風景が広がっていました。が、想像以上のスケールです。どこまで

も広がるサバンナに、はるか遠くに見えるライオンや象の群れ、そして、何にも遮られるものもないサバ

ンナの向こうに見えた、赤い色のキリマンジャロは幻想的でした。日本とは、植生がずいぶん違うなと感

じました。土や草や木々等まるで違うのです。もちろん、気候も違います。そこで、農業を現地の人に教

えるというのは、祖父はやはり大変だったと思います。 

サーバントにマサイ族の人がいて、門番のサイモンの里に行きました。赤土にバオバブの木が所々ある、

乾燥した土地です｡家は、牛糞を乾燥Lて作ったものでした。民俗衣装に槍を持っていました。狩猟民族で

す。日本とは文化のレベルに差があると感じました。里に帰るのも一つの道ですが、所得の面では，日本

とは桁が違う。祖父は、サイモンに門番で終わるのではなく，勉強して学校に行くように薦めました。英

字新聞を毎日渡したそうです。その後、サイモンは大学に進学したそうです。数年後、手紙が来ていまし

た．マサイ族はビーズがその民族の財産だそうで、祖父と祖母はサイモンの家族に感謝されて、ビーズの

ネックレスをもらったそうです。サイモンのお母さんに感謝されて、牛を一頭あげるといわれましたが、

それは、私市で飼うのは無理だったので、断ったそうです。 

祖父は、植物や樹木を育て、植物園の創設、大学の創設などに情熱を注ぎましたが、人の教育にも力を

入れていました。たくさんの人を育てたと思います。台湾で学校の先生をしていたときから、生徒さんに

は慕われていました。私市の家にいるときも、色んな生徒さんが慕って訪ねてこられました。 

植物、樹木、人を育てて結果を出すには時間がかかります。「人も直物も手をかけ過ぎても、かけなさ

すぎてもいけない」と言っていたことがありました。すぐに結果が出る訳ではありませんが、それでも、

祖父はあきらめずに、粘り強く、ずっと情熱を持ち続けて、一生を送ったんだと思います。 

私も、小学生のときから高校生まで、祖父に勉強をみてもらいました。祖父は算数、理科から英語、国
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語、それに漢文も得意で、古典も一緒にみてもらいました。今思うと、どの教科も見てくれる祖父はすご

いなと思い返しています。その後、私は京都薬科大学に進学して薬学部で学び、国家試験を受けて薬剤師

になりました。祖父もとても喜んでくれました． 

今、小学一年生の双子の子供がいますが、祖父程、勉強を見てあげられるとは思いませんが、祖父のよ

うな情熱を持って、育てたいです。 

今住んでいる町は、たくさん木が植えられていて、メタセコイアの並木があり、私市を懐かしく思う風

景が広がります。所々、クロガネモチやヤマモモ、ハンノキが植えてあって、植物園を思い出します。こ

の並木を見たら、祖父はどんな感想を持つのかなと思います。 

祖父は府民の森にハイキングに行くのも好きで、私たち家族もよく一緒について行きました。木々や植

物を観察しながら山登りするのです。祖父は、どこへ行くにも研究熱心でした。ちょうど、６月のこの時

期は、ササユリという、ピンクのきれいなユリが咲くので､傍示の里に採りにいきました。庭では育たない

のです。祖母はこのユリが好きなので、よく絵にも描いていました。祖父は足腰が丈夫だったのですね。

高齢になっても、畑仕事をしたり、ハイキングに行ったりしていました。 

 祖父の植えた木は、どれも大きくなりましたよ。花梨は枝がしなるほどたくさん実が付き、柿や栗もた

くさん取れ、なかなか実がならないゆずは、昨年はずずなりで、私もずいぶんと魚や肉にかけたり、ドレ

ッシングにしたり、ゆず三味の日々でした。「桃栗三年、柿八年、ゆずのバカヤロウは三十年」というそ

うです。ずずなりのゆず、祖父も見たかっただろうな、と思いながら、祖父の植えた木の恩恵を、今も受

けています。 
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第10 章 

地域の人々と私市植物園 

The Local People and Kisaichi Botanical Garden  

 

戸川良子 (Togawa Yoshiko) 

天の川を渡ると大阪市立大学理学部附属植物園に行きます。緑の森林がそびえる道路を平素はなんとも

思わず、美しいなあと通り過ぎました。広々とした土地には四季折々、地域のみんなに自然の変化を見せ

てくれます。私市に住む私は遠い昔家族中でおにぎりを持って大木のしたでいただき、植物園で楽しい一

日を過ごしたこと、また、愛犬も連れて家族と一緒にいたあの日をいま思い出します。 

拓殖訓練道場の時かと思いますが、私の家に土屋閣下とおっしゃるお方がお住みになり、毎日いまの植

物園から馬を連れて閣下をお迎えにこられたことなど、母から聞いていました。そして、植物園になって

から私の家に玉利幸次郎先生ご家族がお住まいいただいた日々、木々や花のお話をしてくださったことを

思い出します。先生の研究で「幸玉いちご」が生まれ、甘いイチゴが私市の畑に植えられました。あちこ

ちの地域からイチゴ狩りに来られました。幼稚園児も小学生もイチゴ狩りに賑わう私市でした。 

植物園があり、この地域が元気づいて活気あふれる町でした。校外学習・園外保育で植物園に来て、遊

びの中で学ぶことができました。大きなどんぐりやメタセコイアの巨木を見て、子供たちはあんなに背が

高くなりたいなあと話し合って歩いたことなど、地域の学習の場として見学させてもらった植物園です。 

このような体験をされた学生さんたち、森林の中の広場で遊んだことをいまも心に残っていることと思

います。いつまでもこの植物園があり、美しい自然を味あわせてくれることを思ってやみません。 
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第11 章 

祖父の情熱 

My Grandfather’s Pasion 

 
        南浦 明 (Minamiura Akira) 

 

 私が幼少期を過ごした私市にある祖父（庵原遜）の庭は、珍しい植物が植わり、果樹や野菜が栽培され

一風変わった感じだった。おかげで四季の移ろいに合わせ、新芽が出たり花が咲いたり実がなる様子を眺

め、集まる昆虫や蛙を捕まえるのに忙しい日々を過ごした。 

 裏庭には大きな柿と栗の木があり、中学生のころから祖父に剪定を教わりはじめ、今も私の年間行事に

なっている。幼かったころの私は普通だと思っていたが、年に数回帰省する近頃は、屋根の上で柿の枝を

切りながら庭を見渡し「やはり植物学者の家なんだな」と感じる。 

 大阪市立大学理学部附属植物園（私市植物園）は祖父のライフワークだ。北は北海道から南は屋久島ま

で日本中の標本となる植物を採取して行脚し、植物園内に丁寧に植樹していったそうだ。私が生まれる前

のことで、当時は便利な機械や道具がない中で、山あり谷ある中をスコップで進めていく作業は大変なも

のだったと思う。プロジェクトを前進させたエネルギーは、祖父の「百年たったらいい植物園になるぞ！」

というはるか先を見た情熱であり、今でも私に新鮮に伝わってくるように感じる。 

 結果が出ない仕事は精神的にタフでなくては務まらない。短期的に結果の出る仕事や中長期にわたって

結果を出す仕事を織り交ぜなくては参ってしまうと企業に勤める身になると感じるが、”百年”先をみる仕

事はなかなか想像できない。 

 祖父の情熱は人を育てることにも向けられた。若き日は台湾の師範学校で過ごしたし、晩年はケニアで

ジョモケニヤッタ農工大学創設のため陣頭指揮をとり尽力した。当時ケニアという国のイメージといえば

牛糞でつくった家に人々は住んでいるらしいぞ、くらいのもので、高度成長を遂げつつあった日本の文化

的な暮らしとは程遠いものだったろう。戦争を生き抜いた祖母（庵原トシエ）でも一歩踏み出すのに相当

な勇気が必要だったと聞いている。渡ってみれば、首都ナイロビで広い農園付きの旧外交官宅と 4 人ほど

のサーバントを付けてもらい祖母はうれしかったそうだ。 

 

 

ケニア国立ナイロビ公園にて 

 

 祖父は私たち家族と、アメリカに住む伯父（庵原悟）家族を招いてくれた。遠い道のりに幼かった私は
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インド洋の上空で降りる！降りる！と言って母（南浦雅子）を困らせた。到着すると日本とはあまりに異

なる景色に驚き、夕日を背にキリンや象、シマウマたちが水を飲む姿、はるか遠くまで広がるサバンナ、

そして満天の星空に全員が感動した。祖父は家族サービスもこなし、一安心して現地で自分にできること

はなんだろうかと考えたであろう。経済的支援ではなく、現地の人々が自立して繁栄していける道筋を示

したかったのだと思う。 

 
ツルカナ湖に行く機中にてロンゴノット火山を見る 

 

私も大学入学まで祖父によく勉強をみてもらった。私は祖父の人生で最後の生徒にあたることになる。大

学受験を控えた高校 3 年生のころは毎日のように祖父の書斎に押しかけ、日本語に訳してもよくわからな

い難解な受験英語や古文、漢文などに一緒に取り組んでもらった。それまでの遅れを取り戻すべく、はち

きれんばかりに頑張る私のストレス解消にと、大阪城公園が見渡せるレストランでの食事や、平安神宮の

薪能などに誘ってくれたのも祖父だった。当時友人達の誘いは断っていたが、祖父の誘いには素直に応じ

出かけられたのは、祖父のメリハリをつけ、遠くを目指し、目先のことに動じない落ち着いた対応にどこ

か安心できたのだと思う。 

私は結婚披露宴の席で、祖父の庭でとった写真を使い自己紹介した。枇杷の実がついた枝を手に握りし

めご機嫌な幼少期の私と姉の後ろに写る標本植物がまだまだ若い。 

 

 
姉と共に 

写真から 30 年が経った。私も姉（藤本葉子）も私市を離れたが、子供達に恵まれ日々奮闘しながら、

将来の子供達の姿を想像する。祖父の木々達は立派に育ち、着実に“百年”に向け前進している。 

 

  



65 
 

第12 章 
自然と都市の創造性 

「社会文化デザイン・コレジアム」の創設 

 

Research and Education for Nature and Urban Creativity: Founding the Collegium for  

Social and Cultural Design  

 

岡野 浩(OKANO Hiroshi) 

これまでの経緯と新たな目標 

都市研究プラザは、2006年の設立時から、GCOEなどによって包摂型創造都市の研究を行い、学部・大

学院生を通して多様な人材を育成し国内外に送り出すとともに、都市研究における海外の主要研究者や国

際機関、芸術家などの専門家とのネットワークの構築によって、社会科学・人文科学系の国際ジャーナル

City, Culture and Society（エルゼビア社）やAUC（Association for Urban Creativity, 都市創造性学会）

を立ち上げてきた。 

さらに、上海や台北、香港、バンコクなどのアジアの諸都市やメルボルンにおいて海外サブセンターを

設立し、オックスフォードやモントリオール、ミュンヘン、ロンドンなどにCCSの編集拠点を置き、エル

ゼビア社との密接な関係を構築してきた。こうした活動は徐々に国際センターに移管されており、全学レ

ベルでの貢献を示している。 

こうした状況を踏まえ、第４ユニット「国際プロモーション」を「国際・社会デザイン」ユニットと改

称した上で、より社会・文化開発、そのデザインニングに焦点を置いた活動を行う研究拠点として、「都市・

文化デザイン コレジアム」を設立し、これまでの都市研究プラザの経験と基礎としながらも、本学におい

てこれまで手薄であった、スカンジナビア諸国・スイス・イスラエル・アフリカ・北南米（アメリカ・カ

ナダはもちろん、ブラジル・アルゼンチン・コロンビアなど）を含めた、国際ネットワーク組織を構築し

たい。 

 

大阪市立大学・都市文化デザイン コレジアム 

（大阪：梅田・長居・鶴見緑地・交野など） 

 

背景と課題 

本年６月 NY での国連総会において、「文化多様性の尊重」が 2015 年以降における国際連合（UN）ア

ジェンダのトップに位置づけられた。文化が包摂的で公正かつサスティナブルな成長と発展にとって最も

大阪 
（長居・鶴
見緑地・交
野・八尾な

ど） 

スカンジ
ナビア 

イスラ
エル 

インド 

スイス 

パリ・
ベネチ
アほか 

北米・
南米 
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尊重すべきことが主張され、2015 年から実施されようとしている5。 

都市研究の高度化と文化の多様性の深まりは、一方では豊かな都市生活を創出するとともに、他方で、

文化と文化の衝突が顕著となり、政府間の紛争が勃発し、市民による経済活動や移動（観光）にも暗い影

を落としている。これに自然災害の脅威および原発問題が加わり、様々な都市問題を誘発する懸念が広が

っている。国家レベルの政治的解決も重要であるが、課題が山積しており、UN などの国際機関も、国家

間の政治的駆け引きによって、その解決が阻まれている。 

 

新たな方針と方法（文理融合、定性・定量分析） 

こうした状況を打開するため、UNESCO、ICOMOS、UNCTAD、UNDP、UNEP（大阪・鶴見緑地）

などの国際機関やストックホルム大学、SciencesPo（パリ政治学院）、ロンドン市大、LSE、NY 市大、ウ

プサラ大学、チューリッヒ大学などとの提携により、「都市・文化デザイン コレジアム」(Collegium for 

Urban Culture and Design, UCD)（PFIなどの手法により）（UNESCO研究センターを併設）を設立し、上記

の問題について正面から解決に繋げる理論および実践を生みだすとともに、国際機関の職員や国際公務員、

社会起業家、NPO 代表などを志望する人材を育成したい。 

ここでいうコレジアムとは、大学など従来の研究機関には存在しなかった、先端的な領域の第一級の研

究者を（半年程度）招聘し、社会・人文・自然科学、および芸術・文化を融合する研究の推進と生活（食・

住）との連結を実現するための組織体であり、中長期的な視野によって新たな研究を推進する組織を意味

するものである。 

ここで芸術・文化は３つの科学領域を結びつける連結環として最重要の価値を与えるものである。とり

わけ、自然、生態、植物、動物などと文化の多様性の保持に重点が置かれる。教員と学生が寝食を共にし

ながら小論文で知の交換を行う、オックスフォードやケンブリッジの「コレッジ」での教育の、（一流）

研究者育成版であるともいえる。 

こうしたことを推進するためには、国際機関と NGO/NPO、そして市民との関係性の再構築や、そのた

めの理論を構築することが必要である。 

これを行うのは、社会科学や人文科学だけでも不十分であり、また、とりわけ最近において、研究資金

の授受問題や科学論文の投稿などにまつわる研究者の倫理の問題など、多くの問題が噴出している。これ

らは、研究者個人のモラルの問題というよりも、組織的および社会的なレベルの問題（引用インデックス

の個人業績評価への編入問題など）学術ジャーナル本来の問題性が関わっており、学術研究・教育の在り

方を根底から揺るがしかねない問題を含んでいる。こうした問題に対処するためには、トムソン・ロイタ

ー社によるインデックスの体制やエルゼビアなどの国際学術ジャーナルの編集体制、データ実験データな

どの再現性の確保など、多くの解決すべき課題を抱えている。 

科学哲学の泰斗、B・ラトゥールや M・カロンのアクターネットワーク理論（ANT）6を下地にしながら、

これを乗り越える「文理融合の仕組み」や研究リスクマネジメント、新たな「科学コミュニケーション理

論」などの構築を目指していきたい。 

 

なぜ UNESCOと提携するか 

UNESCO は文化・教育・科学の主要三領域において様々な研究活動を行い、世界の研究・教育機関か

                                                   
5 ただし、アメリカに代わり中国が UNESCO を始め国際機関のリーダーシップを財政的に支えており、本年５月１７日に

中国・杭州で採択された『杭州宣言』ほかにおいても顕著であることに注意すべきである。 
6 『科学論の実在：パンドラの希望』産業図書、2007 年。『虚構の近代：科学人類学は警告する』新評論、2008 年。 
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ら人材・知識を受け入れるとともに、研究・教育機関にそれらを供給してきた、いわば学術人材のハブ的

な役割を果たしてきている。 

また、UNESCO は国連組織のなかで常任理事国制を採用していない機関であり、アカデミズムの独立

性からも親和性があること、また、国際学会 AUC の幹部の８割が UNESCO 基金教授か UNESCO アド

バイザーであり、CCS の２人の新エディターは双方ともこれにあたり、多くのパイプが存在していること

もあげられる。 

さらに、CCS では、バンダリン副事務局長をゲストエディターに迎え（第 2 巻第 3 号､2011.9）、第 3

巻第 4 号（2012.12）からは新コーナーとして世界の創造的人物や都市、地域に焦点を当てる『都市創造

性フォーラム』をバンダリン氏とともに立ち上げており、本年 6 月にロンドンで開かれた AUC 会議でも

基調講演をしていただくなど、一定の信頼関係をすでに構築している。 

また、２０１４年８月から、バンダリン副事務局長を CCS の編集長(Editor in chief)に招き、UNESCO

だけでなく他の国際機関やスウェーデン王立科学アカデミーや世界の学界との関係のさらなる強化を図り

たい。 

こうした UNESCO との包括的提携が達成されれば、本学の学生・院生の研究・教育の観点からも、国

際機関への就職や研究テーマとして関心を持たせることに資することができ、UNESCO への拠出金の高

さ（世界２番目）にかかわらず、人的な貢献は韓国よりも少ない現実を変えることが可能となるであろう。 

 

実施ステップ 

(1) UNESCO（８月よりベネチア建築大学）からバンダリン氏、スウェーデン王立科学アカデミーからノ

ルビ教授、スウェーデン先端研究コレジアムからウィトロック教授、AUC からプレテセーユ教授、チ

ューリッヒ大学からトムセン教授、インドからアーメダバード大学・イノベーションデザイン研究所

所長ヴィクラム・パーマー教授（オランダ・デルフト大学修了）を大阪市立大学・特任教授に招聘し、

「スカンジナビア研究部門」、「スイス研究部門」、「アフリカ研究部門」および「南アメリカ研究部門」、

「インド部門」を設立する。世界でも歴史のある大学のコインブラ大学（ポルトガル）やボローニア

大学、バルセロナ大学なども重要な候補である（HQ は大阪、シンガポールかロンドン、パリ、LA な

どが候補）。 

(2) ベネチア建築大学・スウェーデン先端研究コレジアム（ウプサラ）、ロンドン市立大学・SciencePo（パ

リ政治学院）・UNESCO パリ本部・UNCTAD ジュネーブ、に海外リエゾンオフィス（センター）をつ

くる。 

(3) 大学統合以降は、私市植物園の敷地内や鶴見緑地、長居の大阪市立自然史博物館などの敷地内に『都

市・文化デザイン コレジアム』を（PFI などの財務手法を駆使することによって）設立し、文理融合の

都市科学研究の総合化を目指す。ここで重要なのは科学哲学と社会学、生態学である。大学附属植物園

としては、チューリッヒ大学附属植物園、オックスフォード大学附属植物園、ライデン大学附属植物園

（シーボルトハウスと連携）、メルボルン大学附属植物園、ウプサラ大学附属植物園（リンネ） 

(4) 地域的には、これまで手薄であった、スカンジナビア諸国、スイス、旧フランス宗主国のアフリカ諸

国、南米に焦点を当てる。HQ は大阪と欧米の都市、シンガポールや香港などのアジアのハブに置く。 

 

(5) エルゼビア社と UNESCO を交えた共同プログラムを立ち上げ、生命科学をはじめとする研究の倫理

にかかわる諸問題を解決するための、国際学術ジャーナルの編集のあり方の見直しなどのプログラムを

推進する。国際ジャーナル CCS を基盤に、UNESCO とのモノグラフシリーズの共同発刊(UNESCO, 
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Elsevier, OCU)なども行い、世界の研究者・国際公務員の滞在・研修プログラムを実施し、大学統合後

の都市経営研究科の目玉の一つにすることにもつなげていきたい。 

(6) 滞在型研究機関を目指し、海外からの滞在を容易にするため、研究・生活一体型の設備を立ち上げる

（京都・神戸・奈良などへのアクセスのため、大阪中心部に HQ を置くことが重要であろう。（国立共

同利用施設で、博士課程を有する「国際日本文化研究センター」（京都市）のレジデント制度にならいつ

つ、正規研究者と海外からの滞在研究者割合をさらに高めることを目指す（同センターの 50 対 50 でな

く、海外を 70 まで引き上げる）。 

 

当初の専門分野 

創造都市・（植物）生態学・エスノボタニー、文化遺産学・（文化）人類学・都市計画・都市マネジメン

ト・交通システム・水（上水・下水）・空気（森林学・環境学）・貧困経営・都市と紛争(平和学)、国際開

発、科学哲学、研究倫理、学術コミュニケーション論、自然学、世界遺産と創造都市ネットワークとの融

合、貧困経済・社会文化・危機・リスク管理・アントレプルヌールシップ論、産業遺産の保全・利用、国

際都市・文化・社会情報アーカイブ構築など 

 

活動例 

１．招聘フェローを年限２年で世界から招聘し、滞在中に著書や論文を投稿し、アカデミー滞在中の研 

究成果であることを銘記してもらう（過去の招聘フェローリストおよび業績を蓄積する）。 

２．国際機関・研究センター（スカンジナビア諸国などのコレジアム）との提携を促進する。 

３．新領域、および学際的な学会の設立を促進する。 

４．国際シンポ、サマースクールなどの企画・実施を行う。 

５．若手研究者滞在プログラムを実施する。 

 

組織（委員会）体制 

・ナショナル・ボード（運営委員会） 

・アカデミックボード（世界水準の研究者）（海外のコレジアムとの連携を図る組織） 

・招聘フェロー会議 

・編集会議（研究の蓄積・公表を重視） 

・国際学会支援会議 

・シンポジウムボード（国際シンポ、サマースクールなどの企画・実施） 

・若手研究者滞在プログラム 

・その他プログラムをいくつか立ち上げる  

 

プログラム・研究テーマ例 

１．植物学から見た都市の創造性：キューガーデン・パリ植物園・世界の大学附属植物園を創造文化論・生態学によって結

ぶ 

２．平和と都市：創造的ベンチャー企業の立ち上げ支援 

 インド 中国 タイ カンボジア （国立シンガポール大学にオフィス、Lily Kong教授 

 担当） 

３．都市部・里山・奥山との連携システムの構築（トヨタ自動車の支援によりタイ、イン 
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ド、アフリカ諸国） 

４．創造都市ネットワークに関する国際機関間のコラボレーションの調整システム 

５．世界遺産の選定プロセスにおけるイコモスの役割：学術メンバーとその他のメンバー 

との関係性 

６．国民経済計算と文化産業（国家間のコラボレーションの計算） 

７．自動車の社会性・デザイン・ハイブリッドカーや電気自動車の高度化（災害時の活用 

法の改善） 

８．スイスの核シェルター（国民 100％整備されている）のメンテナンスと都市生活との関 

係、日本での可能性 

９．ノーベル賞の推薦プロセスにおける国際ネットワーク分析（カロンやラトゥールの ANT分析） 

１０．外部資金の授受に起因する、研究リスクのマネジメント体制の確立について 

１１．イスラエルにおける学術ネットワークの歴史・現状・方向性 

 

・コレジアムの文化的背景 

カール・フォン・リンネ（Carl von Linné、1707 年 5 月 23 日 - 1778 年 1 月 10 日）は、スウェーデンの博

物学者、生物学者、植物学者で、ラテン語名のカロルス・リンナエウス（Carolus Linnaeus）でも知られる。

「分類学の父」と称される。 

1735 年に出版した『自然の体系』（Systema Naturae） 

 

リンネは、それまでに知られていた動物や植物のデータを整理して分類表を作り、著書『自然の体系』（Systema 

Naturae、1735 年）で生物分類を体系化した。そこでは各種の特徴を記述し、類似する生物同士の相違点を記

述した。これによってリンネは「近代的分類学の始祖」とされる。すなわち、生物の学名を、2 語のラテン語（属

名・種小名）で表し、二名法（二命名法）を体系づけた。 

現在の生物の学名は、リンネの考え方に従う形で、国際的な命名規約に基づいて決定される。分類の基本単

位の「種」とともに、上位の分類単位（綱・目・属）を設け、階層的に多くのものを（平等的に）位置づけた

ことは注目できる。後の分類学者はこれを発展させ、現代のような精緻な階層構造を作り上げているい。 

なお、ロンドン・リンネ協会は 1980 年に日本の皇太子明仁親王（現：今上天皇）を「魚類学への貢献」によ

り外国会員に選び、1986 年からは名誉会員に推挙した。 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/1707%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/1707%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/1778%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/1778%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%83%87%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%9A%E7%89%A9%E5%AD%A6%E8%80%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%9A%E7%89%A9%E5%AD%A6%E8%80%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%9F%E7%89%A9%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A4%8D%E7%89%A9%E5%AD%A6%E8%80%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%83%86%E3%83%B3%E8%AA%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%86%E9%A1%9E%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%A6%E5%90%8D
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%83%86%E3%83%B3%E8%AA%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A8%AE%E5%B0%8F%E5%90%8D
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B6%B1_(%E5%88%86%E9%A1%9E%E5%AD%A6)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9B%AE_(%E5%88%86%E9%A1%9E%E5%AD%A6)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%9E_(%E5%88%86%E9%A1%9E%E5%AD%A6)
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83%8D%E5%8D%94%E4%BC%9A&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/wiki/1980%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9A%87%E5%A4%AA%E5%AD%90
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9A%87%E5%A4%AA%E5%AD%90
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%8A%E4%B8%8A%E5%A4%A9%E7%9A%87
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AD%9A%E9%A1%9E%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/1986%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Systema_naturae.jpg
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カール・フォン・リンネ 

コレジアムは、オランダ東インド会社の医師として江戸末期に入国し徳川将軍に拝謁し、医療活動を行いな

がら、植物採取を行うとともに、精緻な都市文化研究（大阪が最も特筆すべき都市として賞賛し、理由として

その素晴らしい植物園と演劇文化を取り上げた）を行い、帰国後日本の植物学の最初の著書を出版するなど、

多大な貢献を我が国にもたらしてくれたリンネの弟子カール・ツンベルグ（Carl Thunberg）の偉業を顕彰する

施設として位置づける意味合いもある（ツンベルグ『ツンベルグ日本紀行』（山田珠樹訳註、昭和３年発行）7。 

 

ツンベルグの肖像画 

 

 

ツンベルグ・アラータ 

和名：ヤハズカズラ（矢筈葛） 

                                                   
7 ツンベルグは大坂を「日本のパリ」であるとしたことはよく知られているが、その理由として大坂の植物のすばらしさと

演劇などの文化力の高さをあげている。 
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スウェーデン国立コレジアム内のリンネの庭の写真や肖像、弟子のツンベルグにちなんだセミナーホールや

ツンベルグの名を冠した花であるツンベルグ・アラータ（Thunbergia Alata）などを、大塚オーミ陶業による

「陶板」により再現する計画である。大塚国際美術館の陶板絵画を参照されたい。 

 

 

ウプサラ大学・リンネ植物園に隣接する「スウェーデン国立先端研究コレジアム」 
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第13 章 

植物化石研究者から見た大阪市立大学理学部附属植物園 

Botanical Gardens, Osaka City University as Seen from the Perspective of Paleobotanist 

 

 

塚腰 実 (TSUKAGOSHI Minoru) 

はじめに 
私は大阪市立自然史博物館で植物化石を研究している。植物化石研究者として、大阪市立大学理学部附属

植物園（以下、附属植物園）を研究の上で利用している。また、博物館学芸員として、市民向けの行事を

附属植物園で開催している。ここでは、なじみが少ない植物化石を知ってもらい、植物化石の研究のため

に附属植物園をどのように利用しているか、附属植物園でどんな市民向けの行事を行っているかについて

述べる。 

 

植物化石の研究 

 植物化石と聞くと、どんなものを思い浮かべるだろうか。植物化石は過去の植物が、流水や風の働きに

よって、運搬され地層に埋もれてできる。そのため、あらゆる部位が化石となって見つかる。たとえば、

葉、果実、種子、幹、根、花粉、植物珪酸体など、様々な部位の化石が発見される。 

 次に化石の保存状態に注目してみるといくつかのタイプがある。岩石に刻印された葉っぱの葉脈の模様

（印象化石）、石になった木の幹（鉱化化石）。その他に、落ち葉のような化石やつぶれただけの球果（マ

ツボックリ）の化石（圧縮化石）というように様々な状態の化石が産出する。葉の印象化石では細かな葉

脈を観察できる。木の幹の鉱化化石では、年輪構造が生きている植物と同じように観察できる。葉・種子・

果実の圧縮化石は、現生の植物と変わらない保存状態である。葉の分泌組織である腺点や毛も観察できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標本ラベル 

図 13-１：附属植物園で採集されたスイショウ（ヒノキ科）の押し葉標本 

葉が短い枝と長
い枝の２型があ
ることがわかる 
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 このような化石を調べるためには、実物の植物標本が欠かせない。植物図鑑で調べればよいのではない

かと思われるかもしれないが、植物図鑑だけでは、植物化石の同定はできない。植物図鑑に示されている

特徴が化石に残っているとは限らないからである。また、葉脈の細かな特徴、葉が枝に付く時のねじれた

様子などは図鑑には示されていない。実物標本を詳しく観察して比較することが必要である。 

 大阪市立自然史博物館は、多くの植物の押し葉標本を収蔵している。そしてそれらと比べながら化石を

同定している。その標本の中には、附属植物園で採集された標本もたくさん含まれている（図 13-1）。 

 押し葉標本と比較して、化石が同定できたら研究の完了ではない。その植物の生きた姿が標本ではわか

らないのである。 

 附属植物園に行くと、植物全体の生きた姿を見る事ができるので、押し葉標本ではわからない情報を得

られる。たとえば、スイショウの樹形は押し葉標本ではわからない。附属植物園では、植物の生きた姿（樹

形）を見る事ができ、過去の森を考える元となる（図 13-2）。 

 わざわざ附属植物園で標本を採集しなくても、野山に行けば標本を採集できて、樹木全体も観察できる

のではないかと思われるかもしれない。しかし、そうではない。化石として見つかる植物には、現在では

日本に生育していない植物が数多く見つかる。スイショウ（ヒノキ科、中国南部）、セコイア（ヒノキ科、

アメリカ）フウ（フウ科、台湾・中国）、トチュウ（トチュウ科、中国）、など、日本からは消滅した多く

の植物が化石として見つかる。これらは、野山には野生はしていない。 

 附属植物園では、それらの生きた姿を見る事ができる。植物化石研究者にとって附属植物園は、「化石植

物に出会える場」であり、「過去の森に思いを巡らせる事ができる場」でもある。また、森を思い浮かべ、

その森の植生帯を考える時、附属植物園内の地形を活かして植栽してある 11種類の樹林型もよい勉強にな

る。 

 

植物化石を含む地層を観察できる植物園 

 大阪平野 

周辺の丘陵地帯には大阪層群と呼ばれる、約 300万年前〜30 万年前の川の周りや、内湾でたまった地層が

分布しており、植物化石がたくさん見つかっている。附属植物園は大阪層群が基盤岩である花崗岩を不整

合に被う地域に作られている。附属植物園内で花崗岩、大阪層群の砂礫層、花崗岩と大阪層群の不整合の

崖を観察できる。附属植物園内に分布する大阪層群は約 90万年前の地層である。 

図 13-2：右から、メタセコイ
ア（奥）、ヌマスギ（手前）、コ

ウヨウザン（奥）、スイショウ

（手前）．ヒノキ科の樹種の樹

形を比べる事ができる．スイシ

ョウの樹形は独特である．附属

植物園にて、2009年 8月 18日

撮影． 
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 今は植生で被われて化石は観察できないが、かつては崖があり植物化石が採集されている。メタセコイ

アを発見し、附属植物園の園長を務められた三木茂博士は、附属植物園内から多くの植物化石（圧縮化石）

を採集しており（図 13-3）、それらは大阪市立自然史博物館に「三木茂コレクション」として収蔵されて

いる（粉川ほか，2006）。 

 附属植物園は園内に植物化石を産出する地層があり、その生きた姿を観察でき、「大地の生い立ちと植物

の歴史を体感できる植物園」と言える。このような植物園は日本で唯一であり、世界でもそのような植物

園の存在を聞いた事がない。自然の地形を利用して、建設された附属植物園であり、意識的に「日本から

消滅した植物」を収集・植栽された結果である。 

 

附属植物園での市民向け行事 

 附属植物園は、「化石植物に出会える植物園」、「過去の森に思いを巡らせる事ができる植物園」、「大地の

生い立ちと植物の歴史を体感できる植物園」であるので、市民向け行事として「テーマ別自然観察会 大

阪層群の時代にあった植物」を開催した（図 13-4）。「附属植物園で、大阪層群の時代にあった植物の生き

ている姿を観察し、過去の森を思い浮かべてみましょう」というキャッチフレーズで募集したところ、57

名の申し込みがあった。 

 図４に示したルートで、植物の形態を説明しつつ、いつごろまで大阪周辺にその植物が存在したのかを

解説した。そして、大阪層群の地層、花崗岩との不整合を観察し、「大阪層群の時代にあった森」を思い浮

かべてみた。 

 自然史博物館は長居植物園にあり、「化石植物に出会える植物園」という観点でも整備が進められている

が、現在のところ附属植物園のように多様な化石植物は植栽されていない。 

 

 

 

図 13-3：三木茂博士が，附属植物園
内の大阪層群から発見した植物化

石．すべて圧縮化石．産地名がイン

クで書かれている．すべて，大阪市

立自然史博物館所蔵． 
 
左：メタセコイアの球果の縦断面．

球果の長さ，1.2 cm．Kisaiti Osaka 
Pref.  
 
中：コウヨウザン属の枝．枝の長さ，

4.1 cm．Kisaiti Osaka． 
 
右：シナヒイラギモチ．葉の長さ，

2.7 cm．Kisaiti Katano． 
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60年かかって作られた植物園 

 2014年で附属植物園が 60周年を迎え、附属植物園 開園 60周年記念特別展「森の植物園の歩み」が開

催された。そこに展示してあった、開園当初の風景を見て驚いた。そこには、現在の森の姿はなく、地肌

が露出するところに、池があり、ヒョロヒョロのスイショウとヌマスギが植えられていた。考えてみれば、

植物園をゼロから創られたので、当然ではあるが、附属植物園の教職員の皆様のおかげで、生物化石研究

者は、「化石植物に出会い、大地の生い立ちと植物の歴史を体感できる」のだと強く感じた。 

 

おわりに 

 生物化石研究者にとって、附属植物園は、「化石植物に出会い、大地の生い立ちと植物の歴史を体感でき

る」場所である。今後も訪れ、植物を観察し、過去の森について思索をめぐらせたい。最近では自然科学

分野ではなく、芸術分野の活動も附属植物園内で行われている。今後、様々な観点で利用され、様々な創

造的活動がなされる附属植物園であり続けて欲しい。 

 現在は 60年の森であるが、あと 40 年経てば 100年となり、植物の樹形も変化していくと想像される。

楽しみである。 

 

引用文献 

粉川昭平・塚腰 実・南木睦彦・百原 新（2006）三木 茂博士収集 植物化石および現生植物標本目録．大阪市立自然史

博物館収蔵資料目録，第 38 集．254p. 

図 13-4：附属植物園で行った市民向けの観察会「大阪層群の時代にあった植物」（観察会資料の表紙） 
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補遺１：庵原遜の略歴・主要業績 

昭和 6 年 (1931)   3 月 香川県立大川中学校卒業 

           4 月 台湾総督府台中師範学校園芸家第二部入学 

昭和 7 年 (1932)   3 月 同上卒 

           4 月 台湾高雄州恒春小学校訓導 

昭和 12 年 (1937)  3 月 勅令第 437 号により休職 

4 月 東京農業教育専門学校入学 

昭和 15 年 (1940)  3 月 同 卒業 

          4 月 新潟県女子学校教員養成教諭 

昭和 18 年 (1943)  9 月 依願退職 

         10 月 京都帝国大学農学部農学科入学 

昭和 21 年 (1946)  9 月 同 卒業 

         11 月 同 助手 付属農場勤務 

昭和 25 年 (1950)  3 月 同 依願退職 

           大阪市立大学理工学部講師 附属植物園勤務 

          8 月 植物園及熱帯植物園視察のため、タイ、シンガポール、 

インドネシア、フィリピン、中華民国、香港に出張 

昭和 44 年 (1969)  1 月 京都大学農学部博士号 授与 

昭和 45 年 (1970)  4 月 大阪市立大学理工学部助教授、附属植物園勤務 

昭和 48 年 (1973)  1 月 香川大学農学部教授 

6 月 花卉園芸事情視察のためアメリカ合衆国に出張 

昭和 49 年 (1974) 8 月 花卉園芸事情視察のためオランダ、西ドイツ、スイス、フランス、 

イギリスへ出張 

昭和 52 年 (1977) 4 月 香川大学農学部教授 定年退官 

昭和 52 年 (1977) 7 月～53 年 (1978) 9 月 滞在中の長男悟宅に滞在 

昭和 54 年 (1979) 1 月～55 年 (1980) 12 月 財団法人フラワーソサイエティ専務理事 

昭和 56年(1981) 3 月～57年 (1982) 12月 国際協力事業団のケニア、ジョモケニヤッタ農工大学創設に参加。 

57 年 12 月、病いにより帰国。  
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庵原遜教授・主要業績 

 (Main Works by Y. Ihara) 

 
博士論文 

（PhD Dessertation） 
�

庵原遜� ������『花木の接木繁殖に関する研究』（博士論文）京都大学�

� �,KDUD��<��Studies on the Grafting of Some Ornamental Trees��3KG�'LVVHUWDWLRQ��8QLYHUVLW\�RI�.\RWR�������� �

 
著書 

 (Books) 
ブリッケル,C������������『花と植物百科』英国王立園芸協会（監修） 塚本 洋太郎監訳、淡交社（分担翻訳、分担執筆）。 

塚本洋太郎監修������『茶花大事典』（新版）淡交社（分担執筆）。�

 

 
論文・学会報告 

(Papers, Presentation) 
庵原�遜� �����������「緑枝接による園芸植物の繁殖に関する研究」��～��『園学誌』第 �� 号、SS��������、�������、第 ��

号、SS��������������������

,KDUDP��<��������������+LVWRULFDO�2EVHUYDWLRQV�RQ�WKH�3URFHVV�RI�*UDIW��8QLRQ�LQ�*UHHQ�:RRG�*UDIWLQJ��Journal of Biology��2VDND�&LW\�

8QLYHUVLW\�������SS�������� � �

庵原�遜� �����������「緑枝接による園芸植物の繁殖に関する研究��～��」『園芸学会大会講演要旨』（���������）�

庵原�遜・生野昭二� ������「緑枝接による園芸植物の繁殖に関する研究���」『園芸学会大会講演要旨』（����）�

五井 正憲・川西玉夫・庵原遜(�����「低温処理による花木類の開花促進に関する研究」�『香川大学農学部学術報告』��������

五井�正憲・千田良信・庵原遜������「クレマチス開花特性に関する研究」  『香川大学農学部学術報告』: 26-2. 

 
香川大学退官記念号 

 (Special Issue for the Memory of Retirement of Professor Aoki and Ihara) 
五井正憲・長谷川暿・西原 裕・庵原�遜������「発根困難な乾燥樹のさし木繁殖：クロガネモチの発根の可能性」『香川大

学農学部学術報告』����� 
五井正憲・長谷川暿・高山信明・庵原�遜������「発根困難な乾燥樹のさし木繁殖：ホケの緑枝ざしにおける発根」『香川大�

学農学部学術報告』����� 
+DVHJDZD��$���0��*RL��0�6DWR�	�<��,KDUD�������´)XQGDPHQWDO�6WXGLHV�RQ�WKH�$V\PELRWLF�6HHG�*HUPLQDWLRQ�RI�&DODQWKH�´�Technical 

Bulltin of Faculty of Agriculture, Kagawa University��9RO����1R��� 
 

退官以降 

五井正憲・長谷川暿・本丸博子・庵原�遜（����）「シザンサスの生長および開花特性」『香川大学農学部学術報告』� ������

五井�正憲・長谷川暿・小岩桂子・庵原�遜������「黄花ルピナスの生長および開花特性」�『香川大学農学部学術報告』� ������

�

 

http://www.amazon.co.jp/s/ref=ntt_athr_dp_sr_1?_encoding=UTF8&field-author=%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%BC%20%E3%83%96%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%B1%E3%83%AB&search-alias=books-jp&sort=relevancerank
http://www.amazon.co.jp/s/ref=ntt_athr_dp_sr_2?_encoding=UTF8&field-author=%E5%A1%9A%E6%9C%AC%20%E6%B4%8B%E5%A4%AA%E9%83%8E&search-alias=books-jp&sort=relevancerank
http://shark.lib.kagawa-u.ac.jp/kuir/detail/240820120409001704;jsessionid=E2189D2023547B732F2B6C260644E439
http://shark.lib.kagawa-u.ac.jp/kuir/detail/240820120409001704;jsessionid=E2189D2023547B732F2B6C260644E439
http://shark.lib.kagawa-u.ac.jp/kuir/detail/259420120327035236;jsessionid=E2189D2023547B732F2B6C260644E439
http://shark.lib.kagawa-u.ac.jp/kuir/detail/259320120327035236;jsessionid=E2189D2023547B732F2B6C260644E439
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補遺２：メタセコイアによる交野と地域とのリンク 
 

大塚 隼� �2768.$� +D\DWR��

�

�� 私市植物園 国道 ���号線側から�

�

�

�� 庵原宅 各年に剪定するため、枝に特徴あり。�

�
�

�� 交野小学校 給食センター�

�

�

�

�

�

�� 私部 �丁目�

�
�� 住吉神社 �

�
�

�� 大門酒造�

�

�
�

�

�
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�� 天田神社境内�

�
�

�� 私部西 � �

�

�� 交野支援学校�

�

��．松塚公園�

�

�

�

��� 府民の森 ほしだ園地�

�

�
�

���京阪郡津駅前�

�

�
�

�

�

�

� �
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他の地域 

��� 彦根市総合運動場�

�
���四條畷環境センター�

�

����枚方市川越小学校�

�

���岸和田市三ケ山町 近畿職業能力開発大学前�

�
�
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補遺３  
 

My father and Botanic Garden: 100 Year Dream 
 

IHARA Satoru 
1. Master Dokata 

,�VWRRG�XS�DQG�VDLG�SURXGO\�ZLWK�WKH�.DZDFKL�DFFHQW�,�KDG�DWWDLQHG�MXVW�LQ�WLPH���0LQH�LV�D�'RNDWD���,W�ZDV�P\�
WXUQ�WR�WHOO�ZKDW�P\�IDWKHU�ZDV�� ,W�ZDV�D�KRPHURRP�FODVV�DW� WKH�.DWDQR�HOHPHQWDU\�VFKRRO��(YHU\ERG\�HOVH¶V�
IDWKHU�ZDV�HLWKHU�DQ�RIILFH�ZRUNHU�RU�D�IDUPHU��2QO\�P\�IDWKHU�ZDV�D�'RNDWD��7KH�WHDFKHU�PXVW�KDYH�WROG�P\�
PRWKHU��:KHQ�ZH�ILQLVKHG�RXU�GLQQHU�DW�D�ODWHU�GDWH��P\�PRWKHU�ZDV�VHULRXV��6KH�FODLPHG�WKDW�P\�IDWKHU�ZDV�
QRW�D�'RNDWD��WKDW�KH�ZDV�D�ILQH�VFKRODU�ZKR�DOPRVW�JRW�DQ�,PSHULDO�VLOYHU�ZDWFK�IRU�EHLQJ�D�YDOHGLFWRULDQ��EXW�
WKDW�KH�JRW�WKH�SUL]H�PRQH\�LQVWHDG�EHFDXVH�WKH�VLOYHU�KDG�EHHQ�XVHG�XS�IRU�WKH�ZDU�� � 0\�IDWKHU�ODXJKHG���,�DP�
D�'RNDWD��,�PDNH�URDGV��GLJ�SRQGV��SODQW�WUHHV��DQG�FDUU\�ZDWHU�WR�WKHP��,�GR�DOO�E\�KDQG��,
P�VR�H[KDXVWHG���,�
ZDV�UHOLHYHG��0\�PRWKHU�ZDV�QRW�VDWLVILHG��0\�IDWKHU�OD\�IODW�RQ�WKH�WDWDPL�QH[W�WR�WKH�GLQQHU�WDEOH�DQG�VWDUWHG�
VQRULQJ��

(YHU\�PRUQLQJ��P\�IDWKHU�ZHQW�WR�WKH�ERWDQLF�JDUGHQ�ZLWK�D�WRZHO�KDQJLQJ�IURP�WKH�ZDLVW��7KH�WRZHO�ZDV�
IRU�ZLSLQJ�VZHDW��(YHU\�PRUQLQJ��,�ZHQW�WR�VFKRRO�ZLWK�D�WRZHO�KDQJLQJ�IURP�WKH�ZDLVW��$IWHU�VFKRRO��,�WKUHZ�
P\� VFKRRO� EDJ� LQWR� P\� KRXVH� DQG� ZHQW� WR� WKH� ERWDQLF� JDUGHQ� WR� SOD\�� 1LFKLULQ� EDUUDFNV� RI� 2VDND� .RD�
&ORQL]DWLRQ�7UDLQLQJ�'RMR� �2.&7�'RMR��ZDV�VWLOO� LQ� WKH�JDUGHQ��7KH\�ZHUH� URXQG��ZRRGHQ�KRXVHV��$�FORVH�
IULHQG�RI�PLQH�OLYHG�LQ�RQH�RI�WKHP��:H�XVHG�WR�H[SORUH�WKH�PRXQWDLQV��FOLPE�WUHHV��FDWFK�VWDJ�EHHWOHV��FUXFLDQ�
FDUSV��FUD\ILVK��DQG�WDVWH�WKH�IUXLW�RI�IUXLW�WUHHV��:H�DOVR�FROOHFWHG�FKHVWQXWV�DQG�YLVLWHG�P\�IDWKHU¶V�FRQVWUXFWLRQ�
VLWHV��7KHUH�ZHUH�D� ORW�RI� WKLQJV� WR�GR� LQ� WKH�ERWDQLF�JDUGHQ��([KDXVWHG�DQG�KXQJU\� WRZDUG� WKH� HYHQLQJ��P\�
IDWKHU�DQG�,�ZDONHG�KRPH�WRJHWKHU�ZLWK�WRZHOV�KDQJLQJ�IURP�WKH�ZDLVWV�VLGH�E\�VLGH��

7KHUH�ZHUH�WKH�QRUWK�DQG�WKH�VRXWK�HQWUDQFHV�WR�WKH�URXQG�KRXVH�ZKHUH�P\�IULHQG�OLYHG��7KHUH�ZDV�D�WKLFN�
SLOODU�LQ�WKH�PLGGOH��WKH�URXQG�GLUW�IORRU�FRQQHFWLQJ�WKH�WZR�HQWUDQFHV��DQG�WZR�URRPV�EHWZHHQ�WKH�URXQG�RXWHU�
ZDOO�DQG� WKH� URXQG� LQQHU�ZDOO�RQ� WKH�VLGH�RI� WKH�GLUW� IORRU��$�QHZ�SDUWLWLRQ�KDG�EHHQ�DGGHG� WR� WKH�HDVW� URRP�
GLYLGLQJ�WKH�URRP�LQ�KDOI��7KH�<DPDJDPL�IDPLO\�RI�P\�IULHQG�DQG�KLV�SDUHQWV�OLYHG�LQ�WKH�VRXWK�KDOI�RI�WKH�HDVW�
URRP��FORVH�WR�WKH�VRXWK�HQWUDQFH��7KHUH�ZDV�D�ODGGHU�DW�WKH�PLGGOH�RI�HDFK�LQQHU�ZDOO�FRQQHFWLQJ�WKH�GLUW�IORRU�
DQG�WKH�GRQXW�VKDSHG�DWWLF��7KHUH�ZHUH�WZR�RU�SRVVLEO\�WKUHH�URXQG�KRXVHV��2QO\�<DPDJDPL�VDQ�OLYHG�WKHUH��

,�UHVHDUFKHG�WKH�1LFKLULQ�EDUUDFNV�LQ�-DSDQHVH�:LNLSHGLD��'XULQJ�WKH�SHULRG�IURP�WKH�0DQFKXULDQ�,QFLGHQW�
RI������XQWLO�-DSDQ�ORVW�LWV�DLU�VXSHULRULW\�DQG�VHD�FRQWURO�RI�WKH�<HOORZ�6HD�DQG�WKH�-DSDQ�6HD�LQ�WKH�3DFLILF�:DU��
-DSDQHVH� JRYHUQPHQW� IRUPHG� FRUSV� RI� DUPHG� HPLJUDQWV� LQ� HYHU\� SUHIHFWXUH� LQ� -DSDQ�� JDYH� WKHP� PLOLWDU\�
WUDLQLQJ�DQG�DJULFXOWXUDO�WUDLQLQJ��DQG�VHQW�WKHP�RXW�WR�0RQJROLD�DQG�0DQFKXULD��:KHQ�3DFLILF�:DU�EHJDQ�LQ�
������WKH�-DSDQHVH�JRYHUQPHQW�VHQW�DGXOW�PDOHV�WR�WKH�ZDU�DQG�GHFLGHG�WR�VHQG�\RXQJ�ER\V�RI����WR����\HDUV�RI�
DJH�RXW�WR�0RQJROLD�DQG�0DQFKXULD�LQ�SODFH�RI�DGXOW�PDOHV��DQG�EXLOW�1LFKLULQ�EDUUDFNV�DQG�WUDLQLQJ�'RMRV�LQ�
PDQ\�SODFHV��2.&7�'RMR�ZDV�HVWDEOLVKHG�LQ�������'R]HQV�RI�\RXQJ�ER\V�OLYHG�WRJHWKHU�LQ�HDFK�URXQG�KRXVH�
DQG�ODWHU�ZHQW�RXW�WR�0RQJROLD�DQG�0DQFKXULD��

0RVW�RI� WKH�DUPHG�HPLJUDQWV�ZHUH�VWUDQGHG�QHDU� WKH�ERUGHU�DIWHU� WKH�6RYLHW�8QLRQ�HQWHUHG� WKH�ZDU��DQG�
RQO\���������SHRSOH�RXW�RI���������UHWXUQHG�WR�-DSDQ��0DQ\�RI�WKH�\RXQJ�ER\V�ZKR�OLYHG�LQ�WKH�URXQG�KRXVHV�
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QHYHU�UHWXUQHG��
-DSDQ�DFFHSWHG�WKH�3RWVGDP�'HFODUDWLRQ�RQ�$XJXVW�����������DQG�XQFRQGLWLRQDOO\�VXUUHQGHUHG�E\�VLJQLQJ�

WKH� VXUUHQGHU� GRFXPHQW� RQ� 6HSWHPEHU� ��� 2.&7� 'RMR� EHFDPH� 2VDND� &LW\� $JULFXOWXUDO� 7UDLQLQJ� &HQWHU�
LPPHGLDWHO\� DIWHUZDUGV�� EXW� ,� FRXOG� QRW� ILQG� LWV� DFWLYLW\� UHFRUGV�� ,� WKLQN� WKDW� RQO\� WKH� QDPH�ZDV� FKDQJHG� LQ�
RUGHU�WR�NHHS�WKH�SHRSOH�ZKR�ZRUNHG�LQ�2.&7�'RMR�DV�2VDND�FLW\�HPSOR\HHV��

0\�IDWKHU¶V�PRWKHU�DQG�\RXQJHU�VLVWHU�GLHG�RI�DQ�LOOQHVV�ZKHQ�P\�IDWKHU�ZDV�WKUHH�\HDUV�ROG��+LV�IDWKHU�
ZDV�D�SURIHVVLRQDO�VROGLHU��$IWHU�UHWLUHPHQW��KH�EHFDPH�WKH�FKLHI�RI�1LEX�9LOODJH�LQ�.DJDZD�3UHIHFWXUH��VHQW�KLV�
WZR�HOGHU�VRQV�WR�WKH�WRS�PLOLWDU\�VFKRRO�DQG�WKUHH�HOGHU�GDXJKWHUV�WR�WKH�WRS�JLUOV¶�FROOHJH��EXW�GLVRZQHG�P\�
IDWKHU� ZKR� GLG� QRW� ZDQW� WR� EH� D� VROGLHU��0\� IDWKHU� ORVW� KLV� IDWKHU¶V� ILQDQFLDO� VXSSRUW� VKRUWO\� DIWHU� KLV� ��WK�
ELUWKGD\��0\� IDWKHU� UHFHLYHG� D� RQH� \HDU� WUDLQLQJ� DW� D�7DLFKXQJ� LQVWLWXWH� LQ�7DLZDQ� WR� EHFRPH� DQ� HOHPHQWDU\�
VFKRRO� WHDFKHU�DW�+HQJFKXQ�DW�WKH�VRXWKHUQ� WLS�RI�7DLZDQ��7KH�LQVWLWXWH�SDLG�P\�IDWKHU¶V�OLYLQJ�H[SHQVHV�DQG�
WXLWLRQ�� $IWHU� VDYLQJ�PRQH\� IRU�PRUH� HGXFDWLRQ�� KH�PRYHG� IURP�+HQJFKXQ� WR� 7RN\R� DQG� VWXGLHG� DW� 7RN\R�
$JULFXOWXUDO�&ROOHJH��$IWHU�JUDGXDWLQJ��KH� WDXJKW�DW�D� VFKRRO� LQ�1LLJDWD�IRU� WUDLQLQJ�KLJK�VFKRRO� WHDFKHUV�DQG�
VDYHG�PRQH\�DJDLQ�IRU�PRUH�HGXFDWLRQ�DW�)DFXOW\�RI�$JULFXOWXUH��.\RWR�,PSHULDO�8QLYHUVLW\��,W�ZDV�D�ORQJ�WLPH�
FRPLQJ��0\�IDWKHU�ZDV����\HDUV�ROG�ZKHQ�KH�REWDLQHG�KLV�EDFKHORU¶V�GHJUHH��.QRZLQJ�WKDW�KH�JUDGXDWHG�IURP�
WKH�8QLYHUVLW\�DGPLUDEO\�RQ�KLV�RZQ��P\�JUDQGIDWKHU�DSRORJL]HG�WR�P\�IDWKHU�IRU�PDNLQJ�KLV�OLIH�VR�KDUG��0\�
XQFOHV�ZKR�ZHQW�WR�WKH�ZDU�QHYHU�UHWXUQHG��

0\�IDWKHU�VWXGLHG� WKH�ROHULFXOWXUH�XQGHU�3URI�� ,VDR�1DPLNDZD��$IWHU�JUDGXDWLRQ��KH�EHFDPH�DQ�DVVLVWDQW�
SURIHVVRU� DQG� ZRUNHG� IRU� D� ZKLOH� DW� WKH� 7DNDWVXNL� IDUP� DIILOLDWHG� ZLWK� WKH� )DFXOW\� RI� $JULFXOWXUH�� .\RWR�
8QLYHUVLW\��,W�ZDV�D�JRRG�SODFH�WR�EH�GXULQJ�WKH�SHULRG�RI�IRRG�VKRUWDJH�LPPHGLDWHO\�DIWHU�WKH�ZDU��2VDND�&LW\�
$JULFXOWXUDO� 7UDLQLQJ� &HQWHU� ZDV� WUDQVIHUUHG� WR� 2VDND� &LW\� 8QLYHUVLW\� LQ� ������ $� GHFLVLRQ� ZDV� PDGH� WR�
FRQVWUXFW�D�ERWDQLF�JDUGHQ�RXW�RI�WKH�WUDLQLQJ�FHQWHU��3URI��1DPLNDZD�ZDV�DVNHG�WR�FKRRVH�D�ULJKW�SHUVRQ�IRU�WKH�
MRE�DQG�UHFRPPHQGHG�P\�IDWKHU�IRU�KLV�SDVVLRQ�IRU�YHJHWDEOHV�DQG�IUXLW�WUHHV�DV�ZHOO�DV�IRU�KLV�'RNDWD�VSLULW��
0\�IDWKHU�ZDV�SURPRWHG�WR�D�SRVLWLRQ�RI�OHFWXUHU�RI�2VDND�&LW\�8QLYHUVLW\��DQG�ZH�PRYHG�WR�.LVDLFKL��3URIHVVRU�
6KLJHUX�0LNL��ZKR�GLVFRYHUHG�DQG�QDPHG�0HWDVHTXRLD�LQ�IRVVLO��EHFDPH�WKH�GLUHFWRU�RI�WKH�ERWDQLF�JDUGHQ��0U��
.RMLUR� 7DPDUL� ZKR� ZDV� VSHFLDOL]HG� LQ� FDFWL� EHFDPH� WKH� GHSXW\� GLUHFWRU�� DQG�P\� IDWKHU� EHFDPH� WKH� PDVWHU�
'RNDWD��

7KH�WKUHH�KDG�WR�GHFLGH�ILUVWO\�KRZ�WR�VSHQG�WKH�IRXQGLQJ�IXQG��0\�IDWKHU�DVVHUWHG�WKDW�WKH�ODQG�VKRXOG�EH�
SXUFKDVHG��7DPDUL�VDQ�FODLPHG� WKDW� LW� FRXOG�QRW�EH� D�ERWDQLF�JDUGHQ�ZLWKRXW�D�JUHHQKRXVH��7KH� IXQG� VKRXOG�
KDYH�EHHQ�GHFLGHG�DFFRUGLQJ�WR�WKH�QHHGV�IRU�IRXQGLQJ�D�ERWDQLF�JDUGHQ��KRZHYHU��LW�ZDV�DOUHDG\�VHW�VRPHKRZ��
7KH�IXQG�ZDV�QRW�VXIILFLHQW�IRU�SXUFKDVLQJ�WKH�ODQG�DQG�FRQVWUXFWLQJ�D�JUHHQKRXVH�DW�WKH�VDPH�WLPH��3URI��0LNL�
ZDV�LQ�D�KDUG�SODFH��,W�ZDV�DQ�HDV\�GHFLVLRQ�WKRXJK�EHFDXVH�7DPDUL�VDQ�KDG�PRUH�ZHLJKW�DV�KH�ZDV�D�\HDU�ROGHU�
WKDQ� 3URI�� 0LNL� DQG� P\� IDWKHU� ZDV� ��� \HDUV� \RXQJHU� WKDQ� 3URI�� 0LNL�� 0RUHRYHU�� WKHUH� ZDV� QRWKLQJ� IRU�
7DPDUL�VDQ�WR�GR�ZLWKRXW�D�JUHHQKRXVH��3URI��0LNL�FKRVH�WR�FRQVWUXFW�D�JUHHQKRXVH��DQG�WKH�ODQG�KDG�WR�UHPDLQ�
UHQWHG�IURP�.LVDLFKL�IDUPHUV��

3URI��0LNL�ZDV� D� UHDO� VFKRODU� DQG� OHIW� WKH� FRQVWUXFWLRQ� RI� WKH� ERWDQLF� JDUGHQ� WR� RWKHUV�� DQG�7DPDUL�VDQ�
VWD\HG�LQ�KLV�JUHHQKRXVH�WR�FRQFHQWUDWH�RQ�KLV�FDFWL��0\�IDWKHU�ZDV�OXFN\�WR�ILQG�KLPVHOI�VROHO\�LQ�FKDUJH�RI�WKH�
ERWDQLF�JDUGHQ�FRQVWUXFWLRQ��,W�ZDV�D�UDUH�JUHDW�RSSRUWXQLW\��

0\�IDWKHU� IUHTXHQWO\�YLVLWHG�)DFXOW\�RI�$JULFXOWXUH��.\RWR�8QLYHUVLW\� WR�KDYH�PHHWLQJV�ZLWK�KLV� IRUPHU�
WHDFKHU��3URI��1DPLNDZD��3URI��<RXWDURX�7VXNDPRWR�RI�)ORULFXOWXUH��DQG�3URI��$NLUD�.RED\DVKL�ZKR�VSHFLDOL]HG�
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LQ� IUXLW� WUHHV��+H�FDUHIXOO\�SUHSDUHG�KLPVHOI�EHIRUH�HDFK�PHHWLQJ��+H� UHSRUWHG� WKH�SURJUHVV�KH�PDGH�DQG� WKH�
GHWDLOHG�SODQ�IRU�WKH�QH[W�VWHS�IRU�WKHLU�HYDOXDWLRQV��7KHLU�FRQWULEXWLRQV�WR�WKH�FRQVWUXFWLRQ�RI�.LVDLFKL�%RWDQLF�
*DUGHQ�DUH�VLJQLILFDQW��3URI��7VXNDPRWR�ZDV�WZR�\HDUV�ROGHU� WKDQ�P\�IDWKHU��3URI��.RED\DVKL�ZDV�IRXU�\HDUV�
ROGHU�WKDQ�P\�IDWKHU��DQG�WKH�WZR�YLVLWHG�WKH�ERWDQLF�JDUGHQ�RIWHQ��

7KHUH�DUH�WKUHH�YDOOH\V�DQG�ULGJHV�LQ�WKH�ERWDQLF�JDUGHQ�RI����KD��,W�LV�D�IXQ�WHUUDLQ��1LFKLULQ�EDUUDFNV�ZHUH�
LQ�9DOOH\����WKH�HDVW�PRVW�RI�WKH�WKUHH�YDOOH\V��7KHUH�ZDV�D�ODUJH��VSOHQGLG�PDQVLRQ�DW�WKH�HQWUDQFH�RI�WKLV�YDOOH\��
DQG�7DPDUL�VDQ
V�IDPLO\�OLYHG�WKHUH��7KHUH�ZDV�D�GRUPLWRU\�IRU�VLQJOHV�QHDUE\� ,I�ZH�NHHS�FOLPELQJ�WKH�YDOOH\��LW�
ELIXUFDWHV�DQG�D�QHZ�ULGJH�EHJLQV�QHDU�WKH�ERXQGDU\�RI�WKH�ERWDQLF�JDUGHQ��2Q�D�VXPPHU�GD\��P\�IULHQG�RI�D�
URXQG�KRXVH�DQG�,�FOLPEHG�WKH�ULGJH�EH\RQG�WKH�ERXQGDU\�RI�WKH�ERWDQLF�JDUGHQ�WR�H[SORUH��7KH�ULGJH�LV�TXLWH�
VWHHS�DQG�EHFRPHV�WKLQQHU�DQG�PRUH�GLIILFXOW� WR�ZDON�DV�ZH�FOLPE�KLJKHU��:H�FOLPEHG�DQG�FOLPEHG�DQG�ZHQW�
GRZQ� D� OLWWOH�� FOLPEHG� D� OLWWOH� DQG�ZHQW� GRZQ� D� OLWWOH� VHYHUDO� WLPHV�� DQG� UHDFKHG�0\RNHQ�<DPD� LQ�+RVKLGD�
9LOODJH��7KHUH�ZDV�D�WHPSOH��5LGJH�FRQQHFWLRQV�DUH�FRPSOLFDWHG��:H�JRW�ORVW�RQ�RXU�ZD\�EDFN��:H�ZHQW�EDFN�
DQG� IRUWK��RXU� OHJV�ZHUH� WLUHG��ZH�ZHUH� WKLUVW\�DQG�KXQJU\��DQG�ZH� WKRXJKW�ZH�ZHUH�GRQH��%XW�ZH�VRPHKRZ�
PDGH�LW�WR�0\RXNHQ�=DND�ZHVW�RI�WKH�ERWDLF�JDUGHQ��7KHUH�ZHUH�QR�KRXVHV�DURXQG��LW�ZDV�GDUN�DQG�ORQHO\��DQG�
ZH�IHOW�XQHDV\��:H�ZDONHG�GRZQ�TXLFNO\�DORQJ�WKH�ZHVWHUQ�ERUGHU�RI�WKH�ERWDQLF�JDUGHQ�WLOO�ZH�JRW�WR�WKH�EULGJH�
RYHU�5LYHU�$PDQRJDZD��7KH� RIILFLDO� UHVLGHQWLDO� DUHD� RI� WKH� ERWDQLF� JDUGHQ�ZDV� ULJKW� DFURVV� WKH� EULGJH��0\�
IULHQG�RI�D� URXQG�KRXVH� OHIW�PH� ULJKW�EHIRUH� WKH�EULGJH�DQG�ZDONHG� LQ�SDUDOOHO� WR� WKH�ULYHU�EDFN� WR�KLV� URXQG�
KRXVH�LQ�9DOOH\����

6XGGHQO\�RQH�GD\��DQ�RFFXSDWLRQ�-HHS�UXPEOHG�DORQJ�WKH�GLUW�URDG��0\�IULHQG�DQG�,�UDQ�DIWHU�WKH�-HHS��:H�
FRXOG�QRW�FDWFK�XS�EXW�FRXOG�VHH�WKH�VPRNH�RI�EODFN�H[KDXVW��:H�VWRSSHG�DQG�VDLG�ZKLOH�UHJDLQLQJ�RXU�EUHDWK��
³:RZ��LW¶V�VR�ORXG��,W�VPHOOV�VR�JRRG��,W¶V�JUHDW�´�7KH�µVR�JRRG¶�VPHOO�GLVDSSHDUHG�VRRQ��.LVDLFKL�ZDV�D�UHPRWH�
SODFH�ZKHUH� FDUV� FDPH� UDUHO\��7KHUH�ZHUH� QR� VWRUHV� RU� KRVSLWDOV��:H�KDG� WR� JR� WR�+LUDNDWD�&LW\� E\�.HLNDQ�
5DLOURDG�IRU�ZKDWHYHU�ZH�QHHGHG��:H�KDG�IXOO�RI�QDWXUH��EXW�LW�ZDV�LQFRQYHQLHQW��,W�ZDV�D�VPDOO�YLOODJH�RI�IHZHU�
WKDQ�����KRXVHV�LQFOXGLQJ�WKH�DGMDFHQW�0RUL�VHFWRU��7KHUH�ZHUH�ROG�IDVKLRQHG�PDQVLRQV�ZLWK�JDWHV�LQ�WKH�YLOODJH��
7KHUH�ZHUH�PDQ\�WHPSOHV�DQG�VKULQHV��LQFOXGLQJ�$PDGD�6KULQH��.DZDKLJDVKL�6KULQH�DWWDFKHG�WR�$PDGD�6KULQH��
:DNDPL\D�6KULQH��6K\RXKRXML�7HPSOH��6DLQHQML�7HPSOH��6KLVKLNXWVXML�7HPSOH��-LVVRXLQ�7HPSOH��DQG�7DLVLGRX�
7HPSOH��VR�PDQ\�IRU�D�VPDOO�YLOODJH��7KHUH�ZHUH�VPDOO�KRXVHV�WRR��EXW�QRQH�ZDV�OLNH�WKH�KRXVHV�LQ�WKH�RIILFLDO�
UHVLGHQWLDO�DUHD�RI�WKH�ERWDQLF�JDUGHQ��7KH�RIILFLDO�UHVLGHQWLDO�DUHD�ZDV�RQ�WKH�HDVW�EDQN�RI�WKH�$PDQRJDZD��7KH�
EDQN�ZDV�PXFK�KLJKHU�WKDQ�WKH�EULGJH�DFURVV�WKH�ULYHU��DQG�LW�ZDV�PDGH�ZLWK�WKH�VDQG�FDUULHG�E\�WKH�ULYHU��7KHUH�
ZHUH�IRXU�GXSOH[HV��HDFK�ZLWK�WZR�KRXVHV�RI�PLUURU�V\PPHWU\�VKDULQJ�D�ZDOO��(DFK�KRXVH�KDG�WKUHH�URRPV��7ZR�
RI�WKHP�KDG�VL[�WDWDPL�PDWV�HDFK��DQG�RQH�KDG�IRXU�DQG�D�KDOI�WDWDPL�PDWV��$�WDWDPL�PDW�LV�PDGH�ZLWK�UXVK�DQG�
VL]HG�VLPLODUO\�WR�D�VLQJOH�PDWWUHVV��(LJKW�IDPLOLHV�FRXOG�OLYH�LQ�WKH�RIILFLDO�UHVLGHQWLDO�DUHD��0\�IDPLO\�PRYHG�
LQWR�WKH�KRXVH�DW�WKH�VRXWKHDVW�FRUQHU��,W�KDG�WKH�ODUJHVW�\DUG�EHFDXVH�LW�LQFOXGHG�WKH�HDVW�VORSH�RI�WKH�ULYHUVLGH�
KLOO�DQG�EHFDXVH�LW�ZDV�DW�WKH�FRUQHU��

7KHUH�ZDV�D� ODUJH�SHUVLPPRQ�WUHH� LQ�WKH�PLGGOH�RI�WKH�VORSH� LQ�RXU�\DUG��7KH�WRS�RI�WKH�WUHH�PXVW�KDYH�
EHHQ�EORZQ�GRZQ�E\�WKH�ZLQG��7KHUH�ZHUH�WKUHH�FRPSHWLQJ�EUDQFKHV�JURZLQJ�XSZDUGV��,�FRXOG�VLW�WLJKWO\�DQG�
\HW�FRPIRUWDEO\�E\�HPEUDFLQJ�DQ\�RQH�RI�WKHP��7KH�YLHZ�ZDV�VSHFWDFXODU��7R�WKH�HDVW��,�FRXOG�VHH�WKH�H[SDQVH�
RI� ULFH� ILHOG� EHORZ�� WKH�.LVDLFKL� YLOODJH� DORQJ� ,ZDIXQH�5RDG� EH\RQG��.HLNDQ�5DLOURDG� IXUWKHU� DZD\�� D�7RULL�
JDWHZD\�RI�$PDGD�6KULQH��DQG�WKH�PRXQWDLQV�RI�6KLVKLNXWVXML�7HPSOH�DQG�.DWDQR��7R�WKH�VRXWK��,�FRXOG�VHH�WKH�
ERWDQLF� JDUGHQ�� ,� RQFH� IHOO� DVOHHS� LQ� WKH� WUHH�ZKLOH�ZDWFKLQJ� D� VXQVHW�� ,� ZRNH� XS� KXQJU\� DURXQG� �� SP� DQG�
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FOLPEHG�GRZQ�WKH�WUHH�LQ�WKH�GDUN��0\�SDUHQWV�ZHUH�YHU\�KDSS\�WR�VHH�PH��7KH\�KDG�EHHQ�ZRQGHULQJ�ZKHUH�,�
KDG�GLVDSSHDUHG�WR��

2QO\�WKH�KRXVH�DW�WKH�VRXWKHDVW�FRUQHU�RI�WKH�RIILFLDO�UHVLGHQWLDO�DUHD�ZDV�YDFDQW�ZKHQ�P\�IDPLO\�PRYHG�LQ��
$OO�WKH�IDPLOLHV�RFFXS\LQJ�WKH�UHPDLQLQJ�VHYHQ�KRXVHV�ORRNHG�DV�LI�WKH\�KDG�EHHQ�WKHUH�IRU�PDQ\�\HDUV��,�QRZ�
WKLQN�WKDW�WKH\�ZHUH�WKH�SHRSOH�RI�2.&7�'RMR��,�DOVR�WKLQN�WKDW�WKH�<DPDJDPL�IDPLO\�YDFDWHG�WKH�KRXVH�DW�WKH�
VRXWKHDVW� FRUQHU� IRU� XV� DQG�PRYHG� WR� D� URXQG� KRXVH�� ,� VXSSRVH� WKDW� WKH� 2VDND� &LW\� JRYHUQPHQW� FRXOG� QRW�
WUDQVIHU�WKH�SHRSOH�RI�2.&7�'RMR�EHFDXVH�.LVDLFKL�ZDV�WRR�IDU�DZD\�IURP�WKH�2VDND�FLW\��7KH�FRQVWUXFWLRQ�RI�
WKH� ERWDQLF� JDUGHQ� DIILOLDWHG� ZLWK� 2VDND� &LW\� 8QLYHUVLW\� PXVW� KDYH� EHHQ� WKH�PRVW� YDLDEOH� VROXWLRQ� IRU� WKH�
IRUHVHHDEOH�XQHPSOR\PHQW�SUREOHP��6LQFH�3URI��0LNL�KDG�EHHQ�D�IDFXOW\�PHPEHU�RI�2VDND�&LW\�8QLYHUVLW\��WKH�
2VDND�&LW\� JRYHUQPHQW�PXVW�KDYH� KLUHG�RQO\�P\� IDWKHU� DQHZ� IRU� WKH� VROXWLRQ��7KH� -HHS�ZLWK� WKH� VPRNH� RI�
EODFN�H[KDXVW�PLJKW�KDYH�FRPH�WR�FKHFN�RQ�WKH�URXQG�KRXVHV��

$V�UHFRPPHQGHG�LQ�RQH�RI�WKH�PHHWLQJV�DW�.\RWR�8QLYHVLW\��P\�IDWKHU�PDGH�D�WULS�WR�6RXWKHDVW�$VLD�DQG�
YLVLWHG�ERWDQLF�JDUGHQV�DQG�SDUNV�LQ�,QGRQHVLD��3KLOLSSLQHV��7DLZDQ��DQG�+RQJ�.RQJ��+H�DOVR�YLVLWHG�.DWVXUD�
,PSHULDO�9LOOD�DQG�6K\XJDNXLQ�,PSHULDO�9LOOD�LQ�.\RWR��+H�PXVW�KDYH�EHHQ�VHDUFKLQJ�IRU�GHVLJQ�LGHDV�IRU�KLV�
ERWDQLF�JDUGHQ��,�VXSSRVH�KH�ZDV�WU\LQJ�WR�GHILQH�WKH�ERWDQLF�JDUGHQ�DIILOLDWHG�ZLWK�D�XQLYHUVLW\��+H�KDG�EHHQ�
DGPLULQJ�WKH�ERUURZHG�VFHQHU\�RI�6KXJDNXLQ�,PSHULDO�9LOOD��0DQ\�\HDUV�ODWHU��,�DOVR�YLVLWHG�6KXJDNXLQ�,PSHULDO�
9LOOD�DQG� IRXQG� WKH�ERUURZHG� VFHQHU\�KH�PXVW�KDYH� OLNHG�� ,W� LV� WKH�YLHZ�RI�GLVWDQW�PRXQWDLQV� VHHQ� IURP� WKH�
5LQXQWHL� WHD�KRXVH�RI�8SSHU�*DUGHQ�RYHU�<RNXU\X�3RQG��:H�VD\� LW� LV�ERUURZHG�EHFDXVH� LW� LV�QRW�SDUW�RI� WKH�
LPSHULDO�YLOOD�DOWKRXJK�WKH�HPSHURU�PLJKW�KDYH�RZQHG�WKH�GLVWDQW�PRXQWDLQV�DW�WKH�WLPH��

0\�IDWKHU�SUHSDUHG�QXUVHULHV�ZLWK�WKH�FRPSRVW�RI�OLYHVWRFN�VXFK�DV�FRZV��SLJV��DQG�FKLFNHQV�WKH\�LQKHULWHG�
IURP� 2.&7� 'RMR�� +H� JUHZ� LQ� WKH� QXUVHULHV� \RXQJ� WUHH� VHHGOLQJV� FROOHFWHG� LQ� 1DWLRQDO� )RUHVWV� ZLWK� SULRU�
SHUPLVVLRQV�E\�1DWLRQDO�)RUHVW�6HUYLFH��:LWK�WKH�KHOS�RI�VHYHUDO�FLYLO�VHUYLFH�HPSOR\HHV��KH�PDGH�URDGV��GXJ�
SRQGV��SODQWHG�WUHHV��ZDWHUHG�WKHP�E\�FDUU\LQJ�ZDWHU�LQ�WZR�WURXJKV�KXQJ�IURP�D�VKRXOGHU�EHDP��7KH\�GLG�DOO�
E\�KDQG�DQG�SODQWHG�D�IHZ�WKRXVDQG�WUHHV�HDFK�\HDU��0\�IDWKHU¶V�'RNDWD�ZRUN�ODVWHG�IRU�PRUH�WKDQ�WHQ�\HDUV��
+H�FDPH�KRPH�H[KDXVWHG�DQG�KXQJU\�HYHU\�GD\��5LJKW�DIWHU�GLQQHU��KH�OD\�IODW�RQ�WKH�WDWDPL�VQRULQJ�QH[W�WR�WKH�
WDEOH��

,Q�YDFDQW�QXUVHULHV�WKDW�ZHUH�ZDLWLQJ�IRU�VHHGOLQJV��P\�IDWKHU�JUHZ�D�ORW�RI�YHJHWDEOHV�VXFK�DV�ZDWHUPHORQV��
VWUDZEHUULHV��&KLQHVH�FDEEDJHV��FDEEDJHV��-DSDQHVH�UDGLVKHV��VZHHW�SRWDWRHV��EURFFROLV��%UXVVHOV�VSURXWV��DQG�
DVSDUDJXV��$OO�JUHZ�ZHOO��DQG�KH�KDUYHVWHG�ODUJH�TXDQWLWLHV�RI�YDULRXV�NLQGV�RI�YHJHWDEOHV�RQH�DIWHU�DQRWKHU��+H�
SUXQHG�DQG�IHUWLOL]HG�WKH�IUXLW�WUHHV�WKH\�LQKHULWHG�IURP�2.&7�'RMR�DQG�KDUYHVWHG�SOHQW\�RI�YDULRXV�IUXLWV�VXFK�
DV�SHDFKHV��JUDSHV�DQG�SHUVLPPRQV��7KH�IUXLWV�ZHUH�VHUYHG�DV�DIWHUQRRQ�VQDFNV�GXULQJ�EUHDNV�RI�'RNDWD�ZRUN��
7KH� ZRUNHUV� LQ� WKH� JUHHQKRXVH�� WKRVH� FDULQJ� OLYHVVWRFNV� DQG� WKRVH� WHQGLQJ� IORZHU� JDUGHQV� JRW� WRJHWKHU� IRU�
VQDFNV��0\�IULHQG�RI�D�URXQG�KRXVH�DQG�,�MRLQHG�LQ�WRR��0\�IDWKHU�GLVWULEXWHG�WKH�YHJHWDEOHV�DQG�OHIWRYHU�IUXLWV�
DPRQJ� ZRUNHUV�� 0\� IDWKHU� VWDUWHG� DQ� DQQXDO� 0RFKL� SRXQGLQJ� SDUW\�� D� EDVHEDOO� WHDP�� DQG� SLQJ� SRQJ�
WRXUQDPHQWV��:H�ZHUH�WRJHWKHU�OLNH�D�ELJ�IDPLO\��

7ZR�KHOSHUV�DQG�P\�IDWKHU�ZHQW�WR�2RVXJL�9DOOH\�RI�2RGDLJDKDUD�WR�FROOHFW�WUHH�VHHGOLQJV��2RGDLJDKDUD�LV�
D�������PHWHU�KLJK�SODWHDX�VXUURXQGHG�E\�VHYHUDO�KLJK�PRXQWDLQV��,W�LV�ORFDWHG�LQ�0LH�DQG�1DUD�SUHIHFWXUHV�DQG�
IDPRXV�IRU�WKH�DPRXQW�RI�UDLQ�LW�UHFHLYHV��5HFRUGV�DUH�����P�D�\HDU�DQG�����P�D�GD\��,W�LV�DOVR�IDPRXV�IRU�WKH�
QDWXUDO� IRUHVWV� RI� YDULRXV� WUHHV��2RVXJL�9DOOH\� LV� D� FOLII�ZDOOHG�� VWHHS� YDOOH\�ZLWK� DQ� HOHYDWLRQ� GLIIHUHQFH� RI�
������P�IURP�2RGDLJDKDUD�WR�WKH�YDOOH\�H[LW��DQG�DFFHVVLEOH�RQO\�E\�IRRW��$� W\SKRRQ�FDPH�ZLWK�D�ORW�RI�UDLQ��
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DQG�P\� IDWKHU�ZLWK� WZR�KHOSHUV�GLG�QRW�FRPH�EDFN�RQ� WKH�VFKHGXOHG�GDWH��7KH�SHRSOH�DW� WKH�ERWDQLF�JDUGHQ�
ZRUULHG�DQG�UHTXHVWHG�D�VHDUFK�DQG�UHVFXH��EXW�WKHUH�ZHUH�QR�QHZV�IRU�D�ZKLOH��$�ZHHN�ODWHU��D�ORFDO�RIILFH�RI�
1DWLRQDO�)RUHVW�6HUYLFH�LQIRUPHG�XV�RI�WKHLU�VDIHW\��:H�ZHUH�DOO�VR�KDSS\�DQG�MR\RXV��

0\�IDWKHU�XVHG�WR�VD\��³:H�ZLOO�KDYH�D�JRRG�ERWDQLF�JDUGHQ�LQ�����\HDUV�´�DV�LI�KH�ZHUH�VD\LQJ�WR�KLPVHOI��
6LQFH�PRVW�SHRSOH�ZRUNLQJ�ZLWK�KLP�VHHPHG�FKHHUIXO�DQG�ZRUNLQJ� WR� WKHLU�EHVW�� WKH\�PLJKW�KDYH�VKDUHG� WKH�
VDPH�����\HDU�GUHDP��7KHUH�VHHPHG�WR�EH�VRPH�ZKR�GLG�QRW�VKDUH�WKH�GUHDP��7KH\�PLJKW�KDYH�EHHQ�ORRNLQJ�
EDFN�DQG�JULHYLQJ�RYHU� WKH�\RXQJ�ER\V�ZKR�ZHQW�RXW�RI� URXQG�KRXVHV�ZLWK�VPLOHV�EXW�QHYHU�UHWXUQHG��7KH\�
PLJKW�KDYH�EHHQ�YHU\�LPSRUWDQW�SHRSOH�RI�2.&7�'RMR��

0\�IDWKHU�GLVWULEXWHG�YHJHWDEOH�VHHGOLQJV� WR�.LVDLFKL�IDUPHUV�DQG� WDXJKW� WKHP�KRZ�WR�JURZ�WKHP��0RUH�
DQG�PRUH�IDUPHUV�VWDUWHG�JURZLQJ�YHJHWDEOHV�LQ�DGGLWLRQ�WR�ULFH�DQG�ZKHDW��$�IHZ�\HDUV�ODWHU��P\�IDWKHU�KHOG�D�
&KLQHVH�FDEEDJH�IDLU�LQ�FRRSHUDWLRQ�ZLWK�WKH�.LVDLFKL�IDUPHUV¶�FRRSHUDWLYH��0\�IDWKHU�HQWHUHG�WKH�IDLU�ZLWK�WKH�
ODUJHVW� GHOLFLRXV�ORRNLQJ� &KLQHVH� FDEEDJH�� EXW� KLV� GLG� QRW� JHW� D� SUL]H�� 7KH� SUL]H� ZHQW� WR� D� VPDOO�
GHOLFLRXV�ORRNLQJ�&KLQHVH�FDEEDJH�WKDW�ZDV�HQWHUHG�E\�D�IDUPHU��$OO�WKH�MXGJHV�DJUHHG�WKDW�QRERG\�ZRXOG�EX\�
PRQVWHU�&KLQHVH�FDEEDJHV��0\�IDWKHU�ORRNHG�YHU\�SOHDVHG�DOWKRXJK�KH�FRXOG�QRW�JHW�WKH�SUL]H��$URXQG�WKH�VDPH�
WLPH��VWUDZEHUU\�SLFNLQJ�DQG�VZHHW�SRWDWR�GLJJLQJ�VWDUWHG�LQ�.LVDLFKL�DQG�TXLFNO\�EHFDPH�SRSXODU�DPRQJ�FLW\�
SHRSOH�PDLQO\�EHFDXVH�.HLKDQ�5DLOURDG�DGYHUWLVHG� WKHP�EURDGO\��)DUPHUV� LQ�.LVDLFKL�EHFDPH�ZHDOWKLHU��7KH�
PRXQWDLQ� SDUWV� RI� WKH� ERWDQLF� JDUGHQ� ZHUH� FRPPXQDO� DPRQJ� IDUPHUV�� DQG� WKH� IODW� SDUWV� ZHUH� RZQHG�
LQGLYLGXDOO\�E\�IDUPHUV��,�EHOLHYH�P\�IDWKHU�ZDQWHG�WR�NHHS�JRRG�UHODWLRQVKLSV�ZLWK�WKH�ODQG�RZQHUV�DQG�GLG�VR�
VXFFHVVIXOO\��

0\�IDWKHU�ERXJKW�D�KDPPHU��D�QDLO�SXOOHU��DQG�QDLOV�IRU�PH�DV�&KULVWPDV�SUHVHQWV�ZKHQ�,�ZDV�LQ�WKH�ILUVW�
JUDGH�DW�.DWDQR�(OHPHQWDU\�6FKRRO��,�KDPPHUHG�QDLOV�LQ�HYHU\ZKHUH��2QFH�DOO�WKH�QDLOV�ZHUH�JRQH��,�SXOOHG�WKH�
QDLOV�RXW�ZLWK�WKH�QDLO�SXOOHU�DQG�KDPPHUHG�WKHP�LQ�VRPHZKHUH�HOVH��:LWK�QDLOV�VWLFNLQJ�RXW�RQ�PDQ\�ZRRGHQ�
VWUXFWXUHV�OLNH�RXU�ZRRGHQ�SRUFKHV��LW�EHFDPH�KDUG�WR�WRXFK�RU�ZDON�RQ��0\�IDWKHU�ERUURZHG�P\�KDPPHU�DQG�
QDLO�SXOOHU�RFFDVLRQDOO\�EHFDXVH�WKH\�ZHUH�WKH�RQO\�RQHV�ZH�KDG�� �

0\�IDWKHU�ERXJKW�D�VKRYHO�IRU�PH�DV�D�&KULVWPDV�JLIW�ZKHQ�,�ZDV�LQ�WKH�VHFRQG�JUDGH��,W�ZDV�DQ�DGXOW�VL]H�
KLJK�TXDOLW\�VKRYHO��,�GXJ�D�GHHS�KROH�LQ�WKH�\DUG�ZLWK�WKH�VKRYHO��:KHQ�WKH�KROH�EHFDPH�WRR�GHHS�IRU�PH�WR�
FOLPE�RXW��,�XVHG�WKH�VKRYHO�DV�D�VWHS�ODGGHU�WR�FRPH�RXW�DQG�SXOOHG�D�EXFNHW�RI�VDQG�XS�ZLWK�D�URSH��,�PDGH�WKH�
KROH� LQWR�D� URRP�E\�FRYHULQJ� LW�ZLWK�EUDQFKHV�� ,�PDGH� LW� LQWR�D�GXQJHRQ�E\� OD\LQJ�D� VKHHW�RI� VWUDZ�PDW�DQG�
PDNLQJ�LW�GDUN��7KHQ��,�PDGH�LW�LQWR�D�SLWIDOO�E\�SXWWLQJ�D�WKLQ�FRDW�RI�VDQG�DQG�VSULQNOLQJ�GHDG�OHDYHV�RYHU�WKH�
VWUDZ�PDW��,�PDGH�PDQ\�SLWIDOOV�DURXQG�WKH�KRXVH��0\�IDWKHU�ERUURZHG�P\�VKRYHO�RFFDVLRQDOO\�EHFDXVH�LW�ZDV�
WKH�RQO\�RQH�ZH�KDG��

:KHQ�,�ZDV�LQ�WKH�IRXUWK�JUDGH��P\�IDWKHU�ERXJKW�D�VROGHULQJ�LURQ�DQG�JRW�WZR�ROG�EURNHQ�UDGLRV�IRU�PH��
+H�DVNHG�D�3K\VLFV�SURIHVVRU�RI�2VDND�&LW\�8QLYHUVLW\��6KLQR]DNL�6HQVHL��WR�FRPH�RYHU�WR�RXU�KRXVH��6KLQR]DNL�
6HQVHL�FDPH�DQG�WDXJKW�PH�KRZ�WR�XQVROGHU�FRPSRQHQWV�RXW�RI�ROG�UDGLRV��+H�DOVR�WDXJKW�PH�KRZ�WR�VROGHU�DQG�
KRZ�WR�UHDG�FLUFXLW�GLDJUDPV��6KLQR]DNL�6HQVHL�VHOHFWHG�D�PXOWL�PHWHU�IRU�P\�XVH��DQG�P\�IDWKHU�ERXJKW�RQH�IRU�
PH��6KLQR]DNL�6HQVHL�FDPH�DJDLQ�DQG�WDXJKW�PH�WKH�2KP¶V�ODZ�DQG�KRZ�WR�XVH�WKH�PXOWL�PHWHU��

0\�ILUVW�SURMHFW�ZDV�DQ�LQWHUSKRQH��,� WHVWHG�WKH�FRPSRQHQWV�,�ZDV�WR�XVH�VLQFH�WKH\�ZHUH�ROG��,�EXLOW�WKH�
SRZHU� VRXUFH� ILUVW� DQG�PDGH� VXUH� LW� IXQFWLRQHG� SURSHUO\�� 7KHQ�� ,� EXLOW� WKH� SRZHU� DPSOLILHU� DQG� FKHFNHG� LWV�
IXQFWLRQDOLW\��,�KDG�WR�EXLOG�LW�RUGHUO\�VR�WKDW�,�FDQ�DYRLG�FRQIXVLRQ�DQG�IUXVWUDWLRQ�ZLWK�D�G\VIXQFWLRQDO�FLUFXLW�
DW� WKH�HQG��:KHQHYHU� ,� HQGHG�XS�ZLWK�D�G\VIXQFWLRQDO� FLUFXLW�� ,� GLVDVVHPEOHG�DQG� VWDUWHG� IURP�VFUDWFK�DJDLQ�
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EHFDXVH�,�FRXOG�QRW�WHOO�ZKHWKHU�D�FRPSRQHQW�ZDV�EURNHQ�RU�,�KDG�PDGH�D�PLVWDNH�LQ�FRQQHFWLRQV��0DNLQJ�LW�
ZRUN�DIWHU�D�IHZ�WULDO�DQG�HUURUV��,�IHOW�JUHDW��,�GLVDVVHPEOHG�LW�DJDLQ�DQG�WULHG�D�QH[W�SURMHFW��2QO\�,�XVHG�WKH�
VROGHULQJ�LURQ�DQG�WKH�PXOWL�PHWHU��0\�IDWKHU�GLG�QRW�ERUURZ�WKHP�DOWKRXJK�WKH\�ZHUH�WKH�RQO\�RQHV�ZH�KDG��,�
VWRSSHG�KDQJLQJ�D�WRZHO�IURP�P\�ZDLVW��

%XQ]RX�2RWVXND� LV�P\�FRXVLQ�ZKR� OLYHG� LQ�.\RWR��%RWK�KH� DQG�KLV�ZLIH� VWXGLHG�PDWKHPDWLFV� DW�.\RWR�
8QLYHUVLW\�� 7KH\�ZHUH� FODVVPDWHV��$IWHU� JUDGXDWLRQ�� ERWK�ZHUH� WHDFKLQJ�PDWKHPDWLFV� DW�.\RWR�8QLYHUVLW\�� ,�
YLVLWHG�WKHP�LQ�.\RWR�RIWHQ��DQG�WKH\�YLVLWHG�XV�LQ�.LVDLFKL�RIWHQ��:H�XVHG�WR�VWD\�WRJHWKHU�LQ�D�-DSDQHVH�VW\OH�
LQQ� LQ� 6K\RGRVKLPD� ,VODQG� IRU� D� ILYH�GD\� VXPPHU� YDFDWLRQ� DQG� ZHQW� VZLPPLQJ�� 7KH� WZR� PDWKHPDWLFLDQV�
FKDOOHQJHG� PH� ZLWK� SX]]OHV� DQG� WDXJKW� PH� WKH� FKDUDFWHULVWLFV� RI� QDWXUDO� QXPEHU� UHFLSURFDOV� DQG� IUDFWLRQDO�
DSSUR[LPDWLRQ�RI�WKH�FLUFXODU�FRQVWDQW�SL��,�VWDUWHG�OLNLQJ�QXPEHUV��

0\�IDWKHU�WKRXJKW�WKDW�D�ILHOG�RI�VWXGLHV�ZLWK�IDVW�UHVSRQVHV�LV�EHWWHU�WKDQ�WKDW�RI�VORZ�JURZLQJ�WUHHV�IRU�KLV�
LPSDWLHQW�VRQ��,�EHOLHYH�KH�DVNHG�6KLQR]DNL�6HQVHL�DQG�%XQ]RX�2WVXND�WR�VKRZ�PH�WKH�MR\V�RI�RWKHU�ILHOGV��

,�VQDWFKHG�FURZ�FKLFNV�IURP�D�QHVW�XS�LQ�D�WDOO�SLQH�WUHH�JURZLQJ�RQ�WKH�HDVW�VLGH�RI�DQ�DXGLWRULXP�RQ�D�
SODWHDX�EHWZHHQ�9DOOH\���DQG�9DOOH\����$W�P\�ILUVW�FOLPE��HJJV�ZHUH�QRW�KDWFKHG��7KH�VFHQHU\�IURP�WKH�FURZV¶�
QHVW�ZDV�JUHDW��,�FRXOG�VHH�GLVWDQW�PRXQWDLQV�LQ�WKH�7HQQRX]DQ�DQG�<DPD]DNL�DUHD��.LVDEH�DQG�.LVDLFKL�9LOODJHV��
.HLKDQ�5DLOURDG��WKH�7RULL�JDWHZD\�RI�$PDGD�6KULQH�DQG�WKH�PRXQWDLQV�RI�6KLVKLNXWVXML�7HPSOH�DQG�.DWDQR��,�
FOLPEHG�WKH�WUHH�PDQ\�WLPHV�WR�HQMR\�WKH�YLHZ�IURP�WKH�FURZV¶�QHVW�DQG�WR�FKHFN�WKH�QHVW�XQWLO�,�VQDWFKHG�WZR�
ZHOO�JURZQ�FKLFNV��

2QH�RI�P\�UHODWLYHV��)XVDWR�2JDZD��OLYHG�LQ�+LUDNDWD��%\�PRYLQJ�P\�RIILFLDO�UHVLGHQFH�WR�KLV�DGGUHVV�LQ�
+LUDNDWD��P\�IDWKHU�FRXOG�VHQG�PH�WR�D�MXQLRU�KLJK�VFKRRO�LQ�+LUDNDWD��)XVDWR�2JDZD�JUDGXDWHG�IURP�)DFXOW\�RI�
$JULFXOWXUH�� .\RWR� 8QLYHUVLW\� DQG� ZRUNHG� DW� 2VDND� &LW\� 8QLYHUVLW\�� +LV� UHVHDUFK� ZDV� RQ� WKH� TXDQWLWDWLYH�
FKDUDFWHULVWLFV� RI� QDWXUDO� IRUHVWV�� ,� YLVLWHG� KLP�RIWHQ� LQ�+LUDNDWD��+H� WROG�PH� D� ORW� DERXW� KLV�PRXQWDLQHHULQJ�
H[SHULHQFHV�DQG�WKH�ILHOG�WULSV�KH�PDGH��,�ZLVKHG�WR�WUDYHO�VRPHZKHUH�IDU�DZD\��

0\�IDWKHU�GHFLGHG�WR�FRQVWUXFW�D�EDVHEDOO�ILHOG�E\�IODWWHQLQJ�WKH�PLG�VHFWLRQ�RI�9DOOH\����,W�ZDV�VXIILFLHQWO\�
ZLGH��0\�IDWKHU�ERUURZHG�D�KDQG�WUXFN�DQG�UDLOV�WR�PRYH�GLUW�IURP�KLOOVLGH�RI�WKH�YDOOH\�WR�ORZ�VSRWV��0\�IDWKHU�
DQG�KLV�KHOSHUV�WKUHZ�WKH�GLUW� LQWR�WKH�WUXFN�ZLWK�VKRYHOV�DW� WKH�KLOO�VLGH��SXVKHG� WKH� WUXFN� WR�D�ORZ�VSRW��DQG�
XQORDGHG�LW�E\�RYHUWXUQLQJ�LW��$URXQG�WKH�WLPH�ZKHQ�KDOI�RI�WKH�ILHOG�EHFDPH�IODW��P\�IDWKHU¶V�EDFN�JDYH�RXW��+H�
PXVW� KDYH� SXW� WRR� PXFK� IRUFH� ZKHQ� WKH\� RYHUWXUQHG� WKH� WUXFN�� +H� KDG� WR� VWD\� IODW� DW� KRPH� IRU� D� ZKLOH��
0HDQZKLOH��KLV�KHOSHUV�NHSW�IODWWHQLQJ�WKH�ILHOG��7KH\�XVHG�D�VWURQJ��ORQJ��ORJ�DV�D�OHYHU�WR�RYHUWXUQ�WKH�WUXFN��
7KH�EDVHEDOO�ILHOG�ZDV�FRPSOHWH�ZKHQ�P\�IDWKHU¶V�EDFN�UHFRYHUHG�DQG�KH�ZHQW�EDFN�WR�WKH�ERWDQLF�JDUGHQ��0\�
IDWKHU�DSSUHFLDWHG�KLV�KHOSHUV¶�DFFRPSOLVKPHQW�YHU\�PXFK��

3UDFWLFH�EHJDQ�ZLWKRXW�XQLIRUPV��$OO�ZRUH�ZRUN�VKRHV�DQG�KXQJ�WRZHOV�IURP�WKH�ZDLVW��7KH\�SOD\HG�JDPHV�
ZLWK�WKH�XQLYHUVLW\�VWDII�WHDP�RQ�RFFDVLRQDO�6XQGD\V��7KH�RWKHU�WHDP�KDG�QLFH�XQLIRUPV�DQG�QR�WRZHOV�KDQJLQJ�
IURP� WKH� ZDLVW�� 7KH� IDPLOLHV� RI� ERWK� WHDPV� FDPH� WR� FKHHU��0\� IDWKHU� ZDV� D� SLWFKHU� DQG� IRXUWK� KLWWHU�� DQG�
6KLQR]DNL�6HQVHL�ZDV�WKH�PDQDJHU�DQG�ILUVW�EDVH�SOD\HU�RI�WKH�RWKHU�WHDP��0\�IDWKHU¶V�WHDP�DOZD\V�ORVW�EHFDXVH�
WKH\�FRXOG�QRW�KLW�WKH�FXUYH�EDOOV�WKH�RSSRQHQW�SLWFKHU�VNLOOIXOO\�WKUHZ��EXW�WKH\�ZHUH�VWLOO�MR\RXV��7KH�ZLQQHU�
ZHQW�EDFN�WR�WKH�2VDND�FLW\�ZLWK�SUHVHQWV�RI�IUXLWV�DQG�YHJHWDEOHV��

7KH� ODVW� KXPS� RI� WKH� ZHVW�PRVW� ULGJH� LV� FDOOHG� 6DNXUD� <DPD��:LOG� FKHUU\� WUHHV� ZHUH� YLFWLPL]HG� E\� D�
.DZDKDJL�'RURER��$�'RURER�VWHDOV��DQG�D�.DZDKDJL�'RURER�SHHOV�DQG�VWHDOV�WKH�EDUN�RI�D�WUHH��7KH�FKHUU\�WUHH�
EDUN�LV�XVHG�IRU�.RNHVKL�GROOV��:LWK�WKH�EDUN�SHHOHG�DOO�DURXQG�WKH�ELJ�WUXQN��WKH�YLFWLPL]HG�ZLOG�FKHUU\�WUHHV�
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ZRXOG�GLH��0\�IDWKHU�FRQWDFWHG�WKH�SROLFH�IRU�KHOS��6LQFH�WKH�SROLFH�FRXOG�QRW�GR�PXFK��WKH\�GHFLGHG�WR�ZRUN�LQ�
9DOOH\���ZLWK�D�VFRXW�ZHHGLQJ�FRYHUWO\�RQ�WKH�ZHVW�VLGH�RI�6DNXUD�<DPD��7ZR�GD\V�ODWHU�� WKH�VFRXW�UXVKHG�WR�
9DOOH\� ��RQ�D� ELF\FOH�� DOO� UXVKHG� WRZDUG�6DNXUD�<DPD� IROORZLQJ� WKH� ELF\FOH� WKLQNLQJ� WKH�.DZDKDJL�'RURER�
ZRXOG�WU\�WR�UXQ�DZD\�WRZDUG�0\RXNHQ�=DND�ZKLOH�P\�IDWKHU�UXVKHG�WR�WKH�ULGJH�ZLWK�D�WKLFN�VWLFN�LQ�KDQG��+H�
ZDQWHG�WR�YLHZ�WKH�ZKROH�HYHQW�IURP�D�KLJK�SRLQW��5HDOL]LQJ�PDQ\�FRPLQJ�DIWHU�KLP��WKH�.DZDKDJL�'RURER�GLG�
QRW�UXQ�WRZDUG�0\RXNHQ�=DND��EXW�UDQ�XS� WKH�ULGJH��DQG�MXPSHG�RXW�ULJKW� LQ�IURQW�RI�P\�IDWKHU��0\�IDWKHU¶V�
WURRS� VDZ� WKH�.DZDKDJL�'RURER� EUDQGLVKLQJ� D�PDFKHWH� DQG�P\� IDWKHU� SRLQWLQJ� KLV� VWLFN� WR� WKH� H\HV� RI� WKH�
.DZDKDJL�'RURER�LQ� WKH�6HLJDQ�IRUP��%HLQJ�D�EODFN�EHOW�.HQGRX�SOD\HU�ZLWK�WKH�IRXUWK�'DQ��KLV�DWWDFN�ZDV�
VZLIW� DQG� RYHUZKHOPLQJ�� +H� WKUXVW� WKH� WRUVR� RI� WKH� .DZDKDJL� 'RURER� ZLWK� KLV� VWLFN�� 7KUXVW� LQ� WKH� WRUVR��
.DZDKDJL�'RURER�WXPEOHG�GRZQ�WR�WKH�ZHVW�VLGH�RI�WKH�ULGJH��WKH�VLGH�P\�IDWKHU¶V�WURRS�FRXOG�VHH��0\�IDWKHU�
WXPEOHG�GRZQ� WKH� HDVW� VLGH� LQ� UHDFWLRQ��.DZDKDJL�'RURER� MXPSHG�XS�� UDQ� OLNH� UDEELW�EDFN� WR� WKH� ULGJH��DQG�
GLVDSSHDUHG�LQWR�WKH�PRXQWDLQV��,�VXVSHFW�'RURER�VDQ�JRW�ORVW�LQ�WKH�PRXQWDLQV�DQG�FRXOG�QRW�FRPH�RXW�WLOO�GDUN��
,�ZDV�JODG�P\�IDWKHU¶V�KHDG�GLG�QRW�UROO��6LQFH�WKHQ��QR�PRUH�ZLOG�FKHUU\�WUHHV�ZHUH�YLFWLPL]HG�E\�.DZDKDJL�
'RURERV��

7KHUH� ZDV� D� SODWHDX� KHZHG� QHDU� WKH� GLVWDO� HQG� RI� WKH� ULGJH� EHWZHHQ� 9DOOH\V� �� DQG� ��� 7KHUH� ZHUH� DQ�
DXGLWRULXP�DQG�DQ�RIILFH�EXLOGLQJ�RQ�WKH�SODWHDX��ERWK�RI�ZKLFK�ZHUH�LQKHULWHG�IURP�2.&7�'RMR��7KHUH�ZDV�D�
EURDG�GLUW�URDG�KHZHG�LQ�IURQW�RI�WKHP��,W�FRQQHFWHG�9DOOH\V���DQG����7KHUH�ZHUH�ZLGH��VWRQH�VWHSV�LQ�IURQW�RI�
WKH�DXGLWRULXP�DQG�ZRRG�IUDPHG�GLUW�VWHSV�LQ�IURQW�RI�WKH�RIILFH�EXLOGLQJ�IRU�XV�WR�ZDON�GRZQ�IURP�WKH�SODWHDX�
WR�WKH�EURDG�GLUW�URDG��7KHUH�ZDV�D�VPDOO�KLOO�OHIW�RQ�WKH�VRXWKHDVW�VLGH�RI�WKH�URDG��7KH�KLOO�ZLWK�D�GHQVH�VFUXE�
DQG�SLQH�WUHHV�EORFNHG�WKH�YLHZ�IURP�WKH�SODWHDX�� �

0\�IDWKHU�ZDQWHG�WR�UHPRYH�WKH�KLOO��+H�NQHZ�KH�FRXOG�QRW�PRYH�WKH�KLOO�E\�KDQG�DQG�ZHQW�WR�VHH�WKH�KHDG�
DGPLQLVWUDWRU� RI� 2VDND� &LW\� 8QLYHUVLW\� WR� DVN� IRU� KHOS�� 7KH� KHDG� DGPLQLVWUDWRU� V\PSDWKL]HG� DQG� KLUHG� D�
EXOOGR]HU�IRU�P\�IDWKHU�� ,W�UHPRYHG� WKH�KLOO� LQ�WZR�ZHHNV�DQG�FUHDWHG� WKH�VHFRQG�SODWHDX��7KH�YLHZ�IURP�WKH�
ILUVW�SODWHDX� LPSURYHG��:H�FRXOG�VHH� WKH�7RULL�JDWHZD\�RI�$PDGD�6KULQH�DQG� WKH�PRXQWDLQV�RI�6KLVKLNXWVXML�
7HPSOH� DQG�.DWDQR� LQ� DGGLWLRQ� WR� WKH� GLVWDQW� PRXQWDLQV� LQ� WKH� 7HQQRX]DQ� DQG� <DPD]DNL� DUHD�� .LVDEH� DQG�
.LVDLFKL�9LOODJHV�� DQG�.HLKDQ� 5DLOURDG� ZKLFK� ZH� KDG� EHHQ� DEOH� WR� VHH� SUHYLRXVO\�� ,W� ZDV� WKH� VDPH� YLHZ� ,�
HQMR\HG�IURP�WKH�FURZV¶�QHVW�KLJK�XS�LQ�WKH�SLQH�WUHH��,�WKRXJKW�LW�ZDV�WKH�ERUURZHG�VFHQHU\�P\�IDWKHU�ZDV�DIWHU��

7KH� WLPH� KDV� SDVVHG�� DQG� DOO� WKH� ROG� EXLOGLQJV� KDYH�EHHQ� UHPRYHG� FOHDQ�� LQFOXGLQJ� WKH� DXGLWRULXP�� WKH�
RIILFH�EXLOGLQJ��WKH�URXQG�KRXVHV��WKH�PDQVLRQ�ZKHUH�7DPDUL�VDQ¶V�IDPLO\�OLYHG��DQG�WKH�GRUPLWRU\�IRU�VLQJOHV��
7UHHV�DUH�JURZLQJ�LQ�WKH�EDVHEDOO�ILHOG��7KH�OLYHVWRFN��YHJHWDEOH�ILHOGV��DQG�RUFKDUGV�DUH�JRQH��

$URXQG�WKH�WLPH�,�ZDV�ILQLVKLQJ�MXQLRU�KLJK�VFKRRO��P\�IDWKHU�ERXJKW�D�������VT��PHWHU�ODQG�DGMRLQLQJ�WKH�
VRXWKHUQ�ERUGHU�RI�$PDGD�6KULQH�WR�EXLOG�RXU�QHZ�KRXVH��7KH�UHVLGHQWLDO�ODQG�ERRP�KDG�QRW� VWDUWHG�\HW��7KH�
QHZ�KRXVH�ZDV�RQ� WKH�VORSH�RI� WKH�6KLVKLNXWVXML�PRXQWDLQ�DQG� WKHUH�ZHUH�QR�RWKHU�KRXVHV�DURXQG��7KH�YLHZ�
ZDV�JRRG��:H�FRXOG�VHH�WKH�ERWDQLF�JDUGHQ�LQ�WKH�GLVWDQFH�IURP�RXU�\DUG��:H�FRXOG�VHH�RXU�ROG�KRXVH�LQ�WKH�
RIILFLDO�UHVLGHQWLDO�DUHD��:H�FRXOG�IDLQWO\�VHH��EH\RQG�RXU�ROG�KRXVH��WKH�2VDND�FDVWOH�DQG�WKH�2VDND�ED\�VRPH�
���NP�DZD\��

:H� SODQWHG� YDULRXV� YHJHWDEOHV� VXFK� DV� FXFXPEHUV�� HJJSODQWV�� SXPSNLQV�� UDGLVKHV�� DQG� EXUGRFNV�� 7KH\�
JUHZ�ZHOO��$Q�DUWLFKRNH�DOVR�JUHZ�ZHOO�DQG�EORRPHG�OLNH�D�WKLVWOH��,W�ZDV�D�ELJ��VSLN\�IORZHU��:KLOH�ZH�ZHUH�
ZRQGHULQJ�ZKLFK�SDUW�WR�HDW��LW�VWDUWHG�ORRNLQJ�OLNH�HQGLQJ�LWV�OLIH��0\�IDWKHU�ORRNHG�LW�XS�KXUULHGO\�WR�ILQG�RXW�
WKDW� D� IORZHU� EXG� LV� HGLEOH�� ,W�ZDV� WRR� ODWH��%DFN� WKHQ�ZH�KDUYHVWHG� WKH� YHJHWDEOHV�ZH�FRXOG� QRW� ILQG� DW� WKH�
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JURFHU\�VWRUHV�LQ�+LUDNDWD��LQFOXGLQJ�RNUDV��FHOHULHV��IHQQHOV��DQG�-DSDQHVH�VSLNHQDUGV�8GR��$OO�WDVWHG�JRRG��
:H�DOVR�SODQWHG�PDQ\�NLQGV�RI�IUXLW�WUHHV�LQFOXGLQJ�IODW�VHHGOHVV�SHUVLPPRQ��FKHVWQXW��SHDFK��SOXP��DSULFRW��

NLZL�� TXLQFH�� -DSDQHVH�SHSSHU��<X]X��1DWXGDLGDL�RUDQJH�� DQG� ORTXDW� WUHHV��$Q�DSULFRW� WUHH�EORRPHG�DQG�ERUH�
IUXLWV��:H� GLG� QRW� KDUYHVW� EHFDXVH� WKH\�ZHUH� TXLWH� VRXU�� EXW� D� QHLJKERU�ZDQWHG� RXU� DSULFRWV�� 6KH� ORRNHG� VR�
KDSS\�JHWWLQJ�DSULFRWV�IURP�WKH�JURXQG�WKDW�ZH��WRR��WULHG�VRPH��:H�IRXQG�WKH\�ZHUH�VZHHW�DQG�WDVW\��6LQFH�WKHQ��
ZH� VWUHWFKHG� D� QHW� XQGHU� WKH� DSULFRW� WUHH� WR� FDWFK� DQG� KDUYHVW� WKH� IDOOLQJ� IUXLWV�� :H� DOVR� SODQWHG� VHYHUDO�
0HWDVHTXRLD�WUHHV�DQG�PDQ\�IORZHULQJ�WUHHV��

6RRQ��WKH�UHVLGHQWLDO�ODQG�ERRP�VWDUWHG��WKH�ODQG�SULFHV�VN\URFNHWHG��DQG�VR�GLG�WKH�UHQWDO�FRVW�RI�WKH�ODQG�
IRU�WKH�ERWDQLF�JDUGHQ��+RXVHV�KDYH�EHHQ�EXLOW�RQH�DIWHU�DQRWKHU�QHDU�RXU�QHZ�KRXVH�DV�ZHOO�DV�QHDU�WKH�.LVDLFKL�
DQG�.DZDFKLPRUL�VWDWLRQV�RI�.HLKDQ�5DLOURDG��DORQJ�0\RXNHQ�=DND��DQG�DORQJ�WKH�-5�.DWDPDFKL�OLQH��SUHVHQW�
*DNXHQWRVKL�OLQH���

,�VWDUWHG�VWXG\LQJ�DW�2RWHPDH�+LJK�6FKRRO�ORFDWHG�ULJKW�QH[W�WR�WKH�2VDND�FDVWOH��7RZDUG�WKH�HQG�RI�WKH�
VDPH�\HDU��P\�IDWKHU�YLVLWHG�WKH�DGPLQLVWUDWLRQ�RIILFH�RI�2VDND�&LW\�8QLYHUVLW\�WR�QHJRWLDWH�WKH�EXGJHW�IRU�WKH�
QH[W�ILVFDO�\HDU�FRYHULQJ�$SULO��VW�WKURXJK�0DUFK���VW���6KRUWO\�DIWHU�WKH�EXGJHW�WDON�VWDUWHG��D�QHZO\�HPSOR\HG�
FOHUN� VXJJHVWHG� WR�FORVH� WKH�ERWDQLF�JDUGHQ�EHFDXVH� WKH� UHQWDO� FRVW�RI� WKH� ODQG�ZDV� WRR�H[SHQVLYH��+H�PLJKW�
KDYH�MXVW�ZDQWHG�WR�EH�LQ�D�EHWWHU�QHJRWLDWLQJ�SRVLWLRQ��%XW�P\�IDWKHU�WKXQGHUHG�DW�KLP��³<RX�DVNHG�PH�WR�EXLOG�
D�ERWDQLF�JDUGHQ��,�KDYH�EHHQ�SODQWLQJ�WUHHV�E\�KDQG�IRU�PRUH�WKDQ�WHQ�\HDUV�H[KDXVWLQJ�DOO�P\�HQHUJ\��*LYH�PH�
EDFN�P\�WHQ�\HDUV�RI�\RXWK�EHIRUH�\RX�FORVH�LW�´�1RW�RQO\�WKH�\RXQJ�FOHUN�EXW�HYHU\ERG\�LQ�WKH�URRP�PXVW�KDYH�
JRWWHQ�VFDUHG��%DVHG�RQ�P\�H[SHULHQFH��,�FRXOG�WHOO�KRZ�WKH\�IHOW��7KH�KHDG�DGPLQLVWUDWRU�MXPSHG�LQWR�WKH�URRP��
WRRN�P\�IDWKHU�WR�KLV�RIILFH��DQG�DSRORJL]HG�PRVW�KXPEO\�DQG�HDUQHVWO\��0\�IDWKHU�FDPH�KRPH�VWLOO�ILOOHG�ZLWK�
DQJHU�DQG�UHJUHW��³:H�VKRXOG�KDYH�ERXJKW�WKH�ODQG�DW�WKDW�WLPH��7KH�JUHHQKRXVH�FRXOG�KDYH�ZDLWHG�´�,�FDQ�IHHO�
KLV�VRUURZ�HYHQ�QRZ��

$�KXQGUHG�\HDUV�KDYH�QRW�SDVVHG��EXW�WKH�WUHHV�KDYH�JURZQ�WDOO��DQG�WKH�ERWDQLF�JDUGHQ�DOUHDG\�ORRNV�JRRG��
7KH�0HWDVHTXRLD�JURYH�DQG�EDOGF\SUHVV�JURYH�ORRN�HVSHFLDOO\�JRRG��$V�ZH�FOLPE�WKH�FXUYHG�SDWK��ZH�KDYH�WKH�
0HWDVHTXRLD�JURYH�RQ� WKH�ULJKW�DQG� WKH�EDOGF\SUHVV�JURYH�RQ� WKH�OHIW��7KH\�DUH�VSOHQGLG�DURXQG�WKH�WLPHV�RI�
EXGGLQJ�DQG�DXWXPQ�IROLDJH��$W�WKH�HQG�RI�WKH�SDWK��ZH�VHH�WKH�ROG�EDVHEDOO�ILHOG�ZLWK�WUHHV�LQ�9DOOH\���RQ�WKH�
OHIW�DQG�WKH�ZLGH�VWRQH�VWHSV�RQ�WKH�ULJKW�IRUZDUG��&OLPELQJ�XS�WKH�VWHSV�RQWR�WKH�ILUVW�SODWHDX�DQG�WXUQLQJ�EDFN��
ZH�YLHZ�WKH�0HWDVHTXRLD�DQG�EDOGF\SUHVV�JURYHV�ZLWK�VRPH�GLVWDQFH��:H�FDQ�HQMR\�WKH�ERUURZHG�VFHQHU\�WRR��
7KLV�LV�WKH�SRLQW�RI�DWWUDFWLRQ�RI�WKH�ERWDQLF�JDUGHQ��7KH�ILUVW�GLUHFWRU�RI�WKH�ERWDQLF�JDGHQ��3URI��0LNL��IRXQG�
WKH�SODQW�UHPDLQV�UHVHPEOLQJ�EXW�QRW�LGHQWLFDO�WR�WKH�EDOGF\SUHVV�DQG�QDPHG�LW�DV�0HWDVHTXRLD��7KHUHIRUH��WKLV�
SRLQW�RI�DWWUDFWLRQ�FHOHEUDWHV�RQH�RI�KLV�DFKLHYHPHQWV�� ,�FRQVLGHU�LW�DV�D�EHVW�SRLQW�RI�DWWUDFWLRQ�IRU�D�ERWDQLF�
JDGHQ�DIILOLDWHG�ZLWK�D�XQLYHUVLW\��

6XUH� HQRXJK�� ,� EHFDPH� D� 'HQNL�\D�� ,� VWXGLHG� (OHFWULFDO� (QJLQHHULQJ� DW�.\RWR�8QLYHUVLW\�� UHFHLYHG�P\�
EDFKHORU�DQG�PDVWHU¶V�GHJUHHV��DQG�VWXGLHG�$SSOLHG�0DWKHPDWLFV�DW�+DYDUG�8QLYHUVLW\�� ,� UHFHLYHG�P\�3K��'��
ZKHQ�,�ZDV����\HDUV�ROG��0\�IDWKHU�ZDV�KDSS\�WR�VHH�PH�WDNLQJ�QR�GHWRXUV��,�MRLQHG�*(�DQG�VWDUWHG�P\�FDUHHU�
DV� D� UHVHDUFK� VFLHQWLVW� VSHFLDOL]HG� LQ� HOHFWULF� SRZHU� DSSDUDWXV� GHYHORSPHQW� DQG� HOHFWULF� SRZHU� V\VWHP�
GLVWXUEDQFHV��0\�DUHD�RI�ZRUN�WXUQHG�RXW�WR�EH�RI�VZLIWHU�UHVSRQVHV�WKDQ�VORZ�JURZLQJ�WUHHV��

 

2. Soft Grafting 

0\� IDWKHU¶V� 'RNDWD� ZRUN� HQGHG� DURXQG� WKH� WLPH� ,� VWDUWHG� VWXG\LQJ� DW� .\RWR� 8QLYHUVLW\�� *XLGHG� E\� 3URI��
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7VXNDPRWR��KH�VWDUWHG�KLV�UHVHDUFK�RQ�WKH�VRIW�JUDIWLQJ�RI�FDPHOOLD�DQG�PDSOH�WRZDUG�KLV�3K��'��
*UDIWLQJ�LV�D�KRUWLFXOWXUDO�WHFKQLTXH�WR�MRLQ�WKH�YDVFXODU�FDPELXP�RI�D�VFLRQ�WR�WKDW�RI�D�URRWVWRFN�VR�WKDW�

VDS�IORZV�IURP�WKH�URRWVWRFN�XS�LQWR�WKH�VFLRQ�DQG�YLFH�YHUVD��9DVFXODU�FDPELXP�LV�WKH�PHULVWHP�EHWZHHQ�EDUN�
DQG�SLWK��DQG�LW�LV�WKH�SODFH�ZKHUH�WKH�JURZWK�RFFXUV��*UDIWLQJ�LV�XVHG�WR�SURSDJDWH�VFLRQV�RU�WR�SURGXFH�K\EULGV��

1RUPDOO\��D�EUDQFK�WKDW�LV�ROGHU�WKDQ�D�\HDU�LV�XVHG�DV�D�VFLRQ��*UDIWLQJ�RI�FDPHOOLD�RU�RI�PDSOH�LV�GLIILFXOW��
EXW�VRIW�JUDIWLQJ�ZRUNV�ZHOO�ZKHUH�D�QHZ�VKRRW�LV�XVHG�DV�D�VFLRQ��0\�IDWKHU�ZDV�WUDFNLQJ�WKH�VDS�IORZ�IURP�
URRWVWRFN� WR� VFLRQ�ZLWK� ,RGLQH� LVRWRSH� DIWHU� VRIW� JUDIWLQJ� RI� FDPHOOLD� DQG� RI�PDSOH�� 6KLQR]DNL� 6HQVHL� NLQGO\�
WDXJKW�P\�IDWKHU�KRZ�WR�XVH�,RGLQH�LVRWRSH�DV�WUDFHU��+H�FRQILUPHG�DQG�UHFRQILUPHG�WKDW��7KH�VDS�IURP�D�ZHOO�
JURZLQJ� URRWVWRFN� IORZV�ZHOO��:LWK� WRR�PDQ\� OHDYHV�RQ� D� URRWVWRFN�� WKH� VDS� WHQGV� WR� IORZ� LQWR� WKRVH� OHDYHV�
UDWKHU�WKDQ�WR�D�VFLRQ��,W�LV�EHWWHU�WR�UHGXFH�WKH�OHDYHV�RI�WKH�URRWVWRFN��$�VFLRQ�ZLWK�ZHOO�JURZLQJ�EXGV�WHQGV�WR�
VXFN�VDS�XS�ZHOO��,Q�RUGHU�WR�MRLQ�DQG�IXVH�WZR�VHWV�RI�YDVFXODU�FDPELXP��LW�LV�QHFHVVDU\�WR�XVH�D�VKDUS�NQLIH�DQG�
WR�NHHS�FXW�VXUIDFHV�PRLVW��,W�LV�HDVLHU�WR�PDNH�D�JRRG�MRLQW�DQG�NHHS�LW�PRLVW�ZLWK�D�QHZ�VKRRW�RI�D�VLPLODU�VL]H�
DV�D�URRWVWRFN��

0\�IDWKHU�UHFHLYHG�KLV�3K��'��LQ�$JULFXOWXUH�LQ�WKH�VDPH�\HDU�,�UHFHLYHG�P\�0DVWHU¶V�GHJUHH��+H�ZDV����
\HDUV�ROG��$�\HDU�ODWHU��KH�EHFDPH�DQ�DVVRFLDWH�SURIHVVRU��7KUHH�\HDUV�ODWHU��KH�OHIW�.LVDLFKL�%RWDQLF�*DUGHQ�WR�
EHFRPH�D�SURIHVVRU�RI�$JULFXOWXUH�)DFXOW\�RI�.DJDZD�8QLYHUVLW\��+H�ZDV�KDSS\�WR�WHDFK�ZKHUH�KH�ZDV�ERUQ�
DQG�JUHZ�XS��$�\HDU�ODWHU��)XVDWR�2JDZD�EHFDPH�WKH�GLUHFWRU�RI�.LVDLFKL�%RWDQLF�*DUGHQ��

 

3. Visiting Gardens and Parks 

,� PRYHG� IURP� %RVWRQ� WR�:DOOLQJIRUG�� D� VXEXUE� RI� 3KLODGHOSKLD�� DQG� JRW� PDUULHG�� 0\� SDUHQWV� FDPH� WR� RXU�
ZHGGLQJ��$IWHU�RXU�ZHGGLQJ��WKH\�YLVLWHG�8��6��1DWLRQDO�$UERUHWXP�LQ�:DVKLQJWRQ�'&��,W�LV�D�IHZ�NLORPHWHUV�
IURP�8QLRQ�6WDWLRQ�DQG�WDNHV�WHQ�PLQXWHV�RU�VR�E\�FDU��,W�LV�DFFHVVLEOH�DOVR�E\�VXEZD\�RU�EXV��7KH�GLUHFWRU�RI�
WKH�DUERUHWXP�LQYLWHG�WKHP�WR�KLV�RIILFH�DQG�NLQGO\�H[SODLQHG�WKH�REMHFWLYHV�DQG�IXQFWLRQV�RI�WKH�DUERUHWXP��,W�
ZDV�HVWDEOLVKHG�DV�DQ�DJULFXOWXUDO�UHVHDUFK�DQG�WUDLQLQJ�FHQWHU�RI�86�'HSDUWPHQW�RI�$JULFXOWXUH��,W�KDV�D�OLEUDU\�
ZLWK�D�ODUJH�FROOHFWLRQ�RI�ERRNV�DQG�WHFKQLFDO�MRXUQDOV�XVHIXO�IRU�ERWDQLFDO�UHVHDUFK��7KH�����KD�DUERUHWXP�KDV�
SDYHG� ZDONZD\V� ��� NP� ORQJ� LQ� WRWDO�� 7KH� WRWDO� QXPEHU� RI� VWDII� DQG� YROXQWHHUV�� WKH� HVWDEOLVKPHQW� FRVW�� WKH�
DQQXDO�EXGJHW��DQG�WKH�WRWDO�QXPEHU�RI�WUHHV�FROOHFWHG�DUH�DOO�YHU\�ODUJH��0\�IDWKHU�ZDV�VXUSULVHG��

,Q�WKH�IROORZLQJ�\HDU��P\�SDUHQWV� WUDYHOHG�WR�1HWKHUODQGV��*HUPDQ\��6ZLW]HUODQG��)UDQFH��DQG�WKH�8QLWHG�
.LQJGRP��7KH\�YLVLWHG�ERWDQLF�JDUGHQV��SDUNV��DQG�SDODFH�JDUGHQV��0\�IDWKHU�OLNHG�.HZ�*DUGHQV�YHU\�PXFK��,Q�
ODWHU�\HDUV��,�DOVR�YLVLWHG�.HZ�*DUGHQV�PDQ\�WLPHV��,W�LV�DQ�ROG��DXWKRULWDWLYH��ERWDQLF�JDUGHQ�ORFDWHG�VRPH����
NP� DZD\� IURP� WKH� FLW\� FHQWHU� LQ� WKH� VRXWKZHVW� RI� /RQGRQ�� ,W� LV� FORVH� WR� WKH�:LPEOHGRQ� WHQQLV� FRXUWV� DQG�
+HDWKURZ� $LUSRUW�� ,W� WDNHV� ��� PLQXWHV� IURP� WKH� 6RXWK� .HQVLQJWRQ� VWDWLRQ� RI� WKH� 'LVWULFW� OLQH� WR� WKH� .HZ�
*DUGHQV�VWDWLRQ�ZLWKRXW�WUDQVIHU��,W� LV�D�ILYH�PLQXWH�ZDON�IURP�WKH�VWDWLRQ�WR�WKH�9LFWRULD�JDWH��.HZ�*DUGHQV¶�
KLVWRU\�GDWHV�EDFN�WR������� ,W�ZDV�WKH�FHQWHU�RI�LQIRUPDWLRQ�H[FKDQJH�DPRQJ�DOO� WKH�UR\DO�ERWDQLF�JDUGHQV�LQ�
%ULWLVK� FRORQLHV�� ,W� GLUHFWHG� V\VWHPDWLF� EUHHGLQJ� RI� XVHIXO� SODQWV�� VHOHFWLRQ� RI� PDVV� SURGXFWLRQ� VLWHV� IRU�
LPSURYHG�� XVHIXO� SODQWV�� DQG� WKHLU� WUDQVSODQWV�� 7KH� ���� KD� JDUGHQ� LV� VXUURXQGHG� E\� WKH� PHDQGHULQJ� 5LYHU�
7KDPHV�RQ�WKUHH�VLGHV��,W�KDV�PDJQLILFHQW�JUHHQKRXVHV�DQG�ODUJH�WUHHV�RI�PDQ\�NLQGV�ZLWK�EUDQFKHV�VWUHWFKLQJ�
QDWXUDOO\�ZLWKRXW� FRQVWUDLQWV��7KHUH� LV� D�ZDONZD\�ZLWK� KDQGUDLOV� FRQVWUXFWHG� ���P�XS� LQ� WKH� DLU� WKURXJK� WKH�
FDQRS\�RI�D�JURYH�RI�ODUJH�WUHHV��:H�FDQ�HQMR\�WKH�YLHZ�IURP�WKH�FURZV¶�QHVW��

-DUGLQ�GHV�3ODQWHV�LV�WKH�PDLQ�ERWDQLF�JDUGHQ�LQ�)UDQFH��7KH����KD�JDUGHQ�LV�ORFDWHG�RQ�WKH�VRXWK�EDQN�RI�

http://en.wikipedia.org/wiki/Botanical_garden
http://en.wikipedia.org/wiki/France


92 
 

5LYHU�6HLQH�LQ�3DULV��,W�LV�RQ�DQ�H[WHQVLRQ�RI�D�OLQH�GUDZQ�IURP�/RXYUH�0XVHXP�WR�1RWUH�'DPH�&DWKHGUDO��7KH�
PLGSRLQW�RI�/RXYUH�0XVHXP�RQ�WKH�QRUWK�EDQN�DQG�WKH�JDUGHQ�RQ�WKH�VRXWK�EDQN�LV�1RWUH�'DPH�&DWKHGUDO�RQ�
WKH�VDQGEDU�LVODQG�RI�WKH�ULYHU��7KH�EHDXW\�RI�WKH�V\PPHWU\��VWUDLJKW�OLQHV��DQG�FLUFOHV�LQ�WKH�DUFKLWHFWXUHV�DQG�
JDUGHQ�GHVLJQ�LV�VLPLODU�WR�WKDW�ZH�VHH�LQ�9HUVDLOOHV�3DODFH��+DPSWRQ�&RXUW�LQ�/RQGRQ��DQG�6FKRQEUXQQ�3DODFH�
LQ�9LHQQD��,W�LV�GLIIHUHQW�IURP�WKH�EHDXW\�WUDGLWLRQDOO\�SXUVXHG�LQ�-DSDQ��0\�IDWKHU�HQMR\HG�WKH�GLIIHUHQFH��

$IWHU� VL[� \HDUV� RI� WHDFKLQJ�� P\� IDWKHU� UHWLUHG� IURP� .DJDZD� 8QLYHUVLW\� DW� WKH� DJH� RI� ���� WUDYHOHG� WR�
:DOOLQJIRUG��3$�WRJHWKHU�ZLWK�P\�PRWKHU�DQG�OLYHG�ZLWK�XV�IRU�PRUH�WKDQ�D�\HDU��:H�KDG�ERXJKW�DQG�OLYHG�LQ�DQ�
ROG��UHG�EULFN��WZR�VWRU\�KRXVH��5LJKW�DIWHU�DUULYDO��P\�IDWKHU�VWDUWHG�D�YHJHWDEOH�JDUGHQ��:H�KDUYHVWHG�D�ORW�RI�
WRPDWRHV��FXFXPEHUV��DQG�HJJ�SODQWV��7KH\�WDVWHG�JRRG��0\�SDUHQWV�RIWHQ�ZDONHG�ZLWK�P\�VRQ�LQ�D�VWUROOHU�LQ�
7\OHU�$UERUHWXP�QHDU�RXU�KRXVH��2Q�ZHHNHQGV��ZH�GURYH�WR�/RQJZRRG�*DUGHQV�IRU�D�SLFQLF��,W�ZDV����NP�IURP�
RXU�KRXVH�LQ�WKH�ZHVW�DQG����PLQXWHV�DZD\�E\�FDU��:H�DOVR�YLVLWHG�$UQROG�$UERUHWXP�LQ�%RVWRQ��

-RKQ�-��7\OHU�$UERUHWXP�XVHG�WR�EH�D�IDUP�RZQHG�E\�WKH�3DLQWHU�IDPLO\�IRU�PRUH�WKDQ�����\HDUV�IURP������
WR�������,Q�������WZR�3DLQWHU�EURWKHUV�VWDUWHG�V\VWHPDWLFDOO\�SODQWLQJ�WUHHV�DQG�VKUXEV�RI�PRUH�WKDQ�������NLQGV�
DQG� FRQVWUXFWHG� DQ� DUERUHWXP�ZLWKLQ� WKH� IDUP�� ,Q� ������ GHVFHQGHQW�0UV�� 7\OHU� ZLOOHG� WKH� SURSHUW\� WR� EH� D�
QRQ�SURILW�DUERUHWXP�LQ�PHPRU\�RI�KHU�KXVEDQG��7KHUH�DUH�ELJ�WUHHV�RI�PDQ\�NLQGV�LQ�WKH�DUERUHWXP��LQFOXGLQJ�
/HEDQRQ�FHGDU�� JLQNJR��<XODQ�PDJQROLD�� VXJDU�PDSOH�� UHG�PDSOH��2VDJH�RUDQJH�� FXFXPEHU� WUHH�� EDOGF\SUHVV��
DQG�JLDQW�VHTXRLD��7KHUH�LV�DOVR�D�SLQHWXP��0\�IDWKHU�OLNHG�D�WDOO�WXOLS�WUHH�JURYH�DQG�D�WDOO�RDN�WUHH�JURYH��7KHUH�
DUH� YDULRXV� IORZHULQJ� WUHHV� LQFOXGLQJ� &UDEDSSOH�� 0DJQROLD�� D]DOHD�� UKRGRGHQGURQ�� DQG� OLODF�� 7KH� DERUHWXP�
LQFOXGHV�����KD�RI�XQFXOWLYDWHG�ODQG�ZLWK����NP�RI�PDUNHG�WUDLOV��0\�IDWKHU�HQYLHG�WKH�ODUJH�SLHFH�RI�ODQG��+H�
PLJKW�KDYH�EHHQ�GUHDPLQJ�RI�ZKDW�WR�GR�LI�KH�ZHUH�LQ�FKDUJH�RI�WKH�ODQG��

/RQJZRRG� *DUGHQV� VWDUWHG� DV� D� ZRUNLQJ� IDUP� RI� WKH� 3HLUFH� IDPLO\�� ,Q� ������ WZLQ� EURWKHUV� VWDUWHG� DQ�
DUERUHWXP�QDPHG�3HLUFH¶V�3DUN�E\�SODQWLQJ� WUHHV�DQG�RSHQHG�LW� WR�WKH�SXEOLF��%\�������3HLUFH¶V�3DUN�KDG�WKH�
EHVW�FROOHFWLRQ�RI� WUHHV��7KH� WUHHV��KRZHYHU��EHFDPH� IRU� VDOH�DV� OXPEHU��$�ZHDOWK\� LQGXVWULDOLVW�3��6��GX�3RQW�
VDYHG� WKH�DUERUHWXP�E\�SXUFKDVLQJ� WKH�ZKROH� IDUP��+H�PDGH� LW�KLV�SULYDWH�HVWDWH��NHSW� WKH�DUERUHWXP��DGGHG�
IRXQWDLQV��IORZHU�JDUGHQV��ODUJH�JUHHQKRXVHV��DQG�D�ODUJH�SLSH�RUJDQ��7KH�SLSH�RUJDQ�ZDV�SOD\HG�IRU�WKH�JXHVWV�
LQ�WKH�JUHHQKRXVHV��+H�RSHQHG�KLV�HVWDWH�WR�WKH�SXEOLF�D�IHZ�GD\V�D�ZHHN��+H�ZLOOHG�WKH�HVWDWH�DQG�FUHDWHG�WKH�
IRXQGDWLRQ� WR� VHFXUH� WKH� ILQDQFLDO� VWDELOLW\� RI�/RQJZRRG�*DUGHQV� IRU�PDLQWHQDQFH�� LPSURYHPHQWV�� DQG� GDLO\�
SXEOLF�YLVLWV��,W�LV�D�����KD�JDUGHQ�ZLWK�JUHHQKRXVHV�ZLWK�D�WRWDO�DUHD�RI���KD��,W�LV�D�ODUJH��OX[XULRXV��DQG�ZHOO�
PDLQWDLQHG�JDUGHQ��0\�IDWKHU�ZDV�VXUSULVHG�E\�WKH�ILQDQFLDO�SRZHU�RI�RQH�LQGLYLGXDO��

$UQROG�$UERUHWXP�LV�DIILOLDWHG�ZLWK�+DUYDUG�8QLYHUVLW\��,W�LV�D����PLQXWH�ULGH�RQ�0%7$�2UDQJH�/LQH�IURP�
WKH�'RZQWRZQ�&URVVLQJ�VWDWLRQ�WR�WKH�)RUHVW�+LOOV�VWDWLRQ��7KH�DUERUHWXP�LV�HDVLO\�DFFHVVLEOH�IURP�WKH�FLW\�RI�
%RVWRQ�� +DUYDUG� 8QLYHUVLW\� VWDUWHG� WKH� ���� KD� DUERUHWXP� ZLWK� WKH� FRPELQHG� HVWDWHV� DQG� IXQGV� GRQDWHG� E\�
%HQMDPLQ�%XVVH\�LQ������DQG�-DPHV�$UQROG�LQ�������+DUYDUG�8QLYHUVLW\�GRQDWHG�WKH�ODQG�WR�WKH�FLW\�RI�%RVWRQ�
LQ������DQG�VLJQHG�D�������\HDU�DJUHHPHQW�ZLWK�WKH�FLW\��HQDEOLQJ�WKH�XQLYHUVLW\�WR�XVH�WKH�ODQG�IUHHO\�IRU�WKH�
DUERUHWXP�DQG�WKH�FLW\�WR�FRQQHFW�WKH�DUERUHWXP�WR�%RVWRQ�&RPPRQ�DQG�RWKHU�SDUNV�LQ�WKH�FLW\�WR�IRUP�D�FKDLQ�
RI� SDUNV� FDOOHG� (PHUDOG� 1HFNODFH� ZKLOH� WKH� FLW\� SURYLGHV� SDUN� VHUYLFH� LQFOXGLQJ� ZDWHU� VXSSO\� DQG� SROLFH�
SURWHFWLRQ��7KH�YLVLWRU�FHQWHU�LV�KRXVHG�LQ�WKH�+XQQHZHOO�EXLOGLQJ�ZKLFK�ZDV�FRQVWUXFWHG�ZLWK�IXQGV�GRQDWHG�E\�
+��+��+XQQHZHOO�LQ�������+DUYDUG�8QLYHUVLW\�HVWDEOLVKHG�WKH�IRXQGDWLRQ�ZLWK�WKH�IXQGV�GRQDWHG�E\�%��%XVVH\�
DQG� -�� $UQROG� DQG� PDQDJHV� WKH� IRXQGDWLRQ� E\� LQYHVWLQJ�� 7KH� LQYHVWPHQW� SURILW� LV� XVHG� IRU� PDLQWHQDQFH��
RSHUDWLRQ��DQG�LPSURYHPHQW�RI�WKH�DUERUHWXP��7KH������EXGJHW�ZDV�DURXQG����PLOOLRQ�GROODUV��7KH�IRXQGDWLRQ�



93 
 

KDV�EHHQ�LQFUHDVLQJ�ZLWK�UHPDLQLQJ�SURILWV��7KH�DUERUHWXP�KDV�D�ODUJH�FROOHFWLRQ�RI�1RUWK�$PHULFDQ�WUHHV�DQG�
(DVW�$VLDQ�WUHHV��7KH�UHFHQW�UHVHDUFK�LQ�WKH�DUERUHWXP�LV�IRFXVHG�RQ�PROHFXODU�OHYHO�VWXGLHV�RI�HYROXWLRQ�DQG�
HFRORJ\��0\�IDWKHU�ZDV�UHWKLQNLQJ�WKH�SXUSRVHV�RI�D�ERWDQLF�JDUGHQ�DIILOLDWHG�ZLWK�D�XQLYHUVLW\��

,Q�WKH�IROORZLQJ�VSULQJ��,�WUDQVIHUUHG�WR�D�UHVHDUFK�DQG�FRQVXOWLQJ�JURXS�RI�*(�LQ�6FKHQHFWDG\��1HZ�<RUN��
,W�LV�DQ�ROG�FLW\�ORFDWHG����NP�IURP�$OEDQ\��WKH�1<�VWDWH�FDSLWDO��LQ�WKH�QRUWKZHVW��,�ERXJKW�DQG�PRYHG�LQWR�D�
KRXVH�LQ�%XUQW�+LOOV��6DUDWRJD�&RXQW\�����NP�IURP�6FKHQHFWDG\�LQ�WKH�QRUWKHDVW��0\�SDUHQWV�PRYHG�ZLWK�XV��
7KH�ZHVW�VLGH�RI�WKH�\DUG�VKDUHV�WKH�ERUGHU�ZLWK�-HQNLQV�3DUN�ZKLFK�LV�D����KD�FRPPXQLW\�SDUN��2Q�WKH�QRUWK�
VLGH�RI�WKH����KRXVH�GHYHORSPHQW�ZKHUH�RXU�QHZ�KRXVH�LV�ORFDWHG��WKHUH�LV�D����KD�DSSOH�RUFKDUG��5LJKW�DZD\��
P\� IDWKHU� FUHDWHG� D� YHJHWDEOH� JDUGHQ� DQG� SODQWHG�PDQ\� NLQGV� RI� YHJHWDEOHV� LQFOXGLQJ� WRPDWRV�� FXFXPEHUV��
HJJSODQWV��EXUGRFNV��UDGLVKHV��WXUQLSV��JDUODQG�FKU\VDQWKHPXPV��SXPSNLQV��DQG�FHOHULHV��6RRQ�DIWHU��DSSOH�WUHHV�
IORZHUHG�LQ�WKH�QRUWK�RUFKDUG��,W�ZDV�EHDXWLIXO�WKURXJK�RXW�WKH�DUHD�WZLFH�ODUJHU�WKDQ�.LVDLFKL�%RWDQLF�*DUGHQ��

7KHUH�LV�6DUDWRJD�%DWWOH�)LHOG�QHDU�P\�KRXVH��,W�LV�D�������KD�1DWLRQDO�+LVWRULF�3DUN�ZLWK�D�EHDXWLIXO�JURYH�
RI�EHHFK�WUHHV�QHDU�WKH�HQWUDQFH�DUHD�� �

�

�
6DUDWRJD�%DWWOH�)LHOG���

�
6DUDWRJD�%DWWOH�)LHOG���

�

�
6DUDWRJD�%DWWOH�)LHOG���

�
6DUDWRJD�%DWWOH�)LHOG���

:H�FDQ�VHH�WKH�ROG�EDWWOH�ILHOG�IURP�WKH�YLVLWRU�FHQWHU�RQ�WKH�WRS�RI�D�VPDOO�KLOO��:H�VHH�JURYHV�RI�WUHHV�VFDWWHUHG�
LQ�D�ODUJH�JUDVV�ILHOG��WKH�5LYHU�+XGVRQ�IORZLQJ�VORZO\�IURP�WKH�QRUWK�WR�WKH�VRXWK�QHDU�WKH�HDVWHUQ�ERXQGDU\�RI�
WKH� SDUN�� DQG� UROOLQJ� KLOOV� RQH� DIWHU� DQWKHU� EH\RQG� WKH� ULYHU�� ,W� LV� EHDXWLIXO�� SHDFHIXO�� DQG� FDOPLQJ�� 7KH�
$PHULFDQV� DQG� WKH� %ULWLVK� EDWWOHG� ULJKW� KHUH� LQ� WKH� DXWXPQ� RI� ������ 7KH� $PHULFDQV� ZRQ� DQG� WKH� %ULWLVK�
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VXUUHQGHUHG�IRU�WKH�ILUVW�WLPH�VLQFH�WKH�VWDUW�RI�WKH�UHYROXWLRQDU\�ZDU��:LWK�WKH�QHZV�RI�WKH�$PHULFDQ�YLFWRU\��
)UDQFH� GHFLGHG� WR� DVVLVW� WKH�$PHULFDQV� DQG� ODWHU� 6SDLQ� DQG�+ROODQG� MRLQHG� WKH�ZDU� IRU� WKH�$PHULFDQV��7KH�
%DWWOH�RI�6DUDWRJD�ZDV�WKH�KLVWRULF�WXUQLQJ�SRLQW��

7KH�$GLURQGDFN�3DUN� LV� DOVR�QHDUE\�� ,W� LV� D�1HZ�<RUN� VWDWH�SDUN� FUHDWHG� LQ������� ,W� LV� D�����PLOOLRQ�KD�
HOOLSWLFDO� DUHD�ZLWK� WKH� ���� NP� QRUWK� DQG� VRXWK� FHQWHU� OLQH� DV� WKH�PDMRU� D[LV�� ,W� LV� ODUJHU� WKDQ�<HOORZVWRQH��
<RVHPLWH��*UDQG�&DQ\RQ��DQG�*ODFLHU�1DWLRQDO�3DUNV�FRPELQHG��3XEOLF� URDGV�ZLWKLQ� WKH�SDUN�H[FHHG��������
NP�LQ�WRWDO��7KH�EDODQFH�EHWZHHQ�WKH�ORFDO�DUHD�HFRQRPLF�GHYHORSPHQW�DQG�WKH�QDWXUH�FRQVHUYDWLRQ�KDV�EHHQ�
KRWO\� GHEDWHG�� 3UHVHQWO\�� ���� RI� WKH� ODQG� ZLWKLQ� WKH� SDUN� LV� SULYDWHO\� RZQHG�� 7KH� VWDWH� ODZ� SURKLELWV� ODQG�
GHYHORSPHQW� DQG� QR� UHQWV� IRU� WKH� ODQG� DUH� SDLG�� 7KH� ODQG� LV� FKHDS� GXH� WR� WKH� VWDWH� SURKLELWLRQ� RI� WKH�
GHYHORSPHQW��,W�ZDV�DURXQG��������SHU�KD�IRU�WKH�������KD�SDUFHO�SXUFKDVHG�LQ�������$W�HYHU\�RSSRUWXQLW\��D�
YROXQWHHU�JURXS� WULHV� WR� FROOHFW�GRQDWLRQV�DQG�SXUFKDVH�SULYDWHO\�RZQHG� ODQG�ZLWKLQ� WKH� SDUN� WR� LQFUHDVH� WKH�
SXEOLFO\�RZQHG�ODQG�� ,�ZRQGHU�KRZ�WKRVH�1DWLYH�$PHULFDQ�SHRSOH�ZRXOG�IHHO�ZKRVH�DQFHVWRUV�KXQWHG�LQ�WKH�
DUHD��7KH�SXEOLF�ODQG�LQFUHDVHG�IURP�����PLOOLRQ�KD�LQ������WR�����PLOOLRQ�KD�LQ�������'XULQJ�WKH�VDPH�����\HDU�
SHULRG��WKH�QXPEHU�RI�UHVLGHQWV�ZLWKLQ�WKH�SDUN�LQFUHDVHG�IURP���������WR����������DOO�WKH�LURQ�PLQHV�DQG�SDSHU�
PLOOV� GLVDSSHDUHG�� DQG� WKH� QXPEHU� RI� OXPEHU� PLOOV� GHFUHDVHG� IURP� ��� WR� ���� 7KHUH� DUH� PRXQWDLQV�� ULYHUV��
VWUHDPV��ODNHV��SRQGV��DQG�IRUHVWV�LQ�WKH�SDUN�� � 0DQ\�ZLOG�DQLPDOV�OLYH�LQ�WKH�SDUN��LQFOXGLQJ�EHDUV��GHHU��DQG�
PRRVH��

0\�SDUHQWV�ZHUH�DERXW�WR�UHWXUQ�WR�.LVDLFKL�LQ�WKH�DXWXPQ��DQG�P\�IDWKHU�VDLG�TXLHWO\��³,�ZLVK�,�ZHUH�DEOH�
WR�WDNH�VRPH�ODQG�KRPH�DV�D�VRXYHQLU�´�

 

4. Jomo Kenyatta University of Agriculture and Technology 

$�\HDU�DQG�KDOI�DIWHU�WKHLU�UHWXUQ�WR�.LVDLFKL��P\�SDUHQWV�PRYHG�WR�1DLUREL��.HQ\D�DQG�MRLQHG�WKH�-,&$�SURMHFW�
RI� FUHDWLQJ� 'HSDUWPHQW� RI� $JULFXOWXUH� DW� -RPR� .HQ\DWWD� 8QLYHUVLW\�� -,&$� VWDQGV� IRU� -DSDQ� ,QWHUQDWLRQDO�
&RRSHUDWLRQ� $JHQF\�� ,W� LV� D� -DSDQHVH� JRYHUQPHQW� DJHQF\� IRU� DVVLVWLQJ� HFRQRPLF� DQG� VRFLDO� JURZWK� LQ�
GHYHORSLQJ�FRXQWULHV��0\�SDUHQWV�LQYLWHG�P\�VLVWHU¶V�IDPLO\�DQG�P\�IDPLO\�WR�.HQ\D�� �

%HLQJ�FORVH�WR�WKH�HTXDWRU��WKH�VXQ�LV�VWURQJ�LQ�1DLUREL�EXW�LW�LV�FRRO�DQG�FRPIRUWDEOH�EHFDXVH�RI�LWV�������
P�HOHYDWLRQ��0\�SDUHQWV�OLYHG�LQ�D�ELJ��UHQWHG�KRXVH�RQ�D�KLOO�LQ�:HVWODQGV��D�ZHVWHUQ�VXEXUE�RI�WKH�FLW\��,W�ZDV�
QH[W� WR� D�FOLII�ZLWK�D�PDJQLILFHQW�YLHZ�RI� WKH�YDOOH\��7KH\�KDG� IRXU�KHOSHUV�� -\RUURJJH�VDQ�DV�D�FKDXIIHXU��D�
QLJKW�ZDWFKPDQ��D�JDUGHQHU�DQG�D�KRXVH�NHHSHU�IRU�ZDVKLQJ�FORWKHV��KRXVH�FOHDQLQJ�DQG�FRRNLQJ��0\�PRWKHU�
OLNHG� LW�� 6KH� ZHQW� VKRSSLQJ� LQ� D� FKDXIIHXUHG� FDU�� -\RUURJJH�VDQ� FDUULHG� ZKDWHYHU� VKH� ERXJKW�� DQG� VKH� KDG�
GRPHVWLF�KHOSHUV��

0\�IDWKHU�FUHDWHG�D�YHJHWDEOH�JDUGHQ�LQ� WKH�\DUG��SODQWHG�YDULRXV�YHJHWDEOHV��DQG� WULHG� WR�WHDFK�WKH�IRXU�
KHOSHUV�KRZ�WR�JURZ�YHJHWDEOHV��,W�ZDV�QRW�HDV\�GXH�WR�WULEDO�LVVXHV��-\RUURJJH�VDQ��D�.LNX\X��GLG�QRW�ZDQW�WR�
ZRUN�ZLWK�WKH�QLJKW�ZDWFKPDQ��D�0DVDL��0\�SDUHQWV�WUHDWHG�WKH�IRXU�KHOSHUV�DQG�WKHLU�IDPLOLHV�WR�D�GLQQHU�DW�
KRPH� RQFH� D� PRQWK�� 7KUHH� KHOSHUV� WULHG� WR� H[FOXGH� WKH� QLJKW�ZDWFKPDQ��0\� SDUHQWV� KDG� WR� RUGHU� WKHP� WR�
EHKDYH�KDUPRQLRXVO\��

0\�IDWKHU�FUHDWHG�YHJHWDEOH�ILHOGV�DW�WKH�XQLYHUVLW\�XQGHU�GHYHORSPHQW�DQG�WDXJKW�WKH�VWXGHQW�WHDFKHUV�KRZ�
WR�JURZ�YHJHWDEOHV�LQ�WKH�ILHOGV�DV�ZHOO�DV�WKH�KRUWLFXOWXUH�LQ�WKH�FODVV�URRP��

:H�ZHQW�RXW�IRU�VLJKWVHHLQJ�LQ�D�VDIDUL�YDQ�-RUURJJH�VDQ�GURYH��:H�GURYH�QRUWKHDVW�RXW�RI�1DLUREL�D�OLWWOH��
HQWHUHG�XQFXOWLYDWHG�GU\� ODQG��DQG�VDZ�JUHDW�DFDFLD� WUHHV� VSDUVHO\�VFDWWHUHG�ZLWK� IODW� WRSV� OLNH� WDEOH� WRSV��:H�
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WXUQHG�QRUWKZHVW�� GURYH� IRU� D�ZKLOH�� DQG�DUULYHG�DW� D� WUHHWRSV�KRWHO� LQ�$EHUGDUH�1DWLRQDO�3DUN�ZKHUH�4XHHQ�
(OL]DEHWK�RQFH�VWD\HG��

:LWK�D�ZDNHXS�EX]]HU�VHW�WR�JR�RII�DW�WKH�EHG��LW�ZRNH�XV�XS�ZKHQHYHU�DQLPDOV�FDPH�WR�GULQN�DW�WKH�OLJKWHG�
ZDWHUKROH�GRZQ�EHORZ��:H�VDZ�ERQJRV�ZLWK�EHDXWLIXO�UHGGLVK�EURZQ�FRDW��EODFN�DQG�ZKLWH�PDUNV��ZKLWH�VWULSHV��
DQG�FURRNHG�KRUQV��,Q�WKH�PRUQLQJ��ZH�VDZ�ZDUWKRJV�UXQ�ZLWK�WDLOV�VWUDLJKW�XS��

:KHQ�ZH�DUULYHG�DW�WKH�KRWHO��D�JXDUG�DW�WKH�JDWH�WROG�-RUURJJH�VDQ�QRW�WR�HQWHU��,�ZDV�UHDG\�WR�DUJXH��EXW�
-RUURJJH�VDQ�VDLG�LW�ZDV�RND\��+H�FKDWWHG�ZLWK�WKH�JXDUG�FKHHUIXOO\�LQ�6ZDKLOL��ZDONHG�WR�D�VKDFN�QH[W�WR�WKH�
KRWHO�SDUNLQJ�ORW�DQG�VOHSW�ZLWK�RWKHU�GULYHUV��0W��.HQ\D�ORRNHG�JDOODQW��

�

�
.HQ\D���

�
.HQ\D���

�

�
.HQ\D���

�
%DREDE�7UHH�

1H[W�PRUQLQJ��ZH�NHSW�GULYLQJ�QRUWKZHVW�DQG�DUULYHG�DW�WKH�WRZQ�RI�1\DKXUXUX�DQG�ZDONHG�WR�7KRPVRQ�
)DOOV��7KHQ�ZH�GURYH� VRXWK�ZHVW� IRU�D�ZKLOH�DQG�FOLPEHG�XS�D�KLOO� WR� VHH�/DNH�1DNXUX��7KH� ODNH�ZDV�SLQN��
:KHQ�ZH�DSSURDFKHG��WKH�SLQN�IOHZ��,W�ZDV�D�ODUJH�IORFN�RI�IODPLQJRV��:H�ZHUH�H[FLWHG�ZLWK�WKH�KXJH�QXPEHU�
RI�IODPLQJRV��1H[W�GD\��ZH�GURYH�VRXWK�HDVW��VWRSSHG�DW�D�KRWHO�LQ�/DNH�1DLYDVKD�1DWLRQDO�3DUN�IRU�OXQFK�DQG�
GURYH�EDFN�WR�1DLUREL��

$IWHU�UHVWLQJ�LQ�1DLUREL�IRU�WZR�QLJKWV��ZH�KHDGHG�����NP�ZHVW�WR�0DVDL�0DUD�1DWLRQDO�3DUN��7KHUH�ZHUH�
QR�GLUHFW�URXWHV�IURP�1DLUREL�WR�0DVDL�0DUD��DQG�ZH�GURYH�ORLWHULQJ�QRUWKHUO\�DQG�VRXWKHUO\��:H�VDZ�EDREDE�
WUHHV�IRU�WKH�ILUVW�WLPH�RQ�WKH�ZD\��7KH\�KDYH�DQ�LQWHUHVWLQJ�VKDSH��:H�VDZ�PDQ\��:H�VDZ�0DVDL�SHRSOH�ZDONLQJ�
ZLWK�ORQJ�VWLFNV�DQG�FRZV��7KH\�ZRUH�UHG�FXUWDLQV�IURP�WKH�ZDLVW�IRU�WKH�IURQW�DQG�WKH�EDFN��7KHUH�ZHUH�0DVDL�
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KRXVHV�ZLWK�FRZ�GXQJ�ZDOOV�QHDU�EDREDE�WUHHV��
:H�FRXOG�VHH� WKH� ODUJH�JUDVVODQG�RI�0DVDL�0DUD�1DWLRQDO�3DUN��:H�FRXOG� VHH�PDQ\��PDQ\� ODUJH� VWRQHV�

VFDWWHUHG� DOORYHU� WKH� JUDVV� ODQG��:KHQ�ZH�DSSURDFKHG�� WKH� VWRQHV� UDQ��7KH\�ZHUH� KRUGHV�RI�ZLOGHEHHVWV� DQG�
]HEUDV��:H�ZHUH� DJDLQ� VXUSULVHG�ZLWK� WKH�KXJH�QXPEHU�RI� ODUJH� DQLPDOV��:H� VDZ�D� IDPLO\�RI�JLUDIIHV��7KH\�
VWDUHG�DW�XV�ZLWK�EHDXWLIXO��GHHS�H\HV��:H�FRXOG�VHH�0W��.LOLPDQMDUR�LQ�WKH�GLVWDQFH��7KH�PRXQWDLQ�ORRNHG�D�ELW�
VOXJJLVK��0\�IDWKHU�ORRNHG�VDWLVILHG�VHHLQJ�XV�DOO�H[FLWHG��

+H�ZRUNHG�LQ�.HQ\D�IRU����PRQWKV�XQWLO�KH�EHFDPH�VLFN��+H�UHWXUQHG�WR�-DSDQ�ULJKW�DZD\�DQG�XQGHUZHQW�
VXUJHU\�LQ�+LUDNDWD��,Q�WLPH�P\�IDWKHU�PDGH�D�IXOO�UHFRYHU\��+H�IHOW�VRUU\�IRU�QRW�FRPSOHWLQJ�WKH�ZRUN�LQ�.HQ\D��
+H�ZDV�DOPRVW����\HDUV�ROG��/DWHU�� WKHLU�KRXVHKROG�JRRGV�LQ�.HQ\D�ZHUH�GHOLYHUHG�WR�WKHLU�KRXVH�LQ�.LVDLFKL�
LQFOXGLQJ�D�ULFH�FRRNHU��7KH\�IRXQG�WKH�FRRNHG�ULFH�LQ�LW�MXVW�DV�WKH\�KDG�OHIW�LW��,W�KDG�KDUGHQHG�GU\��6RRQ��D�
FRS\� RI� DQ� DSSUHFLDWLRQ� OHWWHU�ZDV� GHOLYHUHG��7KH� OHWWHU�ZDV�ZULWWHQ� E\�.HQ\D�0LQLVWU\� RI� (GXFDWLRQ� WR� WKH�
PDQDJLQJ�GLUHFWRU�RI�-DSDQ�,QWHUQDWLRQDO�&RRSHUDWLRQ�$JHQF\�LQ�DSSUHFLDWLRQ�RI�P\�IDWKHU¶V�FRQWULEXWLRQ�DQG�
HQWKXVLDVP�LQ�WHDFKLQJ�+RUWLFXOWXUH�DQG�WHFKQLTXHV��

:LWK� 3URI�� 1DPLNDZD¶V� JXLGDQFH�� P\� IDWKHU� GHYRWHG� WKH� SULPH� SHULRG� RI� KLV� OLIH� LQWR� FRQVWUXFWLRQ� RI�
.LVDLFKL�%RWDQLF�*DUGHQ��+H�EHFDPH�WKH�PDVWHU�'RNDWD�DQG�ZRUNHG�KDUG�ZKLOH�WHOOLQJ�KLPVHOI�WKDW�WKH�ERWDQLF�
JDUGHQ�ZRXOG�EH�JUHDW�LQ�����\HDUV��,�WKLQN��KRZHYHU��WKDW�KH�OLNHG�YHJHWDEOHV�DQG�IUXLW�WUHHV�PRUH�WKDQ�DQ\WKLQJ�
HOVH��7KHLU�UHVSRQVHV�DUH�PXFK�IDVWHU�WKDQ�VORZ�JURZLQJ�WUHHV��,�EHOLHYH�KH�ZDV�DOVR�LPSDWLHQW��QRW�MXVW�PH��
� �
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